















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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セッションとアドリブ
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はじめに




　冒ぼう険けんは人を成長させる。

　冒険には多くの苦く難なんがある。危き険けんがある。

　しかし、仲間と共にそれを乗のり越こえた時──。

　人はひと回り大きく成長する。

　ただ、ダイス目だけは仕方ない。

　天分に任まかせよう（笑）。




　三ヶ月のごぶさたです！　本シリーズの執しつ筆ぴつとＧＭを担たん当とうしているファーイースト・アミューズメント・リサーチ（以い降こう、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の久保田悠羅くぼた・ゆうらです。よろしくお願いします。とゆーことで、『セカンドウィンド』シリーズの第四巻かんをお届とどけいたします！

　いつもですと、ＴＲＰＧとはなにか、リプレイとはなんぞや、とゆーよーな解かい説せつが入るのですが、本シリーズも第四巻ということで、その辺りはざくっと省しよう略りやくして、今回は『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』関連のサプリメント、そして今後のことについて簡かん単たんに紹しよう介かいしたいと思います。

　二冊さつの基き本ほんルールブックの次に『上じよう級きゆうルールブック』が、また主な舞ぶ台たいとなっているエリンディルについて解説した『エリンディル西方ガイド』が発売されたことは第三巻でも書いたとおりですが、二〇一二年の二月には戦記物のリプレイシリーズ『アリアンロッド・サガ』の舞台──アルディオン大陸を紹介した『アルディオン　レボリューションガイド』が発売となりました。

　これにより東方世界を除のぞく旧きゆう版はんのプレイ環かん境きようは、ほぼ出そろったことになります。

　このほか、シナリオ集『エリンディルアドベンチャー』『ベルリールの竜りゆう輝き石せき（こちらは『２Ｅ』に対たい応おうさせるための指し針しんが掲けい載さい）』がゲーム・フィールドから発売されています。

　リプレイも本書『セカンドウィンド』シリーズ、アルディオン大陸を舞台とした『アリアンロッド・サガ』『アリアンロッド・サガ・デスマーチ』『アリアンロッド・サガ・ゲッタウェイ』の各シリーズが展てん開かい中です（このほか、エンターブレイン社よりリプレイとＣＤドラマが収しゆう録ろくされた『アリアンロッド・サガ　ファンブック』などもあります）。また、このあとも『超ちよう上級ルールブック（仮）』をはじめとして、いくつかの企き画かくが進行しています。

　これらの中で、本書『セカンドウィンド』は、基本的なルール、サプリメントで追加されるルールなどの紹介や解説を行なうために企画されたシリーズです。そのために、三ヶ月に一冊というペースで刊かん行こうを続けてきました。今巻で第四巻ということは、これでちょうど一年分ということになるわけです。

　つまり、次の第五巻から二年目が始まるとゆーわけですが──『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』の二年目に向けての仕し込こみはすでに始まっています！

　もちろん、この『セカンドウィンド』シリーズでも言わずもがな。まぁ、その辺りについては、あとがきの方にちらっと書いてありますので、そちらもお楽しみに～（例によって、あとがきにはネタバレがありますので、本編を先に読むようにしてくださいませ）。

　では、話を『セカンドウィンド』シリーズに戻もどしましょう。

　今巻では、『ルールブック②』の一二七ページに掲載されている〝クエスト形式〟のシナリオを本ほん格かく的てきに導どう入にゆうしています。

　最初は神しん殿でんから依い頼らいを受けていた新米冒険者のルードたちですが、今では王女と知り合いになり、妖よう魔まとの戦いの行方ゆくえを左右する存そん在ざいとなってきました。そして、今巻では、これまで登場して物語の鍵かぎとなってきた、紅炎剣プロミネンス、蒼月剣ルーナマーレ、黒影剣エクリプスに秘ひめられた力。そして幼おさない日に離はなれ離ばなれとなり、ルードがその行方を捜さがしている双ふた子ごの妹についても、語られることとなります。

　このような物もの語がたり性せいの高いセッションをプレイするのに向いているのが、〝クエスト形式〟のシナリオです。そのシナリオ作成の参考にしていただければと思います。

　それでは、まえがきはこの辺りで終わりにして、そろそろ本ほん編ぺんへと参りましょう。







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　高名な騎き士しを父に持つ青年ルード・ヴェルフェは、生き別れになった妹を捜すために冒険者となった。彼かれが最初に受けた仕事は、連れん絡らくの取れなくなった錬れん金きん術じゆつの研究所の調ちよう査さ。ルードは魔ま術じゆつ士のフィンニー、神官のジェイス、錬金術士の〝マーチ〟バニィらと共に、研究所の調査に向かい、そこでルードの父親セオドリクが使っていたものに似にた魔剣、紅炎剣プロミネンスを手に入れる。そこで出会った敵てき、フォースタスはセオドリクがかつて持っていた魔剣、蒼月剣ルーナマーレを使って妖魔を召しよう喚かんする力を得て、ルードの故こ郷きようであるクトラ村を襲おそい、幼おさななじみであるレーナから黒影剣エクリプスを奪うばおうとしていた。これを撃げき退たいしたルードたちは、ひょんなことで知り合ったグランフェルデン王国の王女レティシアにレーナを預あずけることになる。

　折しも、グランフェルデンは日輪祭という祭りで賑にぎわっていた。その祭りの見物をしている最中、レーナは連れ去られてしまう。レーナを捜し出だそうと街を駆かけ回まわるうちに、ルードたちはレーナをさらったのが錬金術協会会長メル・ニコルであることを知る。彼の正体は魔族ボーティス。グランフェルデンに潜ひそんでさまざまな企たくらみを行なっていた魔族だ。フォースタスを利用しようとしていたのも、このボーティスだったのだ。

　そしてルードたちはボーティスとの戦いに勝利し、レーナの救出に成功したのであった。







主なＮＰＣの紹介

『セカンドウィンド』シリーズには主人公であるＰＣ以外に、さまざまなキャラクターが登場する。ここでは、それらキャラクター──ＮＰＣについて簡単に解説しておこう。




ヴァルター・ディーレ

　フィンニーの父親。グランフェルデン王国の王立騎士だったが、不名誉のために排はい斥せきされる。一〇年ほど前に何者かによって殺された。警護騎士セオドリクとともに魔剣、黒影剣エクリプスの奪取を命じられていた。




ガウルテリオ

　ルードたちが懇こん意いにしている、グランフェルデンにある冒険者向けの酒場〝竜の骸骨亭〟の主人。くわしくは『ルールブック①』三〇一ページを参照。今巻は登場しない。




ジャニアリー

　神聖ヴァンスター帝国の諜報機関である情報部第一三班の班長。情報部一三班のメンバーは、ジャニアリー、マーチなど月の名前のコードネームで呼ばれている。今巻では名前だけ登場。




セオドリク・ヴェルフェ

　ルードの父親。グランフェルデン王国の警護騎士だったが、黒影剣エクリプス奪取の任務中に何者かに殺され、佩はい剣けん蒼月剣ルーナマーレを奪われてしまった。




ソーンダイク

　グランフェルデン大神殿の神官長。くわしくは『ルールブック①』三〇〇ページを参照。




フォースタス

　本当の名前はマンフレッド。グランフェルデン辺境に領地を持っていた家系の元王立騎士で、現在の蒼月剣ルーナマーレの所持者である。蒼月剣ルーナマーレの力を使い、世界のリセット──粛しゆく清せいを起こそうとしているらしい。




メル・ニコル

　錬金術協会の元協会長。その正体は魔族ボーティスであったが、ルードたちに倒された。




冬や眠ま鼠ね

　グランフェルデンの情報屋。神聖ヴァンスター帝国の諜報機関との繋がりがあるらしい。




ルディア・ヴェルフェ

　ルードの双子の妹。セオドリクが亡くなった時、ルードと別れ別れとなった。誰に預けられたかは不明。ルードが持っているペンダントヘッドは半分になったメダルであり、そのもう半分はルディアが持っている。今巻でついに名前が決定した。




レイモン・グランフェルデン

　グランフェルデン王国の王子。王立騎士団の団長も務めている。




レーナ

　ＰＣのひとり、ルードの幼なじみ。黒影剣エクリプスの所持者である。現在は、レティシア王女の侍女となっている。




レティシア・グランフェルデン

　グランフェルデン王国の王女。王立騎士団の副団長を務めていることから〝姫将軍〟と呼ばれている。くわしくは『ルールブック①』三〇〇ページを参照。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆ヒロイン多発注ちゆう意い報ほう




　それは『セカンドウィンド』の第四話収しゆう録ろく日び──。

　いつもどおり、リプレイ収録のためにＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にプレイヤーが集まった、セッション開始前のことである。

　ご多分に洩もれず、リプレイの収録だろうが集まってすぐにゲームは始まらない。これから始まるセッションのこと、最近あった面おも白しろいこと、友人の近きん況きようなどの雑ざつ談だん大会となる。その最中、プレイヤーのひとりである小暮英麻こぐれ・えまさんがこんな言葉を発した。




「セカンドウィンドって、女性キャラがちょっと多くないですか？（笑）」

「え？　（指折り数えながら）フィンニーでしょ。あと、レーナ、レティシア王女、前巻に登場したクラリッサ。あとは依頼所の受うけ付つけ嬢じようアリエッタ──多いかも（笑）」

「まぁ、ゆーらさんだから仕方ない」

[image: ]

「どーゆー意味ですか、それ？」

「ルード、モテモテですよ。これは小暮さんもがんばらないと（笑）」

「ですよねー。ゆーらさん、ゆーらさん、今回はフィンニーとルードのラブラブなイベントをお願いします（笑）」

「ラブラブっ!?」

「嫌いやなんですか？」

「え？　い、嫌なわけないじゃないですか。ラブラブ、大だい歓かん迎げいです！（一同笑）」

「……あのー、それよりも大切な人をお忘わすれじゃありませんか？」

「え？　ほかに誰だれかいたっけ？（一同笑）」

「ほら、うさ耳の可か憐れんなヒロイン候補がひとりいるじゃないですか」

「いや、あれはヒロインじゃなくて、なんというか────そう、不思議な怪しい生物というのが正しいと思うぞ」

「そ、そんなことないですよ！　ねぇ、立派なヒロインですよね」

「…………」

「お、お願いだから、誰か返事してぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）」




　と、オチがついたところで、まずはＧＭとプレイヤーを紹介しておきましょう。




久保田悠羅（ＧＭ）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．に所しよ属ぞくするゲームデザイナーで、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』では、システムデザイン、ワールドデザインなどを担当。総そう務む部ぶ兼けん開発部の部長でもあり、事じ務むや制せい作さくの進行管理なども行なっている。

　現げん在ざいは『超上級ルールブック（仮）』のためにいろいろと夢む想そう中。きっと、この本が発売される頃には、詳しよう細さいが固まっているだろう。うん、固まっているといいな（笑）。




荻原秀樹おぎはら・ひでき（ルード・ヴェルフェ役）

　ティーズファクトリー所属の声せい優ゆう。主な出しゆつ演えん作さくは『あの夏で待ってる』（石垣哲朗いしがき・てつろう役）、『らぶドル ～Lovely Idol～』（藤沢智弘ふじさわ・ともひろ役）、『俺おれたちに翼つばさはない』（森里和馬もりさと・かずま役）。そのほかにもインターネットラジオのパーソナリティ、トークライブなどでも活かつ躍やく中。車、自転車、パチスロ、Ｆ１観戦など多くの趣しゆ味みを持っているが、最近になって某ぼうゲームデザイナーに勧すすめられ、某Ｔトレーデイング・Ｃカード・Ｇゲームを始めたらしい。

『セカンドウィンド』シリーズでは、新米冒険者（もはや新米ではないが）のルード・ヴェルフェを担当。ダイス目が常つねに平へい均きんという特とく徴ちようを売りにしていたが、第三巻からここぞという時のダイス目がよくなってきているような気がする。あとは、おいしいダイス目を会え得とくすれば完かん璧ぺきです、荻さん！




小暮英麻（フィンニー・ディーレ役）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．が毎月お送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のメインパーソナリティとしてお馴な染じみの女性声優。代表作は『ナイトウィザード The ANIMATION』（アンゼロット、緋室灯ひむろ・あかりの二役）、ＯＶＡ『ToHeart2』（まーりゃん先せん輩ぱい役）など。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』や『ナイトウィザード』（エンターブレイン刊かん）など、数多くのリプレイに出演しており、『セカンドウィンド』シリーズでは、不幸な生おい立ちながらも、明るく元気なツン（ややデレ）少女、フィンニー・ディーレを担当している。ＴＲＰＧ初心者の荻さんを、さまざまな意味でサポートしてくれる頼たよりになるベテランプレイヤーである。




菊きく池ちたけし（ジェイス・ロウ役）

〝きくたけ〟の愛あい称しようで呼よばれているＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の取とり締しまり役やく副社長。『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』のゲームデザイナーで、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズのＧＭ兼著ちよ者しやでもある。このほかに『ナイトウィザード』『セブン＝フォートレス』シリーズ（どちらもエンターブレイン刊）のゲームデザイン、リプレイ執筆も行なっている。

『セカンドウィンド』ではジェイス・ロウを担当。お金にうるさいだけのアコライトかと思われていたが、この第四巻でついにジェイスの過か去こが明らかになる？




田中信二たなか・しんじ（〝マーチ〟バニィ役）

　かわいそうな田中──略りやくして〝かわたな〟と呼ばれているＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。リプレイ執筆のほか、ＤＴＰ、編へん集しゆうなども担当している。『アリアンロッド』関連では、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズのＧＭ兼執筆を担当している。また、三月からエンターブレイン社のFBonlineにて、『ナイトウィザード The 2nd Edition リプレイマリオネットの方ほう程てい式しき』を連れん載さい開始。こちらもよろしくお願いいたします。

『セカンドウィンド』では、錬金術士の〝マーチ〟バニィを担当。しゃなりしゃなりという奇き怪かいな足音、すべての攻こう撃げきに技わざの名前をつけるなど、ゆかいな行動ゆえにヒロインの座ざから真っ先にスピンアウトしてしまった彼かの女じよに、果たしてヒロイン復ふつ帰きの目はあるだろうか？




　以上の五人でお送りいたします。




「それじゃあ、そろそろセッションを開始しましょうか」

「はーい」




　いつものようにやりとりされる雑談。だがその結果、まさかルードがあんなことになろうとは、この時はまだ誰も予想していなかった──。







◆Preplay 02◆今回予告とハンドアウト




　セッション開始の宣せん言げんと共に、今回使用するレコードシートや預あずかっていたキャラクターシート、シナリオハンドアウトなどを配る。

　そして──。




ゆーら（以降、ＧＭ）：では、今回予告を読み上げます！




今回予告！

　グランフェルデンに巣くっていた魔族を退たい治じしたルードたちスクラメイジ。

　まだ駆かけ出だしの冒険者でありながら魔族を倒たおしたことは、まさに称しよう賛さんに値あたいするといえるだろう。もっとも、偶ぐう然ぜんによるところも大きかったのだが。




きくたけ：確たしかに（笑）。

荻原：レーナを助けにいったら、そこに魔族がいただけですもんね。

小暮：それでも、手て柄がらは手柄（笑）。

ＧＭ：ええ。手柄であることは間ま違ちがいないです。




　グランフェルデンの王女レティシアと知ち己きということもあり、他の冒険者からも一目置かれるようになったルードたち。




荻原：おぉ[image: ][image: ]。オレたち、なんか偉えらそうですね（笑）。

ＧＭ：王女からの依頼を受ける冒険者は多くいますけど、ここまで親しん密みつなのはルードたちと『エリンディルアドベンチャー』のＰＣくらいじゃないかと（笑）。

かわたな：リプレイでは会ったことないですけど、知り合いですしね。

ＧＭ：そこはリプレイでは描えがけないから仕方ない。




　だが、そんな彼らにそれぞれの試練が襲おそいかかる。

　誘いざなうは紅炎剣プロミネンス、それともフォースタスか。




『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』

　　　　────第四話「樹海と秘密と冒険者」




冒険の舞台がキミを待つ！




荻原：おっ、フォースタスだ！

ＧＭ：はい。今回は登場しますよ。

小暮：フォースタスは粛しゆく清せいを起こそうとしているんでしたっけ？

きくたけ：あくまでもメル・ニコルからの情じよう報ほうだけどな。あいつの正体が魔族だったことを考えると、私たちを騙そうとしている可能性もあるが……。

ＧＭ：そこはフォースタス本人に訊きくか、情報を集めるしかないかと。

かわたな：今回はそういう話？

ＧＭ：それもあります。あと、さっき小暮さんがルードとのラブラブなイベントが欲しいと言ったので、そういうシーンをアドリブで追加します！

小暮：おっ！（笑）




　ダンジョン形式のシナリオと異ことなり、物語性の高いシナリオをプレイするクエスト形式の場合、ＰＣが思わぬ行動に出たり、プレイヤーからこんなシーンが欲ほしいなどの希望が出てくることがある。たとえば、ここで戦せん闘とうするだろうと考えていたシーンで戦わずに逃にげてしまった、ヒロインと会話するシーンをプレイヤーが希望した、などだ。

　このような時、ＧＭはアドリブで対たい処しよすることになるのだが、時にはシナリオが想定していない方向に進んでしまったり、どのように対応してよいか困こまったりすることがあるだろう。

　理想はこれらプレイヤーの予期せぬ行動に対してすべてアドリブで対応することだが、ＰＣの行動の度合いや、ＧＭとしての経けい験けんや慣なれによって、全部が全部うまくいくとは限かぎらない。よいアイデアが浮うかばないことだってあるだろう。

　そのような場合は、素す直なおにプレイヤーに相談することだ。その行動を取られるとシナリオがうまく進行しなくなるので止めてもらうように頼たのめばいいし、お互たがいにどういうシーンにするかというアイデアを出し合うのもよいだろう。

　巻末でも解説しているので、そちらも参考にしていただきたい。




小暮：それで、どんなシーンにするんですか？

ＧＭ：フィンニーってツンデレさんじゃないですか。だから、そーゆーよーなシーンがいいかなぁ、と思ってます。

きくたけ：ツンツンの間違えじゃね？（笑）

小暮：そんなことないですよ。ちゃんとデレてみせますっ！（一同笑）

きくたけ：小暮さん、すげーうれしそう（笑）。

荻原：こえー、どんなシーンになるんだ？（一同笑）

ＧＭ：それは私わたしにも分からない（笑）。とりあえず、各ＰＣのシナリオハンドアウトを発表しますね。




▼ルード用シナリオハンドアウト

コネクション：妹　　　関係：回想

　キミには双ふた子ごの妹がいた。

　父親が亡なくなったあと、キミたち兄妹はそれぞれ別の人へと預あずけられた。キミは伯父おじに引き取られ、妹は神殿関係の人物が引き取ったらしい。その後、妹が誰の許へと預けられたかは教えられることはなく、別れたあと一度も会っていない。

　キミの手元にあるのは、黄金のメダルの半分。妹は今でも、このメダルのもう半分を持っているのだろうか？




荻原（以降、ルード）：おお、妹だ、妹だ！

小暮：また、ヒロインが増ふえたぁ（笑）。

ルード：いやいや、出てくるのは初めてでも、最初からその設定はありますって。

かわたな：あれ？　でも、双子でしたっけ？

ＧＭ：ほかの女性キャラクターと差別化を図はかるために、ルードと同じ年ねん齢れいにしたいなと。

きくたけ：そういう理由かい（笑）。

ＧＭ：まぁ、ほかにも理由があったりするのですが、それはおいおい。（荻原さんに）双子でも問題ないですか？

ルード：ＯＫです！　問題ありません！

ＧＭ：で、今ルードが妹のことをどう思っているかですが……。

ルード：やっぱり、負い目を感じているじゃないですか。オレがもっとしっかりしていれば、一緒に暮らすこともできたはずだ！　みたいな感じで。

かわたな：でも、別れたのって子どもの時ですよね？

ルード：だから、よけい後悔してると思います。あの時、オレが大人だったら──とか。

ＧＭ：了解です。では、その方向でいきましょう。次はフィンニーのハンドアウトですが、ちょっと待ってくださいね（おもむろにペンを持つ）。

ルード：ん？　なにしてるんですか？

ＧＭ：うん、ちょっとね（と、言いながらシナリオハンドアウトに書き加える）。




▼フィンニー用シナリオハンドアウト

コネクション：ルード　　　関係：[image: ]　かなり気になる




ルード：かなり気になるっ!?　ほんとにそんなことが……って、書き直してるっ!?

ＧＭ：いや、さっきの小暮さんの話を取り入れようかと思って（笑）。

小暮（以降、フィンニー）：あはははは（笑）。

ルード：あー、なんかうしろにも書き加えてあるし。

ＧＭ：もちろん！　ということで続きを読みます。




　レティシア王女から聞いた話によれば、父ヴァルターの行動は不ふ名めい誉よなものではなかった。魔剣を追っていたとすれば、それはグランフェルデンを守るためだったに違ちがいない。

　考えてみればルードも同じだ。冒険者としてかなり成長しているし、今ではレティシア王女から直ちよく接せつ依頼を受けるほどになり、グランフェルデンの危機も救っている。彼と一いつ緒しよに行動していれば、もっと父のことが分かるようになるかもしれない。

（手書きで）それにしても、なんでルードの周りには女の子ばかり集まってくるのだろう。




フィンニー：本当だ、ちゃんと書いてある～！（笑）

ＧＭ：プレイヤーの希望を取り入れるのは基本ですから。もっとも、あまりにも無茶な要求は却きやつ下かしますけど（笑）。

かわたな：でも、その場でハンドアウトを直すのは、あまりやらないかと。

きくたけ：大だい丈じよう夫ぶだ。オレはその場でプレイヤーにハンドアウトを直されたことがある。

ルード＆フィンニー：えぇ────────っ!?

きくたけ：ね、ゆーらさん！（笑）

ルード：え？　ゆーらさんがやったんですか？

ＧＭ：（乾かわいた笑い）あははははは……つい、その場のノリと勢いきおいで。よい子のみんなは、絶ぜつ対たいに真似まねしたらダメだぞっ！

きくたけ：いまさら遅おそいわっ！（一同笑）




▼ジェイス用シナリオハンドアウト

コネクション：セオドリク　　　関係：恩おん義ぎ

　それはまだキミがとある暗殺組そ織しきにいた頃ころの話だ。キミが一族の長からとある貴族の暗殺を命じられた。しかし、暗殺は失敗、キミはその貴族を警護していたセオドリクに捕とらわれた。だが、彼はあろうことかキミに便べん宜ぎを図り、新たな人生を歩ませてくれたのだ。

　そしてキミは、セオドリクの恩義に報いるため、彼の子どもたちを陰ながらに見守ってきたのだった。




きくたけ（以降、ジェイス）：おっ！　お金以外のモチベーションが出た（一同笑）。

ＧＭ：出たじゃないですよ。第一話の時、ルードに思わせぶりなことを言うから、そのあとなにかやるかと思っていたのに、お金のことしか言わないんだもん。

ジェイス：いえいえ、ＧＭに設せつ定ていを合わせるために待っていたんですよ。

ＧＭ：また、適てき当とうなことを（笑）。

ジェイス：でも、暗殺組織ってなに？

ＧＭ：……え？　きくたけさんが前に言ったんじゃないですかっ！　ほれ！（『セカンドウィンド①』四四ページを開いて見せる）

ジェイス：おや？　……本当だ。

ＧＭ：本当だ、じゃないっ！（一同笑）

ジェイス：いや、ほら、いろんなリプレイに出るじゃないですか。だから、キャラクターがごっちゃになっちゃうんだよ。仕方ないことなんだよ。

ＧＭ：それはまぁ、心中お察ししますが。

ジェイス：それはそれとして、だいたい分かった。つまり、ジェイス・ロウの真の姿すがたを見せればいいわけだな。

ＧＭ：もっと早く見せて欲ほしかったですけどね（一同笑）。

ジェイス：はっははは！

ＧＭ：（ため息）では、最後はバニィさんのハンドアウトにいきましょう。




▼バニィ用シナリオハンドアウト

コネクション：冬や眠ま鼠ね　　　関係：ビジネス

　キミが懇こん意いにしている情じよう報ほう屋や、〝冬眠鼠〟。だが、再ふたたびキミの前に現あらわれた冬眠鼠は、情報屋としてでなく、神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくの諜ちよう報ほう機関──第一三班ぱんの班はん長ちようジャニアリーのメッセンジャーとしてだった。

　いつもの眠ねむそうな顔のまま、冬眠鼠はキミに班長からの伝言を伝える。

　それは思いも掛かけぬものだった。




かわたな（以降、バニィ）：ついに第一三班が動き始めましたわ（笑）。

ＧＭ：いや、動かすつもりはあまりなかったんですけどね。封ふうじられた能のう力りよくとか、拾うのが大変そうだったんで（笑）。

バニィ：そんなこと言わないでくださいよ～。

ＧＭ：まぁ、魔剣の力とかが明らかになったんで、グランフェルデンを含ふくむパリス同どう盟めい以外の国がどういう行動に出るか──という部分をピックアップできるかと思って、拾うことにしたわけです。

ルード：へぇ～、どんな話になるんですか？

ＧＭ：そこはあとでのお楽しみということで（笑）。

バニィ：まぁ、だいたい分かりました。

ＧＭ：では、ＰＣの成長発表へと移うつりましょう！




▼ルード・ヴェルフェの場合（４レベル）

ＧＭ：それでは、ルードからお願いします！

ルード：はい、ルード・ヴェルフェです。キャラクターレベルが４レベルになりました！　ＨＰ66、ＭＰ41、フェイト６点です。

ＧＭ：では、取得したスキルを教えてください。

ルード：《バッシュ》と《バーサーク》のスキルレベルを伸のばしました。あとは武ぶ器き攻撃のダメージをＣＬ（キャラクターレベル）×10点上じよう昇しようさせる《ボルテクスアタック》を取得。全部ダメージを上昇させるスキルです！

ジェイス：これで、ダイス目が平均でも大丈夫だと（笑）。

ルード：平均より高い目を出すよう、がんばりますっ!!　あと、成長点を10点消費して、能力値ちの【器用】を伸ばす《トレーニング：器用》とＨＰを上昇させる《バイタリティ》という一いつ般ぱんスキルも取りました。

ＧＭ：パッシブで底力を上げてきましたね。

バニィ：でも、《バーサーク》を使うと、回かい避ひのダイスが減へってしまいますね。

ルード：そこは恐おそれず突つき進すすむ男になったということで（笑）。

ジェイス：おお、ちょっとかっこいい。

フィンニー：だから騎士はすぐ死んじゃうんです！

ルード：だから死なないって！（一同笑）

ＧＭ：装備は？

ルード：武器を〝護まもりの剣つるぎ〟というマジックアイテムに替かえました！　防ぼう御ぎよ力りよくも上昇するクレイモアです。

ＧＭ：攻こう防ぼうと共に成長、って感じですね。次はフィンニー、お願いします。

[image: ]




▼フィンニー・ディーレの場合（４レベル）

フィンニー：はーい。ルードさんと同じ４レベルになって、ＨＰ43、ＭＰ68になりました。フェイトは変わらず６点です。スキルはまず、《マジシャンズマイト》を５レベルにしました。またダメージのダイスが増ふえます。

ＧＭ：ふむふむ。

フィンニー：そして、《アースブレイカー》が３レベルになって、魔ま法ほうダメージの固こ定てい値ちが18点になりました。

ジェイス：固定値は重要だからなあ。

フィンニー：で、最後は《エキスパート》です。マイナーアクションで使うと、魔術判はん定ていのダイスが一個こ増えます。

ＧＭ：うぉっ！　ますますクリティカルしやすく（笑）。

フィンニー：それから、一般スキルの《トレーニング：精せい神しん》と《インテンション》を取得しました。

ＧＭ：ルードと同じような感じですね。

フィンニー：違ちがいます。ルードさんが真似まねしたんです（一同笑）。

ルード：もしもしっ!?（笑）

フィンニー：ですよね？（にこり）

ルード：はい、もちろん真似しました。真似しましたとも！（笑）

一同：お、荻さん……。

フィンニー：あと、頭の防ぼう具ぐをオリハルコンの髪かみ飾かざりに替えました。

ＧＭ：了解です！

[image: ]




▼ジェイス・ロウの場合（４レベル）

ジェイス：次は私の番か。キャラクターレベルは４レベル。ＨＰは49に、ＭＰは62点になった。フェイトは５点から伸ばしておらず、このまま。そして、まずは《プロテクション》のスキルレベルを５レベルに。あと防ぼう御ぎよだけではなく《ディスコード》のレベルも伸ばした。攻撃の支し援えんもばっちりだ。

ルード：ありがとうございます！

ジェイス：そして最後に取ったのは《クイックヒール》。これは、１シーンに一回、イニシアチブプロセスで《ヒール》ができるようになるスキルだ。これで、ギルドの生せい存ぞん率りつがぐんと上がるぞ。それと一般スキルから《トレーニング：精神》と武器攻撃を属性のない魔法ダメージに変える《エンチャントウェポン：無》を取得した。

ＧＭ：《エンチャントウェポン：無》を取ったの？

ジェイス：フィンニーに《エンチャントウェポン》を取ってもらうよりは、私が取得した方がいいかと思って。そうすればフィンニーは魔法攻撃に専念できるからな。

ＧＭ：なるほど。

ジェイス：成長は以上だ。装備の変へん更こうはなし！

ＧＭ：では、最後はバニィです。

[image: ]




▼〝マーチ〟バニィの場合（４レベル）

バニィ：それでは報ほう告こくします。まずはキャラクターレベルが４レベルに。ＨＰ50、ＭＰ45です。フェイトは５点で伸ばしていません。

フィンニー：バニィさんはどんなスキルを取ったんですか？

バニィ：はい、まずは回避判定のダイスが一個増ふえる《バタフライダンス》を取得しました。これでしゃなり、しゃなりと優ゆう雅がに回避。

一同：しゃなり、しゃなり（笑）。

ジェイス：それのどこが優雅なのやら（笑）。

バニィ：そして、《スペシャライズ：錬金銃》を２レベルに伸ばして、錬金銃のダメージを上げるアイテムのパウダーチャージを手に入れるためのスキル《オプションパーツ》を取得することで華か麗れいに攻撃。これでヒロイン力りよくも成長ですわ。

ジェイス：ヒロイン力は関係ねぇ（笑）。

フィンニー：ていうか、まだあきらめていなかった（笑）。

バニィ：もちろんですとも。

ＧＭ：そろそろスピンアウトしたことを自覚した方がいいぞ（笑）。

バニィ：おほほほほ……（笑）。あ、あと一般スキルで《トレーニング：器用》を取得して、防具をフェザーアーマーに替えました。

[image: ]

ＧＭ：了解。これで成長は終わりですね。ギルドレベルは上がらなかったので新しいギルドサポートは取得できないので、今回選せん択たくできるのは《蘇そ生せい》《祝福》《目利きき》ですね。

ルード：前と変わらずってことですね。

ＧＭ：です！　では、準じゆん備びができたところでオープニングフェイズへと参りましょう！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆黒衣の少女




　そこはいずこか知れぬ場所──。

　居るのは白衣を着た男がひとりだけ。

　機械に灯ともる光が周囲をほのかに照らし、高く、低く唸うなりを発している。

　アルケミストであれば、それら大小さまざまな機械が錬れん金きん術じゆつによって作られた物であることは予想がつくだろう。そして、ここが錬金術の研究室であることも。




ＧＭ：最初のシーンはマスターシーンからとなります。

ジェイス：おっ、マスターシーンからか。

ＧＭ：はい。場所は、前回に忍しのび込こんだ第一三研究所の地下にあった秘ひ密みつの研究所に似た部屋です。いろんな機械に囲まれるように人間大のカプセルがいっぱい並ならんでいます。

フィンニー：地下の研究所って、クラリッサさんがいたところ？

ＧＭ：そうです。そして、そのカプセルのひとつの前には白衣を着た丸眼鏡めがねの男がひとり。

ルード：フォースタスだっ！

ＧＭ：（大きくうなずく）フォースタスは分ぶ厚あつい書物を片かた手てに、カプセルをじっと見つめています。視し線せんの先──つまり、カプセルの中には人ひと影かげが見えます。かすかな胸むねのふくらみから、その人影が少女であることが分かります。

一同：少女？

フィンニー：クラリッサさんのように、ゴーレムにされている人がここにもいる？

ＧＭ：いえ。地下研究所のようなゴーレムへと意い識しきを転送するような装そう置ちはないので、ここには捕らえられている人はいません。別の用よう途とのために作られた機械です。そして、フォースタスはパタンと書物を閉とじると苦々しくつぶやきます。「なるほど。これが黒影剣エクリプスの秘密ですか。見事に謀はかってくれましたね、メル・ニコル」

ルード：黒影剣エクリプスの秘密っ!?　どんな秘密なんですか？

ＧＭ：それはまだ秘密。

ルード：ちぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（笑）。

フィンニー：でも、やっぱりメル・ニコルがからんでいましたね。

ジェイス：やつはフォースタスを利用しつつも警けい戒かいしていたようだからな。ふたりが仲なか違たがいしていたというのは本当だったらしい。

フィンニー：でも、この少女っていったい何者なんでしょう？

ＧＭ：カメラは少女の姿をうしろから捉えている感じで、顔は見えないということでお願いします（笑）。

ジェイス：わざと隠かくしているあたり、かなり怪あやしい（笑）。

ＧＭ：……（まぁ、そうだよね）。

ルード：でも、フォースタスはなんでこんなところに来てるんだろ？

ＧＭ：それはすぐに分かります。カプセルの少女をしばらく見つめたフォースタスは、少女が入っているカプセルのコンソールにあるボタンをいくつか操そう作さしたあと、レバーを手前にガチャっと引きます。「オリジナルに及びませんが、代用品としては役に立つでしょう」




　カプセルを満たしていた液えき体たいがすべて排はい出しゆつされると、カプセルの前面が左右に開く。

　その気配を察したのか、少女はゆっくりと顔を上げ、一歩、また一歩と踏ふみ出だした。

　その様子を満足げに見ながら、フォースタスは再ふたたびつぶやく。




「これで世界は終わりを迎むかえます。いや、終わりではなく始まりというべきですか……」







◆Opening 02◆過すぎ去さりし、かつての日の夢ゆめ




　メル・ニコルの事じ件けんのあと、その後始末を手伝うことになり、グランフェルデンの王おう城じように逗とう留りゆうすることになったルードたち。

　その日もレティシア王女の護ご衛えいで神しん経けいをすり減へらしていたためか、ルードはベッドに倒たおれ込こむやいなやすぐに眠ねむりへと落ちていった。




ＧＭ：では、ここからは各ＰＣのオープニングとなります。まずはルードから。

ルード：ういっす！

ＧＭ：第三巻かんのエンディングのあと、ルードたちはレティシア王女に乞こわれて、そのまま王城に逗留しています。なので、場所はルードにあてがわれた王城内の客室となります。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

バニィ：リッチですか？

ＧＭ：かなりリッチです。一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやではとても味わうことのできない生活です。家具やベッドも高級品ですし、ご飯もきちんと出ます。

ジェイス：それはリッチだ（笑）。

ＧＭ：で、ルードは現げん在ざいは就しゆう寝しん中。これから演えん出しゆつされるのは、夢の中での出来事です。

ルード：むにゃむにゃ～（笑）。

ＧＭ：それは遠い過か去この思い出。まだ、ルードが父や妹と一いつ緒しよに暮くらしていた頃ころのことです。屋や敷しきの庭で仲よく遊んでいるルードと妹──ふたりともまだ五歳さいくらいの子どもです。

ルード：じゃあ、妹と追いかけっこで遊んでいます。あはは、こっちだよ～、妹。

一同：妹っ!?（笑）

フィンニー：妹に、妹って呼よぶのはおかしくないですか？（笑）

ルード：いや、名前決めてなかったし。おお、妹よ！

ジェイス：なら、今決めればいいだろう。

フィンニー：じゃ、ドール。

ルード：ドールって……人形じゃないんだし。

フィンニー：え？　ほら、ルードだからドール。

ルード：あぁ～、なるほどね！　……って、そんな名前、嫌いやですよ！（笑）

バニィ：そうですよ。女の子らしい可愛かわいい名前にしないと。

フィンニー：じゃあ……ドーラにしましょう。ドーラ！

ルード：ドーラ!?

ジェイス：どこの空くう賊ぞくだ！（一同笑）




　で、しばらくは妹の名前を決めるための話し合いの時間に。

　それから約二〇分後。プレイヤーからルフィやゴンザレス（おひ）など、さまざまな名前が候こう補ほに挙げられた結果───。




ルード：じゃあ、ルディアでどうでしょう？

ＧＭ：ルディアか……悪くないんじゃないですか。

フィンニー：ルフィよりいいんじゃないですか？（笑）

ルード：とりあえず、空賊や海かい賊ぞくにはならなくてすみそうだ（一同笑）。

ＧＭ：じゃあ、妹の名前はルディアに決定ということで。では、夢の続きと参りましょう！　青い空の下、緑溢あふれる庭で遊んでいるとルードとルディア。が、ふとルードが気がつくと、ルディアがどこにもいない。

ルード：ルディア、ルディア！　どこにいるんだっ!?

ＧＭ：と、風景は暗転して薄うす暗ぐらい屋敷の中。ルードの横には伯父おじさんが立っている。そして、目の前には若わかい神官に連れられ、引取先へと向かうルディアの姿すがたが──。しかし、ルディアはなにも知らされていないのか、笑え顔がおでルードのことを見てます。

フィンニー：（ルディアになって舌した足たらずな感じで）「じゃあ、先に行って待ってるね、お兄ちゃん」

ジェイス：うわっ！　こ、これは堪こたえる（笑）。

バニィ：すぐにルードさんも来てくれると思ってるわけですね。

ルード：え、えーっと、さようなら、ルディア……。

一同：早っ!!（笑）

ルード：いや、オレは伯父さんから事じ情じようを聞かされてるので、離はなれ離ばなれで暮くらすことになるのは分かっているんだよ。

バニィ：ここで、そのことを告げるんですか？

ルード：うーん、どうしよう？　妹は悲しませたくないから、「またすぐ会えるさ」って言うくらいかなぁ。

フィンニー：（再びルディアになって）「ルディア、いい子にしていればすぐにお兄ちゃんに会える？」

ルード：あ、あぁ、すぐに会えるさ。

ＧＭ：すると、ルディアはうなずいて「分かった、待ってる」と。

ルード：し、しまった！　離れ離れになることを知っているなんて言うんじゃなかった。すっごく罪悪感があるわ、これ。

バニィ：「約束よ」って言って、ルディアさんは小指を差し出すんですわ。

ルード：お兄ちゃん……指切りはできないんだ（一同笑）。

ジェイス：できない!?　正直すぎるだろ！

フィンニー：（妹になって）「困こまったことがあったら、いつでも駆かけつけてくれる？」

ルード：ああ。当たり前じゃないか。……ただ、指切りはできないんだ。

ジェイス：しろよ！（一同笑）

フィンニー：（迫せまるように小指を差し出し）「約束～！」

ルード：うおおおお～！　うお[image: ][image: ]!!　お、オレの、オレの良心が……（笑）。

バニィ：さあ、ルードさん。ここでメバルを渡わたすのです。

一同：……メバル？




【メバル】───カサゴ目 フサカサゴ科

　磯いそ釣づりの獲え物ものとしても人気の魚。旬しゆんは冬から春で、春告げ魚とも言われる。白身魚で煮につけなどにしても美味おいしい。




ジェイス：なんでメバルだよ!?（爆ばく笑しよう）

バニィ：あっ、いえ……メダルです、メダル！　ちょっと言いい間ま違ちがえただけですわ。

ジェイス：言い間違えにもほどがあるだろ。なんで、妹との別れで魚を差し出さなきゃいけないんだよ（笑）。

バニィ：だから、メダルですって。ほら、ルードさんと妹さんが半分ずつ持っているメダルですよ。

ルード：あ、なるほど！　じゃあ、ここで宝たから物ものにしていたメダルの半分を渡わたそう。でも、どうやって半分にしたんだ？

ＧＭ：えーっと、そうだ！　ルードがセオドリクに斬きってみてよ、とかせがんだことにしましょうか。（指ではじく真似まねをしながら）こうやって投げて、空中で斬ったとか。

ジェイス：メダルを空中で真っぷたつかよ。

ＧＭ：ほら、グランフェルデンが誇ほこる警けい護ご騎き士しですし（笑）。

ルード：なるほど。じゃあ、これはお父さんからもらったメダルだよ。繋げるとひとつのメダルになるんだ。この半分を渡すから、会った時にまたひとつにしよう！

[image: ]

ＧＭ：すると、ルディアは「うん！」と元気よくうなずきます。そして、ルディアは神官に連れられて屋敷をあとにします。歩きながらも何度か振ふり返かえりながら……。

フィンニー：（妹になって）「お兄ちゃん。あたし、ずっと待ってるからね……待ってるからね。待ってるからね……（←エコー）」




　こうして、ルードは妹と離れ離れに暮らすこととなった。

　以来、再さい会かいは果たせていない。

　それはもう、くすんで色あせてしまったかのような、遠い彼方かなたの記き憶おく。




ＧＭ：というところで、目が覚めます。

ルード：（起き上がる）ガバッ！　夢か……。ひさしぶりにルディアの夢を見たな。

バニィ：今まで忘わすれてましたからね（笑）。

ＧＭ：忘れてたわけじゃないやい。登場させる余よ裕ゆうがなかったんだい（笑）。

フィンニー：そういえば、ルードさんは、伯父さんから妹のことをなにも聞かされてなかったんですか？

ＧＭ：そうです。ルードが訊いても「大だい丈じよう夫ぶだ。無事に暮らしてる」としか答えてくれませんでした。

ジェイス：で、ルードに語ることなく、ぽっくり逝いってしまったのか。

ルード：きっと伯父さんも事情があったんだろうけどな。しかし──。




「ルディアは元気にしてるのかな……」




　ひさしぶりに妹の夢を見たルードは、昔を懐かしむようにつぶやいた。







◆Opening 03◆恩おん義ぎゆえに




　グランフェルデン大だい神しん殿でん──。

　朝の礼れい拝はいを済すませ、王城へと戻もどろうとしたジェイスは、大神殿の神官長ソーンダイクに声をかけられた。




ＧＭ：では、次はジェイスです。大神殿の神官長室でソーンダイクと話しているというシーンになります。ソーンダイクに呼び止められて、神官長室に来た、と思ってください。

ジェイス：なるほど。では、こちらから水を向けてみよう。私にどのような用ですか？

ＧＭ：「いえ、たいした用ではありませんよ。ルードの様子がちょっと聞きたかったものですから……」

ジェイス：ルード君ですか？　（含みのある言い方で）彼ならよくやってくれていますよ。

ルード：うわ、悪役っぽい（笑）。

ジェイス：なんでだよ！　（気を取り直して）じゃあ、少々無茶をするきらいもあるが、よくやってくれているかと……。

ＧＭ：「紅炎剣プロミネンスも彼かれを主として認みとめたようですしね。しかし、あなたが彼と同じギルドにいるというのもなにかの縁えん──なんでしょうね」

ジェイス：いえ、縁ではありません。私の方から仲間に入れてもらったんです。彼の父セオドリクへの恩を返すために……。ふっ、ついに私の秘密を語る時が来たようだな（笑）。

フィンニー：（即座に）語らなくていいです（笑）。

ジェイス：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。そんなこと言うなよぉ（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、語らないわけにもいかないので（笑）。とゆーわけで、今から二〇年ほど前のこと。ジェイスがまだ［闇の一族］──暗殺組そ織しきに所しよ属ぞくしていた頃の話です。

ジェイス：というと……一〇歳くらいか。

ルード：その頃ころのジェイスさんは、どんな子こどもだったんだろう？

バニィ：なんか、想そう像ぞうできません（笑）。

ジェイス：その頃は、超ちよう無む口くちにしておこう。

フィンニー：（子どもジェイスになって）「金が欲ほしいぞ！」

ルード：今と変わってねぇ！（一同笑）

ジェイス：子どもの頃から金、金、金言っていたわけではない。なにか事情があって、金が必要だということに目覚めるんだよ！

ＧＭ：まあ、その辺の事情はとりあえずとして……。ジェイスは、その暗殺組織の長から、とある貴き族ぞくを暗殺しろという命令を受けます。

バニィ：子どもなのに!?

ＧＭ：はい。逆に子どもだから相手が油ゆ断だんするだろうという。

バニィ：血も涙なみだもありませんわ、［闇の一族］。

フィンニー：子どもにそんなことができるんですか？

ＧＭ：花束を渡そうとすると、実はその中に──。

ジェイス：──短たん剣けんが隠してあるとかだな。

ＧＭ：まぁ、そんな感じですね。

ジェイス：なるほど。それに、かわいらしいこの姿であれば、護衛もきっと欺あざむかれることだろう。おお、いいアイデアじゃないか。じゃあ、どういうふうに暗殺しようか（笑）。

フィンニー：お腹なかにダイナマイトを巻まくのはどうですか？

ジェイス：自じ爆ばくじゃねえか！（一同笑）

ルード：それだとジェイスさんも生きていないし（笑）。

ジェイス：では、無む垢くな笑顔で近づいて、花束を渡す振りして短剣で刺そう。

ＧＭ：分かりました。では、子どものジェイスが笑顔で貴族に近づき、短剣で刺そうとしたところを、護衛の騎士に止められてしまいます。「子どもがこんな物持ってちゃ危あぶないな」

ジェイス：くっ！　実はその短剣には小型爆弾が仕し込こんであるのだ！（一同笑）

ルード：ええっ～!?




　負まけず嫌ぎらいの子どもか、あんた。




ＧＭ：じゃ、その起き爆ばく装置もすぐに取り上げられてしまう。

ジェイス：ちっ！

ＧＭ：「ちっ！」じゃない（笑）。

ジェイス：じゃあ、ギリッと睨にらみ返かえしてやろう。おのれ、よくも……と言いながら、そして護衛の騎士が起爆装置に気を取られているうちに、奪うばわれた短剣を取とり戻もどして自害を──。

フィンニー：見事果てるのを見守るんですね。

ジェイス：違ちがうよ！　止めて欲しいんだよ！（一同爆笑）

ＧＭ：ならば、騎士は手刀でバンとそれをはねて──。

ジェイス：カラカラカラカラ……。では、懐ふところからもう一本短剣を……。

ルード：なんでだよ!?（一同笑）




　以後、しばらく武器の取り合いが続く。




ジェイス：放せ！　あいつを殺して、組織で偉えらくなるんだ！（一同笑）

ルード：まったく聞いてないし（笑）。

ＧＭ：と、とりあえず、この辺で終わりにしよう（笑）。とゆーことで、ジェイスを気の毒に思った護衛の騎士が、身元引受人となってくれるわけです。

ジェイス：その騎士こそ、ルードの父親セオドリクだったわけだな。

ＧＭ：です。そして、ようやくジェイスは人間らしい生活を送ることができるようになる。

ジェイス：なるほど。そうだ！　それなら、セオドリクの紹しよう介かいで神官になったことにしよう。過去の罪つみをあがなうために神官になる──どうだ、いい話じゃないか（胸を張はる）。

ＧＭ：いや、そんなドヤ顔で言われても（笑）。

ジェイス：おや？　ということはルードだけじゃなくて、妹のルディアのことも知ってる？

ＧＭ：そういうことになりますね（笑）。

ジェイス：なるほど。私はそのことを隠していたわけか。なんてひどいやつだ！（一同笑）

ルード：自分で言いますか（笑）。でも、なんで教えてくれなかったんですかね？

ジェイス：それはな……。

ルード：それは？

ジェイス：たった今知ったからだよ（一同笑）。

ＧＭ：また、メタな発言を。まぁ、それはおいとくとして、こんな感じでジェイスはルードの父親に世話になっていたわけです。それから五年ほど過すぎたある日。神殿にいるジェイスの許にひとりの王立騎士が訪おとずれ、セオドリクが亡なくなったことを告げます。

フィンニー：その騎士ってもしかして……。

ＧＭ：そのとおり。フィンニーの父ヴァルター・ディーレです。

ジェイス：フィンニーの父親とも知り合いかよ（笑）。

ＧＭ：はい、そうなりました。

ジェイス：なったんじゃあ、しょうがないな（一同笑）。

ＧＭ：そして、ヴァルターはセオドリクの遺ゆい言ごんをジェイスに告げるわけです。「オレの子どもたちのことを頼たのむ」と。

ジェイス：それで私はルードを守るために、一緒に冒ぼう険けんに参加するようになったわけだな。ふぅ、これで第一巻のジェイスのセリフが繋つながった。

ＧＭ：セリフ？

ジェイス：（第一巻をめくって）「やっと冒険者になったか。待っていたぞ、この時を！」

一同：おおぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：ムリヤリにいい話に持っていくし（笑）。あ、それからオープニングのシーン２に登場した若い神官、ルディアを神殿に連れていったのはジェイスだから。

ジェイス：なるほど。ということは、妹がどこにいるかも知ってるわけだな。

ＧＭ：いえ、それは知りません。神殿から先、どこか別のところに預あずけられたことは知っていますが、それがどこかまではソーンダイクは教えてくれませんでした。

ジェイス：（残念そうに）ちっ！　そうだっ！　この一件けん以い降こう、私はお金の必ひつ要よう性せいに目覚めたのだ！　恩おん人じんの子を正しく育てようと。

ルード：ほったらかしだったような（笑）。

ジェイス：違う！　キミが知らないだけで、私はちゃんと神官長に養育費を渡してたんだよ？　どうだ見直したかね！

フィンニー：この場で思いついたのに？

バニィ：いい話にしようと大変ですね（笑）。

ジェイス：しようとしているのではない。これは、いい話なんだよ（一同笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな思い出話をソーンダイクとしていたということで。これで説明終わり！　おかしいなぁ、こんなに長くなる予定はなかったんだが（笑）。

バニィ：暗殺の演出なんか細かくするからですわ（笑）。

ジェイス：そういえば神官長。ルード君の妹──ルディアはどこに預けられたのですか？

ルード：うん、それはオレも知りたい！

ＧＭ：「それは、あなたが知る必要はないことです」

ルード：ええっ!?

ジェイス：なぜ？　私には知る権けん利りがあると思うのですが。今まで、どれだけの額がくを後こう援えんしてきたとお思いで？

ルード：結局、お金かよっ！（一同笑）

ジェイス：なにを言うか。さっきも言ったとおり、私がお金にこだわっていたのは、セオドリクの子どもたちに仕送りしていたからなのだよ。ルード君が伯父さんの許もとで不自由のない生活を送ることができたのも、ある意味では私のおかげなのだ。

一同：ふ[image: ][image: ][image: ]ん（笑）。

ルード：それは知らなかった（笑）。

ジェイス：それだけではないぞ。そうだ！　私は恵めぐまれない子どもたちのいる施し設せつなどに寄き付ふもしているのだ。私のような不幸な子どもがいなくなるようにな。だから、けっして私し利り私し欲よくのためにお金にこだわっているわけではないのだ。いいか、もう一度言うぞ。けっして私利私欲のために──。




　なぜそこまで必死になる。




ルード：……ジェイスさん。オレはあなたのことを誤ご解かいしていました！　ものすごい、いい人だったんですねっ!!

フィンニー：今、思いついただけですよ、きっと（一同笑）。

ジェイス：（ごまかすように）そ、そんなことはないぞぉ。

ＧＭ：「それはともかく、妹のことはルードには言ってないでしょうね？」

ジェイス：妹のことですか？　もちろん言ってません。堅く口止めされていましたから。

ＧＭ：「それならば問題ありません」

ジェイス：しかし、妹を捜さがしているルード君が不ふ憫びんで不憫で……。

フィンニー：そんなこと、かけらも思ってないくせに（笑）。

ジェイス：（甲かん高だかい声で）そ、そんなことないですよ（一同笑）。

ＧＭ：「まぁ、その気持ちは私も分かります。しかし、ルディアがどこにいるかは知られるわけにはいかないのです」

一同：えっ？

ルード：そ、それってどういうことですかっ!?

ジェイス：神官長？　それはいったい……。




　ソーンダイクの思わぬ言葉に、問いを投げ掛けるジェイス。

　だが、ソーンダイクはなにも答えようとはしなかった。







◆Opening 04◆あの時出会った少年




　ルードがルディアの夢を見ていた頃、またフィンニーも夢を見ていた。

　それは、幼おさない頃の記憶──。

　誇ほこりある王立騎士であった父の葬そう儀ぎの記憶──。




ＧＭ：では、フィンニーのオープニングです。

フィンニー：あ、ちょっと希望があるんですけどいいですか？

ＧＭ：なんでしょう？

フィンニー：フィンニーとルードのイベントをしようってことになったじゃないですか。

バニィ：プリプレイの時の話ですね。

フィンニー：それでちょっと考えたんですけど、フィンニーは小さい頃にルードと出会っていたってことにするのはどうですか？

ＧＭ：（なるほど、それも面おも白しろいかも）了りよう解かいです。どういうシーンにします？　なにか希望があれば演出しますよ。

フィンニー：そうですね……。それじゃあ、あたしのお父さんのお葬そう式しきで出会ったことにしてもいいですか？

ＧＭ：分かりました。……（しばらく考えて）では、今にも雨が落ちてきそうな曇どん天てんの下、元王立騎士ヴァルター・ディーレの葬儀がひっそりと行なわれています。参列者はごくわずか。喪も服ふくを着た妻つまらしき女じよ性せいとその娘むすめ、そのほか数人といったところです。その中に、伯父さんに連れられた幼いルードもいます。

フィンニー：何なん歳さいくらいかな？

ＧＭ：フィンニーが四、五歳で、ルードが一〇歳くらいかな。とゆーわけで、ルードも登場してください。

ルード：分かりました。じゃあ、オレは伯父さんの横でずっと黙だまっていると思います。まだ、誰だれが亡くなったのかよく分かってなくて。

ＧＭ：伯父さんからは、自分やセオドリクの古い友人だと聞いています。さて、やがて葬儀は終わり、参列者もひとり、またひとりと足早に去っていきます。伯父さんも「さっ、帰るぞ」とルードに声をかけたところで、墓ぼ碑ひの前で佇たたずんでいるフィンニーがいる、という感じでどうでしょう？

ジェイス：おぉ、ボーイミーツガールの定番だな。

フィンニー：（いかにも泣いている感じの声で）父さま、父さま……。

バニィ：悲しげな光景ですわ……。

ルード：じゃあ、近ちか寄よって声をかけよう。キミはまだ帰らないのかい？




　悲しみに泣なき濡ぬれていたフィンニーが、彼女に問い掛けてくる声に振り向く。そこにいたのは見知らぬ少年だった。




フィンニー：（悲しそうに）父さまと一緒に帰るの。

ルード：キミのお父さんは死んだんだ。一緒に帰ることはできないんだよ。

フィンニー：……死んだ？

バニィ：まだ四歳ぐらいだから、きっとくわしいことは分からないでしょうね。

フィンニー：父さまは騎士だから死んだの？

ルード：え？　いや、騎士だから死んだわけじゃないと思うよ。

フィンニー：じゃあ、なんでみんな父さまの悪口を言ってたの？　父さまが生きてた時は、あんなにたくさんの人がいたのに。……死んじゃったら誰もいなくなるなんて。（叫ぶように）騎士なんて嫌きらい！

ＧＭ：葬儀の出席者の中にフィンニーの父親のよくない噂うわさをしてた人がいたんですね。

バニィ：（参列者になって）「なんでも味方を見捨てて逃げ出したそうじゃないですか」

ジェイス：（同じく）「まったく、彼に似つかわしい死ですな」

フィンニー：騎士なんて、みんな死んじゃえばいいんだ……！

ルード：そんなこと言うんじゃない。キミのお父さんだって、立りつ派ぱな騎士だったと思うよ。

フィンニー：…………。

ルード：だから、そんなに泣いちゃだめだよ。

フィンニー：騎士なんて、立派なんかじゃない。すぐ死んじゃうし……。

ルード：そんなことない！　オレの父さんも立派な騎士だったんだぜ！

フィンニー：じゃあ、あなたのお父さんはどこ？

ルード：え？　えーっと……死んでる。

ジェイス：ダメじゃんっ！

ルード：まずい、この流れはまずい！（一同笑）

フィンニー：（満面の笑えみで）やっぱり騎士は死んじゃうんですよっ！

バニィ：ここは、ルードさんがフィンニーを説得するところですよ。

フィンニー：期待してます！（にこり）

ルード：説得？　あ、なるほど！　分かった！　オレが騎士になって、それですぐに死ぬわけじゃないことを証しよう明めいしてやるよ！

フィンニー：本当に？

ルード：ああ、本当だ！

フィンニー：じゃあ、約束！（小指を立てて出す）

ルード：ゆ、指切りはちょっと……（一同笑）。

バニィ：でも、これでルードさんは騎士を目指すようになったんですね。

ルード：いや、たぶんこの時はまだ子どもだから、そこまで考えてなかったんじゃないですか。で、この会話とかいろいろとあって、結局騎士になろうと思ったんですよ、きっと。

ジェイス：慰なぐさめの言葉だけのつもりだったが、今にして思えばってヤツだな。

ルード：そうそう、そういう感じです！

フィンニー：でも、あたしは騎士が大だい嫌きらいって思うようになる。

ルード：オレのせいかよっ！（笑）

ＧＭ：と、いうところでフィンニーは目が覚めます。てなわけで、気がつくと今回のオープニングフェイズは回想シーン三連発（笑）。

バニィ：いえいえ、四連発です。

ジェイス：お前もかよっ！（一同笑）

ＧＭ：と、とりあえず、バニィの件はあと回し、あと回し！　とゆーことで、ルードが妹の夢を見ている頃、フィンニーはルードの夢を見ていたということで！

フィンニー：分かりました。じゃあ、ふぅ～とため息をついてつぶやきます。




「そういえば、あの騎士になるって言っていた男の子。ルードさんに似にてたような気がする……。ちょっと訊きいてみようかな」







◆Opening 05◆三月ウサギマーチヘアの過去




　錬金術協会に籍せきを置いている以上、メル・ニコルの事件と無関係ではいられない。

　しかも、バニィは事件の当事者だ。

　事じ態たいの収しゆう拾しゆうやら雑ざつ用ようやらを頼たのまれ、日々追われていた。

　ようやく一日の仕事が終わり、錬金術協会内にある自分の研究室へ戻もどったバニィ。

　だが、そこには招まねかれざる客がやって来ていた。




ＧＭ：お待たせいたしました。最後はバニィのオープニングです。

バニィ：はいはーい。一三班ぱんからの伝言を持って、冬や眠ま鼠ねさんの登場ですね。

ＧＭ：です。とゆーわけで、自分の研究室へ戻ったバニィがガチャンと扉とびらを開けると、中に灰はい色いろのローブを身にまとった客がすでに入はいり込こんでいます。「よぉ～、遅おそかったな」

バニィ：あらあら、無礼ですわねえ。人の部屋に勝手に上あがり込こんで、お茶まで飲んでるだなんて。

ＧＭ：お茶を飲んでるの？

バニィ：ほら、ティーパーティーって感じで。

ルード：ああ、三月ウサギだからアリスっぽい感じだからか（笑）。

ＧＭ：まぁ、だから情じよう報ほう屋やの名前は冬眠鼠にしたんですけどね。「今日は情報屋としてではなく、伝言屋としてきた」

バニィ：伝言屋？　あらあら、ただ伝言をするためだけにきたのに、お茶を飲んでいるなんて、なんてずうずうしい人でしょう。

ジェイス：お前が言った演出だろ（笑）。

バニィ：ともかく、どのような伝言？

ＧＭ：「ジャニアリーからのメッセージだ。グランフェルデン王国に〝バラムの乱らん〟で使用された魔剣があるらしい。その剣を持ち帰ってこいとのことだ」

バニィ：バラムの乱で使われた魔剣？




バラムの乱

　聖暦九〇〇年、〝魔戦将〟バラムに率ひきいられた妖よう魔まが襲しゆう来らい。それまで争っていたヒューリンの国こつ家か群ぐんも、これに対たい抗こうするべく協力することになった。




ルード：なに？　魔剣を持ってこいだって？

ジェイス：確たしか、その魔剣ってルードやフォースタスが持っているやつだよな。

ＧＭ：そうです。紅炎剣プロミネンスと蒼月剣ルーナマーレの二振りの剣です。

ルード：でも、なんで魔剣を持ってこいなんて言ってきたんだ？

ＧＭ：バニィが昔いた神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくはエリンディル統とう一いつを目指しているんですよ。そのための戦力として、手に入れようとしているんでしょう。

ジェイス：おっ、ここにきてバニィが敵てきに回るのか？

ＧＭ：それはバニィさん次し第だいでしょう（笑）。「で、魔剣を持ち帰ったあかつきには、お前の封ふうじられてる能のう力りよくを解かい放ほうしてくれるってさ」

一同：能力？

ＧＭ：うん、能力。第一巻のＰＣ紹介の時にかわたなが言ってた（笑）。

バニィ：そう。能力を封じられているのです。そのことを思い出し、わたくしは首輪に手を触ふれます。

一同：首輪？

バニィ：実はわたくしには時を巻まき戻もどす力があるのですが、この首輪によってその能力は封じられているのです。

ジェイス：そうだったのか。初めて聞いたぞ（笑）。

ＧＭ：第一巻では、能力としか言ってなかったからなぁ。

バニィ：実は、かなり序じよ盤ばんから考えていた設せつ定ていだったのですが。

ジェイス：だったらもっと早く言え（笑）。

バニィ：いや、一三班のことが話題に上るタイミングを待っていたのですよ。しかし、わたくしはこう言います。能力の解放よりももっとお願いしたいことがあるのですが……。

ＧＭ：お願い？

バニィ：はい、お願いです。ということで、ここでちょっと、わたくしの設定を語るために過去を回想したいのですが？

ルード：バニィさんも回想シーン!?（笑）

バニィ：そう、あれはわたくしがとある任にん務むに就ついた時のこと……。

フィンニー：いきなり始まった!?（笑）

バニィ：わたくしは、新米のセプテンバーと一緒でした。ちょっとボーイッシュで前向きなところがあって……今にして思えばどことなくルードさんに似ていました。

ルード：ええっ!?

バニィ：というわけで、実はわたくしはルードさんをセプテンバーに重ね、妹のように思っているという設定が。これでまだヒロイン候補としてからんでいけますわ。

フィンニー：まだ諦あきらめてなかったんですか!?（一同笑）

ジェイス：でも、そんな雰囲気あったか？

バニィ：はい。温かく見守っていましたわ。

ルード：言われてみれば、優やさしい感じはあったかも（笑）。

バニィ：でしょう？

ジェイス：でしょう？　じゃねえよ！（一同笑）

バニィ：で、その任務中にセプテンバーは瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負ってしまい、今は生命維い持じ装置に繋つながれ──。

一同：生命維持装置っ!!（笑）

バニィ：かろうじて生き長らえている状じよう態たいなのです。そして、冬眠鼠はこう言うのです。「あぁ、お前の願いは分かっている。もし、お前が魔剣を持って帰ってくれば、皇こう帝ていはセプテンバーを助けるために全力を尽つくしてくれるとのことだ」

ＧＭ：……なんかＧＭがいらんような気が（笑）。

ルード：でも、バニィさんにそんな葛かつ藤とうがあったなんて。

バニィ：そうなのです。

ルード：なるほど。今回はＰＣの過去を振ふり返かえる話ですからね。




　いや、フィンニーとバニィにその予定はなかったから。




ＧＭ：まぁ、バニィの一三班の設定も拾えたし、よしとしましょう。とゆーところで、オープニングフェイズは終了。ここから先はミドルフェイズとなります。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆誤ご解かいされるのは日にち常じよう




　眠りから覚めたルードは、身み支じ度たくを整えると部屋をあとにした。

　ひさびさに見た、妹の夢ゆめ。

　最近の慌あわただしさで忘わすれていたのかもしれない。

　そして、それを思い出したことに、なにか予感めいたものを抱いだいていた。




ＧＭ：それでは、ここからミドルフェイズのシーンになりますが……。

一同：が？

ＧＭ：……どこから演えん出しゆつしましょう（笑）。

ジェイス：おいっ！（一同笑）

ＧＭ：だって、せっかく小こ暮ぐれさんのおかげでフィンニーとルードのいい話がオープニングでできたわけですから、それを活いかさない手はないじゃないですか。

フィンニー：ありがとうございます！

ＧＭ：じゃあ、フィンニーがルードに会いに行くと、ルードがほかの女性キャラと話しているイベントが発生するってのは？

ジェイス：なるほど。で、その様子を見たフィンニーが誤解するというわけだな。

ルード：で、フィンニーがツンツンするわけですね？（笑）

ＧＭ：そうそう、そんな感じです。

フィンニー：（超笑顔で）分かりました！　任せてくださいっ！

ルード：こ、小暮さん。なんでそんなにうれしそうにしてるんですかっ!?　なーんか、嫌な予感しかしないんですけど……。

フィンニー：そんなの気のせいですよぉ～（笑）。

ジェイス：でも、面白そうだな。

ルード：いや、確たしかに面白そうですが（笑）。

ＧＭ：じゃあ、やってみますか。えーっと、必要なキャラクターはレーナとレティシア王女と……。

バニィ：バニィもよろしくお願いします。

ＧＭ：はいはい（笑）。クラリッサはやらなくてもいいとして、全部で３シーンか。あっ、でもそれだとジェイスのシーンがないか。

ジェイス：それだったら、私わたしが合間合間に情じよう報ほう収しゆう集しゆうでもやろう。フォースタスの件けんとか、調べたいことがいくつかあるしな。

ＧＭ：了りよう解かい。ちょっと待ってくださいね。




　シナリオのプリントアウトをにらみながら、追加するシーンをひとつずつ確認していく。

　シーンプレイヤーがルード、ジェイスの順で交互になってしまうのが難点といえば難点か。




ＧＭ：シーンの構成上、バニィだけがなかなか登場できないんだけど構わない？　フィンニーは、ルードのシーンに必ず登場できるんだけど。

バニィ：わたくしは、別にかまいませんよ。どんなシーンにするかをじっくりと考えていますから（笑）。

ＧＭ：そ、それはそれでちょっと恐い気もするけど……。まぁ、バニィもＯＫしたということで、やってみましょう！

ルード：期待してますっ！（笑）

ＧＭ：では、最初はルードのシーンからとなります！　フィンニーは、好きなタイミングに登場してください。登場判定はいりません。

ルード＆フィンニー：はーい。

ＧＭ：さて、ルードはひさしぶりに妹の夢を見たわけですが……。

ルード：落おち込こんでます！　第三巻かんで親父おやじがフィンのお父さんとなんかあったことが分かって、さらに妹と別れる時の夢なんか見たもんですから、これはかなり落ち込みますよ。

ＧＭ：と、暗いオーラを漂ただよわせたルードが城の廊ろう下かをふらふらと歩いていると、うしろからレーナが声をかけてきます。「おはよう、ルード」

ルード：わっ！　レーナか。びっくりした。な、なんだい？

ＧＭ：「……大丈夫？　ルード、元気ない」

ルード：えっ？　あっ、さっきあんな夢を見たからか。

ＧＭ：「……なにかあった？」

ルード：いや……たいしたことじゃない。ちょっと夢見が悪かったんだ。

ＧＭ：「夢？　どんな夢？」

フィンニー：おっと、それは言えねーな！（笑）

ジェイス：なんでだ！　って言うか、フィンがなんで答えてるんだよ！

フィンニー：じゃあ、答えるの？

ルード：いや……、答えないけど（一同笑）。

ＧＭ：では、ルードがレーナの問いに答えずに黙だまっていると、ずずっとレーナが顔を近づけてきます。「……本当に大丈夫？　顔色、ものすごく悪い」

ルード：（慌あわてた様子で）あ、あぁ、大丈夫。本当に大丈夫だから！　レーナの顔を遠ざけるように、彼女の両肩をつかんで、ちょっと押します。

フィンニー：（とてもうれしそうに）じゃあ、そこでルードさんを捜さがしていたあたしが登場すると──。

バニィ：ルードさんがレーナさんに顔を近づけているように見えるわけですね（笑）。

ジェイス：しかも両肩をつかんで、引き寄せているように見えるな。

ルード：え？　オレ、さっき押すって言いましたよね？

ＧＭ：「……ダメ。ちゃんとよく顔を見せて」ルードが押そうとするのに抵抗して、さらに顔を近づけるレーナ。

バニィ：まぁ、まるでキスしているようですわ（笑）。

フィンニー：（ひとり言風に）ルードさん、どこにいるのかしら……（ルードに気づいた）え？　ル、ルードさんっ!?　朝から　なにしてるんですかぁ!!（一同笑）

ルード：（とぼけた感じで）あ、フィン。そんな大きな声出して、どうしたんだ？

フィンニー：（ふるふる震ふるえながら）……。

ルード：……ん？

フィンニー：（小さい声で）ルードさん……。

ルード：なに？

フィンニー：（大声で）こんな朝から、しかも廊下でなにしてるんですかっ！　ルードさん、最低ですっ!!　（平手打ちのポーズで）ばち──ん!!（笑）

ルード：いってぇぇ────っ!?　って、そういう展開かよっ！（一同笑）

ジェイス：これも、ルードの設定を深く掘り下げるためなのだよ（笑）。

フィンニー：（手を引ひっ張ぱるポーズ）ほら、レーナ、行こっ！

ルード：ちょちょちょちょっ！　ちょっと待てよ、フィン！

フィンニー：ルードさんと一緒にいるとスケベがうつっちゃいます！

ルード：どういう意味だよっ！　っていうか、スケベがうつるわけないだろっ!?（笑）

フィンニー：（無む視しして）レーナをムリヤリ連れ出します（笑）。

ルード：ちょっと待てよっ！　おい、フィン！　フィン!!

フィン：ふんっ！　スタ、スタ、スタ、スタ……（消えていく足音）。

ルード：……あ～あ、行っちまった（一同笑）。




　レーナの手を引いていくフィンニーを見送りながら、ルードは彼かの女じよに叩たたかれた頬ほおを撫なでてつぶやいた。




「……でも、フィンのやつ、なに怒おこってるんだ？」







◆Middle 02◆フォースタスの経けい歴れき




　ルードとフィンニーがすったもんだしていたその頃ころ。

　ジェイスは王おう城じようの書庫に足を運んでいた。

　メル・ニコル──いや、魔族ボーティスが漏もらした言葉の真しん偽ぎを確たしかめるために。




ＧＭ：それでは次のシーンはジェイス。で、なにを調べますか？

ジェイス：前回、メル・ニコルはフォースタスの本名をぽろりと言ってたからな。それをちょっと調べたい。

バニィ：そういえば、そんなことを言ってましたね。

フィンニー：えーっと、名前は──（前回のレコードシートを見ながら）マンフレッド！

ＧＭ：そうです。

ジェイス：確か、メル・ニコルはマンフレッドが元王立騎き士しだと言ってたな。王城の書庫とかに記録とか残ってるかも……。とりあえず行ってみるか。

ＧＭ：了解。書庫の使用に関しては、レティシア王女の許きよ可かを得ていることにしましょう。調ちよう査さの時に活用してくださいね、ということで。

ジェイス：それはありがたい。では、書庫へ行って、フォースタスのことを調べるとしよう。

ＧＭ：分かりました。では、難なん易い度どは10の【知力】判はん定ていか【感知】判定をどうぞ。

ジェイス：いかんな。どっちも低いぞ（笑）。

ルード：いくつなんですか？

ジェイス：【感知】は４、【知力】は３。

ルード：低っ（笑）。

ジェイス：基き本ほん的てきに調査は苦手なんだよなぁ。

フィンニー：じゃあ、なんで情報収集やるとか言ったんですか!?（笑）

ジェイス：なんとなく。いやぁ、情報収集系けいの能のう力りよく値ちが低かったこと忘れてたわ（笑）。

ＧＭ：まぁ、やると言ったからには仕方ない。とゆーことで、判定をどうぞ！

ジェイス：たぶん、ここに奴やつの秘ひ密みつが書いて……（ダイスを振ふる）おや、失敗？

一同：失敗っ!?

ジェイス：いや、ダイス目は６だから……達成値は10だ！　成功、成功（笑）。

フィンニー：書いてないと思ったけど、書いてあったんですね（笑）。

ジェイス：そうそう。おお、次のページじゃないか（一同笑）。

ＧＭ：では、紳しん士し録ろくかなにかにマンフレッドという名を見つけることができます。その記述によると──。




　二五年ほど前のこと。グランフェルデン王国は北部平原に住む妖よう魔まから定期的に襲しゆう撃げきを受けていた。

　そして、いつもと同じように妖魔が襲撃を仕し掛かけてきた時、そのうちの一隊が北部辺へん境きようにあるマンフレッドの領りよう地ちへと攻せめてきた。

　しかし、王立騎き士し団だんを指し揮きしていた警けい護ご騎士はこの妖魔の部隊を囮おとりと判はん断だんし、騎士団の本隊を動かさなかった。警護騎士の読みは見事に的中し、この戦いでグランフェルデン王国は大勝利を収おさめる。




ジェイス：なるほど。だが、そうするとマンフレッドの領地は──。

ＧＭ：ええ。その時の領りよう主しゆであったマンフレッドの父──つまり、フォースタスの父親は領りよう民みんを守るためにわずかな配下と共に最前線で戦い、亡なくなっています。さらに母親もあとを追うようにみずから命を絶たってしまいました。

ジェイス：つまり、フォースタスにしてみれば、その警護騎士の作戦によって両親が見殺しにされたと同じってわけか。

ルード：なるほどなぁ。ん？　その警護騎士って、もしかして……。

ＧＭ：残念ながら、警護騎士の名前は載のってません。その後、マンフレッドは王立騎士となり、とある極ごく秘ひ任にん務むに従じゆう事じ、死し亡ぼうしたと記録されています。

ジェイス：極秘任務？　どんな任務？

ＧＭ：極秘です（笑）。

ジェイス：そりゃそうか。極秘じゃ仕方ないな。なんかほかに書いてない？

ＧＭ：極秘なんで内ない容ように関しては記録はありませんけど、任務に従事していた指し揮き官かんはヴァルター・ディーレとの記き述じゆつはありますね。

ルード：ヴァルター・ディーレ？

ジェイス：ヴァルター・ディーレか……。ディーレとは珍めずらしい姓せいだな。ディーレ、ディーレ、ディーレ……。ん？　フィンニー君の名字と一緒じゃないか！

一同：気づくの遅おそいわっ！（笑）

フィンニー：それってつまり、ルードさんのお父さんとあたしのお父さまが就いていた任務ってこと？

ジェイス：なるほど。人の運命というものは、こうも繋つながっているものなのだな。つまり、フォースタスはルード君の父上を殺し、蒼月剣ルーナマーレを奪うばったということか？

ＧＭ：そこまでは記録にないですけどね。

ジェイス：とはいっても、状じよう況きよう的てきにはそれしか考えられない。単たん純じゆんに考えれば、恨うらみとか復ふく讐しゆうとかそんなところか。まぁ、魔剣とフォースタスのことは分かった。ついでに、ルード君の妹の件も調べたいのだが……。

ＧＭ：残念ですが、そちらについてはどこにも記録はありません。

ジェイス：やはりな。これはソーンダイク神官長に直ちよく接せつ訊くしかないか……。なんか、今日の私はがんばり屋だぞ。

ルード：その分、こっちはギャグ担当ということで（笑）。

ジェイス：うむ、スケベは任まかせた。

ルード：それじゃあ、オレがスケベみたいじゃないですか！（一同笑）

ジェイス：おや、違ちがうのか。

ルード：たまたまそう思われてるだけですから！

フィンニー：でも、そういうイベント好きなんでしょ？

ルード：まぁ、わりと（一同笑）。

ジェイス：情報収集は私がしておくから、思う存ぞん分ぶんスケベをしたまえ。

ルード：そういう言われ方されると、とても微び妙みような気分なんですけど。

ＧＭ：さて、この辺りでシーンを変えましょう。次は誰だれにしましょうか？

フィンニー：ネタ的には王女さまかバニィさん？

ジェイス：バニィはオチとしてあとに取っておきたいところだな（笑）。

ＧＭ：じゃあ、次はレティシア王女とルードのシーンにしましょうか。







◆Middle 03◆幸運は続く？




　フィンニーに思いっきり叩かれた頬をさすりながら、ルードは王城の中庭を歩いていた。

　と、どこからか風を斬きる音が聞こえてくる。

　それはルードが聞きき慣なれた──刃は筋すじの立った剣が鳴らす音だった。




ＧＭ：さて、ルードが思わぬフィンニーの態たい度どに首をひねりながら歩いているうちに、ふと気がつくと中庭に来てしまっています。

ルード：（頬をさすりながら）痛いたいなぁ……あれ？　どこだここは？（一同笑）

ＧＭ：そこは白いテーブルとイスの置かれた四阿ガゼボを中心とした広場で、周囲には手入れの行いき届とどいた草木が植えられています。その広場で、軽装姿のレティシア王女がひとり剣の素振りを行なっています。

ルード：王女さま、精せいが出ますね！

フィンニー：王女さまに対して、なんて言い方！（笑）

ルード：あ、そうか。えーっと、こういう時、なんて言えばいいんだ？

ＧＭ：「気を遣つかう必要はないぞ」ルードの態度に、レティシア王女は苦笑いを浮うかべて言います。が、ルードの浮かない様子に──「ん？　どうした？　顔色が悪いようだが……」

ルード：いえ、大丈夫です。それより、いつもここで剣の鍛錬をしてるんですか？

ＧＭ：「あぁ、ここは人目を気にしなくてすむからな。騎士団の訓練所で鍛錬をしてもよいのだが、侍じ従じゆうがうるさくてな」タオルで汗あせを拭ふきながら、レティシアは答えます。

ルード：そうですか。王女さまも大変なんですね。

ＧＭ：「まったくだ。騎士の大半は手合わせを嫌いやがるしな。もっとも、その気持ちも分からんではないが……。私に怪我でもさせたら首が飛ぶなどとでも思っているのだろう」レティシアは冗談めかしたように言います。

ルード：おっ！　この流れはもしかしたら……。

ＧＭ：「そうだ！　もしよければ、手合わせを願えないか？」

ルード：やっぱり、そう来た！

ＧＭ：「どうだ？　さっきも言ったが気を遣う必要はないぞ」

ルード：そう言われたら引き下がるわけにはいかないっすね（笑）。オレでよければ喜んでお相手します！

ＧＭ：「ふっ、そうこなくてはな」うれしそうに、王女はうなずきます。

フィンニー：（すかさず）登場のタイミングは!?

ＧＭ：好きなタイミングで登場していただいて結けつ構こうです（笑）。

ジェイス：王女って、キャラクターレベルはどのくらいなんだろう？

ＧＭ：エキストラなんでレベルは設せつ定ていしていませんが、騎士団の副ふく団だん長ちようですからそれなりに高いとは思いますよ。

ルード：なるほど。じゃあ、自分が強くなってきたことを感じているので、ちょっと増ぞう長ちようしたセリフを言おう。では、胸むねを貸かしてあげますよ（笑）。

ＧＭ：「それでは、胸を借りるとしようか」レティシア王女はルードのセリフに対して笑えみを浮かべて、刃を落とした両手剣を渡わたしてくれます。王女もやはり刃を落とした長ちよう剣けんを手に取ると、すっと構かまえます。

ルード：なんか、笑顔が恐こわいんですけど（笑）。

ジェイス：刃を落としてあるといっても、これが直ちよく撃げきしたら怪け我がじゃすまないよね？

ルード：……見切れるかな？（笑）

ＧＭ：「さあ、構かまえろ！　ルード!!」

ルード：は、はいっ！　こんなチャンスはそうそうないからな！　目を輝かがやかせながら剣を構えます！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ルード：……あのー、これって判定します？

一同：おいっ！（笑）

フィンニー：荻さん、せっかくかっこいいこと言ったのにぃ～。

ルード：いや、まともに戦ったら死ぬかなと（笑）。

ＧＭ：（笑）。いえ、ここはすべて演出でやります。ですから判定はありません。その場のノリで好きに演出してくださいませ（笑）。

ルード：あ、それでいいんだ。分かりました。とりあえず、その場のノリに任まかせます（笑）。

ＧＭ：「どうやら元気が出てきたようだな。では、行くぞ！」ルードが構えるのを見てから、レティシア王女が真っ向から斬きり掛かかってきます！　みるからに隙すきのある攻こう撃げきですが（笑）。

ルード：ならばその攻撃を剣で受け流して、その隙をつくように斬り掛かります！

ジェイス：ダメだな。そんな見え見えの隙、罠わなに決まっているだろう。

ルード：そこが青二才っぽくていいんじゃないですか！（笑）

ＧＭ：じゃあ、王女はその攻撃を受けることなく、軽く身をかわすだけで回避することにしましょう（笑）。王女は稽けい古こということもあって、どちらかといえば受けに回って、ルードの攻撃を引き出している感じですね。

ルード：うぉー、手を抜ぬかれている！　ならば攻撃をし続けるのみ！




　ルードの剣は冴さえを見せるが、実力は正式に訓練を受けているレティシア王女の方が上。

　しかし、冒ぼう険けんで鍛きたえた腕うでも伊達だてではない。

　いくつか繰くり出だす攻撃は、だんだん鋭するどいものになっていき──。




ジェイス：こういう時は、指南役が余よ裕ゆうを持ってるんだが、相手が予想以上に鋭い攻撃を入れてきたので、慌あわててつい本気で攻撃してしまうというパターンだな。

フィンニー：そこからどうラッキースケベに持っていくかですよ。

バニィ：バナナの皮が落ちているとか？（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：なんでだよ!?

ルード：確かに、それはラッキースケベっぽいけど（笑）。

ジェイス：じゃあ、私が書庫で調べ物をしている時に、バナナを見つけたことにしよう。おや、こんなところにバナナが……。

一同：なんで書庫にバナナがあるんだよっ！（笑）

ジェイス：しらん。しかし、これはうまそうだ。むしゃむしゃむしゃ……そして、バナナの皮を窓まどからぽいっ！

一同：捨すてた───っ！（爆笑）

ジェイス：そして、その皮が王女さまの足元に落ちる。

ＧＭ：そして、そのバナナの皮をレティシアが踏ふんでしまう！　「な、なにっ！」

ジェイス：うむ、偶ぐう然ぜんとは恐いものだな（一同笑）。




　ジェイスがやったんだ。




ＧＭ：バナナの皮で足を滑すべらせたレティシア王女はルードの剣を受けきれずに、そのままうしろに倒たおれてしまい──。

ルード：オレも勢いきおいを殺しきれなくて、そのままどさーっと王女さまに覆おおい被かぶさるように倒れ込こむ（一同笑）。

ＧＭ：どさっ！

ルード：王女さまっ！　だ、大丈夫ですかっ!!

ＧＭ：「ふっ、まさに胸を貸かす、だな」

ルード：す、すみません……。

ジェイス：なかなか冷静な王女さまだ（笑）。

ＧＭ：「……それで、いつまで乗っているつもりだ、ルード？」

ルード：えっ！　あ、ちょ、す、すみませんっ！

フィンニー：（すかさず）ここであたしが登場しますよ！（一同笑）

一同：来た──────っ!!

ルード：ええ───っ!?　王女さまを呼よびに来たの？

フィンニー：ううん。レーナと話して誤解が解とけたんです。だから、ルードに謝あやまるつもりで、ここにやって来ました！（申しわけなさそうに）ルードさーん！　さっきはごめ……。

ルード：ええと、今のオレは？

ＧＭ：王女の上に乗っかってますね。

バニィ：しかも、激はげしい運動をしていたから、頬も赤く、息も荒あらいですわね。

ルード：よ、余よ計けいなことを言わないでくれ────っ！（一同笑）

ジェイス：で、フィンニーが近づいてきたところで、王女が「まさに胸を貸す、だな？」とか言っていると（一同爆笑）。

フィンニー：む、む、む、胸って……!!　なにをやってるんですかーっ!!　王女さまからルードさんを引ひき剥はがします！（笑）

ルード：またかよっ！　というわけで、フィンニーにぶわ──っと吹ふっ飛とばされて、植うえ込こみに頭から突つっ込みます！（笑）

一同：自分から飛んだっ!?

フィンニー：まったくもう、汚けがらわしいですっ！　王女さま、行きましょう！

ＧＭ：「え？　いや、でもルードが……」

フィンニー：ダメです！　こんなところにいたら、スケベがうつります！

ルード：だから、うつらないって（一同笑）。

ＧＭ：「ルード、だ、大丈夫か？」と心配しながらも、フィンニーに連れて行かれるレティシア王女であった。

ルード：ちゃんちゃん（一同笑）。







◆Middle 04◆それは秘密です




　ルードの妹のことを知りながらも、ジェイスはそのことを隠かくしていた。

　むろん、ソーンダイクに口止めされていたからだが、知っていながらそのことを話せないのは、心苦しいものがある。

　なんとかならないか、と思案していたジェイスの足先は、自然と神官長の部屋へと向かっていた。




ＧＭ：では、再ふたたびジェイスのシーン。

ジェイス：次は神しん殿でんでルード君の妹について訊きくとするか。

ＧＭ：分かりました。では、ジェイスは再び神殿にあるソーンダイクの執しつ務む室しつへとやって来ました。「なにかご用ですか？　ジェイス」

ジェイス：ソーンダイク神官長。先ほどの話の続きなのですが……。ルード君の妹、ルディアについて教えてはいただけないでしょうか？

ＧＭ：「だから、彼女のことは教えられないと言ったではないですか」

ジェイス：そこまで頑かたくなに教えていただけないのはなぜですか？　そう言って、神官長に詰つめ寄よろう。ずずっ！

ＧＭ：しかし、ソーンダイクも負けない（笑）。「ルディアが今どこにいるかは、彼女の身の安全を守るためにも、教えることはできないのです」

ジェイス：つまり、なにか隠かくさなくてはいけない理由があるのですな？　たとえば──そう、蒼月剣ルーナマーレや紅炎剣プロミネンスに関係すること、とか。

ＧＭ：「……やはり、あなたには隠せませんね。そのとおりです」

ジェイス：……えっ!?　（咳せき払ばらいをしてから）この程てい度ど、当然のことですよ（笑）。

ルード：絶ぜつ対たいウソだ！

ジェイス：（裏うら返がえった声で）そ、そんなことないですよ！（一同笑）

ＧＭ：「あなた方のおかげで、グランフェルデンに巣くっていた魔族を倒すことができました。しかし、蒼月剣ルーナマーレは依然としてフォースタスの手にあり、いつなにが起こってもおかしくありません。紅炎剣プロミネンスはルードが持っているとはいえ、安心できる状況ではないのは、あなたも分かるでしょう」

ジェイス：た、確かに……。

ＧＭ：「そのために極力リスクを減らしたいのです。ルディアの居場所が秘密であるのは、そういう理由もあるのです。分かってください」

ジェイス：神官長、すでに我々はあの魔剣と深く関わりを持ってしまっています。そうであればこそ、我々は彼女のことを知っておくべきではないでしょうか？」

ルード：な、なんか今日のジェイスさんは真面目だ（笑）。

ジェイス：なにをおっしゃる。私はいつも真面目だぞ。

一同：ウソつけっ！（笑）




　総ツッコミである。




ＧＭ：ソーンダイクは、ジェイスの顔をしばらくじっと見つめます。そして、今回ばかりは引かない様子のジェイスに、ソーンダイクはため息をつき、あきらめたように口を開きます。「分かりました。保安上、ルディアの居場所は教えることはできませんが、彼女の秘密についてはお話しいたしましょう」

ジェイス：ありがとうございます。

ＧＭ：「蒼月剣ルーナマーレはもともと魔族の剣。そのため、ヴェルフェ家の人間の中にはその影えい響きようを受けやすい者がまれに生まれます。幸いなことにルードは魔剣に対する耐たい性せいを持っていましたが、彼の妹ルディアはそうではなかったのです」

ジェイス：なるほど。それが理由ですか……。では、もしルディアが魔剣の影響を受けた場合どうなるのですか？

ＧＭ：「よくても身体からだや精せい神しんが衰すい弱じやくしてしまいます。最悪の場合──」

ジェイス：最悪の場合？

ＧＭ：「蒼月剣ルーナマーレに封ふうじられている、かの剣の本来の所有者──魔族カスピエルに身体を奪うばわれる可か能のう性せいがあります」

ルード：な、なんだって─────っ!?

バニィ：もしかして、オープニングに出てきた少女ってルディアさん？

ルード：えぇ──────っ!?　もう捕つかまってるってこと？

ジェイス：一いち応おう、訊きいておこうか（笑）。では、別の質しつ問もんですが──ルディアがすでにさらわれているから会わせることができない、なんてことはありませんよね？

ＧＭ：「大丈夫、そんなことはありません。今もご無事であられます」

ジェイス：……なるほど、ご無事ですか。まぁ、今はそれだけでよしとしましょう。

フィンニー：でも、信用して大丈夫なんですか？

ジェイス：神官長を信用しないと、私の軸じくがぶれる（笑）。しかし、あの魔剣にカスピエルが封じ込められていたとは……。

ＧＭ：「カスピエルだけではありません。代々、ヴェルフェ家の騎士が封じてきた魔族、妖魔、魔ま獣じゆうたちがあの剣には閉とじ込められているのです」

一同：ちょ、ちょっと待て─────っ!!

ジェイス：そんな剣を放置しておいたんですかっ!?

ＧＭ：ジェイスの問いにソーンダイクは首を横に振ふります。「放置していたなんてとんでもない。騎士、神官、冒ぼう険けん者しやを動員して探たん索さくしていました。しかし、蒼月剣ルーナマーレの情報はまったく手に入らなかったのです」

バニィ：まぁ、見つからなかったんじゃ仕方ないですわね（笑）。

ジェイス：シナリオの都合という奴だな。しかし、ルードの妹も不ふ憫びんな娘だ。（ソーンダイクに向かって）血を分けた実の兄に会わせてやることはできないでしょうか。彼は、立りつ派ぱな青年です……たぶん。

ルード：ひと言余計だよ！（一同笑）

ＧＭ：「この事じ件けんが解かい決けつすれば、会うことはできるでしょう」

ジェイス：そうですか。ならば、事件解決のために尽じん力りよくし、彼らの父から受けた恩おんに報むくいることとしましょう。

フィンニー：ようやくジェイスさんが、お金以外に目的を見つけましたよ（一同笑）。

ジェイス：そんなわけで、私はルード君に会いに行くとしましょうか……ということで、様子をまた見に行きます（一同笑）。

ＧＭ：はい（笑）。というわけで、シーンを変えましょう。







◆Middle 05◆おかしなお茶会




　いろいろと不幸が重なったルード。

　だが、彼が真に不幸だったのは、その不幸の原因に気がつかないことかもしれない。だから、いまだになぜフィンニーが怒っているのか、ルードは分からずにいた。

　そんな悩なやめるルードがテラスを通りかかると、バニィが優ゆう雅がにお茶を楽しんでいた。

　しかし、どこかおかしな雰ふん囲い気きであった。




ＧＭ：では、次はバニィさんのシーンです！

バニィ：はい。さて、どういうシーンにしましょうか？

フィンニー：お茶会してればいいんじゃないですか？（笑）

バニィ：それは素す敵てきですわね。そういたしましょう！

ＧＭ：では、そこにルードがやってくる、と。

ルード：フィン、なんで怒ってるんだろうなぁ……。

一同：まだ、分かってないし（笑）。

バニィ：では、わたくしは優雅にお茶を飲んでいますわ。

ルード：バニィさんらしい（笑）。バニィさん！　お茶のお時間ですか？

バニィ：あ、ルードさん。よろしかったら、一服いかがですか？

ルード：え？　一服？

バニィ：はい。そう言って、茶ちや筅せんでしゃかしゃかしゃかと（かき混まぜる仕草）。

ジェイス：そっちかよっ!?（一同笑）

ルード：バ、バニィさん……なんでお茶点たててるんだよ!?　紅こう茶ちやだと思ったのに！

バニィ：ふふっ♪（笑）

ＧＭ：ええと、どこからか鹿しし威おどしが「かこーん」と鳴ります（笑）。

ルード：え────っ！　なぜか、ここだけ東洋の雰囲気だよ!?

バニィ：これはあの子が好きだった、東方のお茶ですわ。

ジェイス：あの子？　誰？

フィンニー：セプテンバーのことじゃないですか（笑）。




　よかったな。覚えている人がいて。




バニィ：いかがですか？

ルード：あ、えーっと……いただきます。

バニィ：では、まずは茶器を作るところから始めましょう！

ＧＭ：どこで焼くんだよ!!（一同爆笑）

バニィ：向こうに焼き窯がまがあるんですよ！　さすがは王城ですわ！

ＧＭ：あ、あるんだ。

バニィ：あるんですよ。

ＧＭ：あるんじゃあ仕方ないですね（笑）。

バニィ：ルードさん。東方では、お茶を飲むためにまず自分の器うつわを焼くところから始めるそうですよ？

ルード：マジで!?　すごいなー。

ジェイス：なんだ、その間ま違ちがった東方の知ち識しきは（笑）。

バニィ：では、ろくろに土を盛もりまして。さあ、ルードさん。わたくしが教えて差し上げますわ。ろくろを回すルードさんのうしろから、手取り足取り教えます（一同笑）。

ジェイス：意味が分からん……。

ルード：じゃあ、さっそくやってみます。き、緊きん張ちようするなぁ。

バニィ：あっ、駄だ目めです！　もっと優やさしい手つきで（一同笑）。

ルード：こうですか？　こういう手つきで触さわればいいんですか？




　これは、あくまでも陶とう芸げいのシーンである。




バニィ：そう、もっと……時には大だい胆たんに！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ルード：そんな！　お、オレにはまだ、それは早いです！（笑）

バニィ：うふふ、若わかいんですから、すぐにできますわ。

ルード：えっ、そんな……オレ、まだ初めてだから……どうしたらいいんですか？

バニィ：ほほほ。まだ若いのですから、落ち着いて。ね♪




　繰くり返かえすが、これは陶芸のシーンで……（以い下かり略やく）。




ジェイス：『セカンドウィンド』はいったいどこに向かっていくのだろうか（笑）。

ＧＭ：私が知りたいわ！（一同笑）

フィンニー：じゃ、そろそろ割わり込こみます！　ルードさ───（硬こう直ちよくしている）。

ＧＭ：フィンニーがやってくると、そこにはバニィさんにうしろから覆おおい被かぶさられているかのような、ルードの姿が（笑）。

ルード：あっ、フィン！　これ、思ったより大変だよ。はぁはぁ。

一同：息が荒い!?（一同笑）

フィンニー：バニィさんにまで……なんてことしてるんですかーっ!!（笑）

バニィ：ルードさんがどうしても、「教えて欲しい」と言うものですから……ぽっ。

ルード：そうなんだ。今いろんなことを教わってたんだよ。

フィンニー：なっ、ななな、なにをですかぁ!?

バニィ：なにをって……そんなこと、恥はずかしくて言えませんわ。

一同：言えよっ！（笑）

フィンニー：もう、ルードさんから離はなれてくださいっ！　バニィさんの耳を持ちます！

バニィ：いやーん（笑）。




　ウサギは耳をつかんで運んではいけません。




バニィ：あっ、そこは駄目です、弱いんですー！（笑）

フィンニー：なに言ってるんですかっ！　ルードさんに変なこと教えないでください！

バニィ：あ[image: ][image: ][image: ]れ[image: ][image: ][image: ][image: ]（一同笑）。

ルード：バニィさんが連れて行かれてしまった（笑）。

バニィ：……でも、なんのシーンだったのか、よく分かりませんわね。

ジェイス：（うんうんとうなずきながら）いや、これもルードの設定を掘り下げるために必要なんだよ。

ルード：他人事のように言わないでください（一同笑）。







◆Middle 06◆怪しい関係




　悩めるルードが向かったのは、ジェイスのところだった。

　こういうことを相談できるのは、同じ男だん性せいであるジェイス。そう、ルードは考えたのだ。

　しかし、それはそれで怪あやしくなるわけで……。




ＧＭ：次はジェイスのシーンですね。

ジェイス：おお、ではルード君にさっそく報ほう告こくだ。

ルード：オレはオレで、最近、フィンのことがよく分かんないって、ジェイスさんに相談しに行くつもりです（笑）。

ジェイス：じゃあ、私は資し料りようを持ったまま、早足で歩いていよう。これだけは、早くルード君に伝えなければ……。

ルード：じゃあ、オレはフィンが彼女の父親とオレの親父との関係をやっぱり気にしてるのかなと、そのことを考えながら廊下を歩いています。

フィンニー：なら、廊下でがっつんですよ！（笑）

ルード：それだっ！　さぁ、ジェイスさんもイベントに参加しましょう！

ジェイス：え？　ちょ、ちょっと待て！

ルード：ジェイスさんなら、きっと相談に乗ってくれるはず──どんっ！

一同：ぶつかった！（笑）

バニィ：で、どっちが上で、どっちが下ですか？




　気にするのは、そこか。




バニィ：というわけで、次はジェイスさんの番ですわ（笑）。

ジェイス：わ、分かったよ。やればいいんだろ、やれば（笑）。ん？　ルード君！

ルード：え？　ジェイスさん!?

ジェイス：（大げさな口調で）おぉ、いいところで会った。キミに話したいことがあるんだ。

ルード：話ですか？

ジェイス：そうだ。キミに前々から伝えなければいけない、と思っていた言葉があるんだよ。

ルード：え、いや、それ以上、オレ聞きたくないです（笑）。

ジェイス：そんなこと言うなよ（一同笑）。

ルード：怖こわくて聞けないよ！

ジェイス：キミにとっても大事な話だ。キミの将しよう来らいを左右するほどのな。

ルード：オレの将来を……？

ジェイス：私の部屋に来たまえ（一同笑）。

ルード：ちょお!?　ど、どうしよう！（笑）

ジェイス：私の部屋に、来たまえ！

ルード：は……はい、分かりました。




　素直なルードであった。




ジェイス：私はルード君を部屋に招まねき入いれ、ドアの鍵をかちゃっと閉しめる（一同笑）。

ルード：どきっ!?

ジェイス：誰にも知られてはいけない大事な話だからね？（笑）

ルード：な、なんですか？　話って……。

ジェイス：うむ。くるりとそっちを向いて、こつ、こつ、こつ──。

ルード：ジェイスさんが、だんだん近づいてくる!?（笑）

ジェイス：しかし、すばらしい大人に育ったものだ。私もうれしく思うぞ？

ルード：え、えっと、ジェイスさん、フィンの様子が……（笑）。

ジェイス：フィンニー君のことか？　そうか、これも運命というやつだな。彼女とキミが出会い、そしてこの私と出会った──。

ルード：ど、どうしよう。逃にげた方がいいのかな？　でも、新しい世界を教えてくれるのかもしれないし……（一同笑）。

ジェイス：私はもちろん、キミの妹の話がしたくてしゃべってるんだけどな！

ＧＭ：ルードは完全に誤解してますけどね（笑）。

ジェイス：ではまず、ぱしっと手をつかむ！

ルード：えっ!?　い、いや……ちょっ!?

ジェイス：キミに、伝えたいことがあるのだ！

ルード：と、とりあえず、手、手は離はなしませんか？

ジェイス：そこで私はぶわっと涙なみだを流し──。

ルード：えーっ!?　ジェイスさん、何で泣いてるんですかっ!?（一同爆笑）

ジェイス：あのことは、すべて私に任まかせたまえ！

ルード：すべてを任せるってどういうこと!?（一同爆笑）

ジェイス：私としては、キミの父上への恩おんを返そうと、しているだけなのだが（一同笑）。

ＧＭ：怪しすぎる……（笑）。

ジェイス：そう、今こそキミに、語らなければならないんだ、と耳元でささやく。そして、そんな数すう奇きな運命を辿たどってきたルード君を見ているうち、感極きわまった私は思わず抱だきしめてしまうのだ。

一同：ああっ[image: ][image: ][image: ]!?（爆笑）

ジェイス：（涙なみだ声ごえで）おおっ、ルード、ルード、ルードぉぉ───っ!!

ルード：ああっ、オレ、終わった……!!（一同爆笑）

バニィ：ルードさんが、すっかりあきらめの境きよう地ちに（笑）。

フィンニー：じゃあ、あたしはそこで登場します。ジェイスさんに、ルードの態度について相談しようとやって来ます。ぷりぷり怒おこりながら（笑）。

ＧＭ：はい、どうぞ。

フィンニー：勢いきおいよく扉とびらを開けちゃいます！

ジェイス：おや？　鍵かぎをかけたはずだが、きっと建てつけが悪いので、ぷりぷり怒っているフィンニーの勢いには無力だったのだろう（一同笑）。

フィンニー：ばーん！　もうっ、ジェイスさん！　聞いてくださいよっ───!!

ＧＭ：と、そこには抱き合っているふたりが（笑）。

ルード：あっ、フィン───。




　フィンニーが勢いよく扉を開けると、抱き合っているジェイスとルードの姿が。

　三人は三秒ほど無言で見つめ合い、それからなにが起きているかを考え出すのであった。




フィンニー：な……なにしてるんですか……？（わなわな）

一同：……。

ジェイス：（冷静になって）で、これはどこでオチをつけるんだ？

ＧＭ：そんなの自分でオチつけてくださいよ！（一同爆笑）

ジェイス：そうだ！　フィンニー君、キミにも話があるのだ。

フィンニー：（低い声で）……分かりました。言いわけならあとで聞きます（笑）。

ジェイス：……へ？　言いわけ？

フィンニー：で、魔ま法ほうを唱え始めます。覚かく悟ごはいいですね？

ルード：フィン！　ちょ、ちょっと待てっ!!

フィンニー：待ちません！　いきますっ!!




「《アースバレット》ぉ──────っ!!」

[image: ]




　慌てふためくふたりの制止の甲斐なく、フィンニーの叫び声が部屋中に響き渡ったるのであった。







◆Middle 07◆想おもい出ぼろぼろ




　窓まどは吹ふき飛とび、まっ白な壁かべにはいくつもの穴あなが空いた部屋で、ジェイスはため息をついていた。彼かれの目の前には、苦笑いしているフィンニーと放心状態のルード。

　ジェイスはもう一度、大きなため息をついた。




ＧＭ：では、一いつ旦たんここでシーンを変えると──。

フィンニー：誤ご解かいが解とけたあたしたちが、和やかに笑いあっています。

ルード：あっ、誤解解けたんだ（笑）。

フィンニー：なーんだ、そういうことだったんですか（一同笑）。

ジェイス：うむ。身体中痣あざだらけだがな。

フィンニー：あ、あははははは（苦笑）。

ＧＭ：とゆー状じよう況きようです。ですので、登場しているのはさっきの続きということで、ルード、フィンニー、ジェイスです。場所はそのまま、ジェイスの部屋です。

ジェイス：……まったく。なんてことをしてくれたんだ。

フィンニー：大だい丈じよう夫ぶですよ。だって、ジェイスさんの部屋しかやってませんもの。

ジェイス：どう大丈夫なんだよ！（一同爆ばく笑しよう）

フィンニー：そんなことよりも、ルードさんに話があったんじゃないですか？

ジェイス：おっと、そうだ、そうだ。キミが捜さがしている妹──ルディアのことだ。

ルード：え？　なんでジェイスさんが妹の名前を知ってるんですかっ!?

ジェイス：それはな……ということで、かくかくしかじかと、ソーンダイクから聞いた話や、自分で調べたことを伝えよう。ルディアが蒼月剣ルーナマーレの影響を受けやすいこと、それが理由でかくまわれていること、それから、フォースタスについて分かったことだな。

ルード：そうだったんですか（笑）。でも、なぜ今まで教えてくれなかったんですか？

ジェイス：（大げさに）それはソーンダイク神官長から口止めされていたからだ。けっして、今日のセッションで知ったからじゃないぞ（笑）。

ルード：いや、そのひと言余よ計けいですから（笑）。

ジェイス：それはともかく、私はキミの父上には大変な恩おんを受けていた。だから、成長したその姿すがたに感極まってしまっただけで、それ以上の意味はない。

ルード：そ、そっか。よかったぁ（笑）。

フィンニー：でも、誤解されるようなことをするルードさんが悪いんですよね！

ジェイス：そのとおりだ！

ルード：え!?　オレ!?（笑）

バニィ：そうですわ、ルードさん。……と言いつつ登場。

ＧＭ：はい、どうぞ（笑）。

ルード：あっ、バニィさん。

バニィ：あんなに強ごう引いんに茶器の作り方を教わろうとしなくても……。

ルード：あれっ、おかしくねぇ!?　オレ完全に巻まき込こまれたんだよね!?（一同笑）

フィンニー：そう！　そうですよ、ルードさん！

ジェイス：それに王女さまから「まさに胸むねを貸かす」とか言われたそうじゃないか。

ルード：どうして知ってるんだよ！

ジェイス：ほら、見てたから（一同笑）。

ＧＭ：バナナ食べながらね！

フィンニー：そんなことよりも、ルードさんに訊ききたいことがあったんです！

ルード：訊きたいこと？

フィンニー：ルードさん、お父さまの葬そう儀ぎに出てくれていませんでした？　あの時、あたしをなぐさめてくれていたのって、もしかしてルードさんですか？

ジェイス：こっちも今さらな話が（笑）。

フィンニー：ジェイスさんと一いつ緒しよにしないでください。こっちは小こ暮ぐれさんが自分で考えたんですから！

ジェイス：す、すみません（一同笑）。

ルード：（思い出した感じで）そういえば、伯父おじさんに連れられて一度だけ王都まで来て、葬そう式しきに出たことがあったっけ。

フィンニー：本当ですかっ!?　（期待を込こめた感じで）その時、女の子をなぐさめたこと覚えてます？

ルード：女の子？　そういえばそんなことがあったような気が……。え？　もしかして、その女の子って……。

フィンニー：（大きくうなずいて）あたしです！　その女の子、あたしなんです！

ルード：（驚おどろいた様子で）えぇ────っ！　本当かよ！

フィンニー：（うれしそうに）あの時の約束、覚えていてくれたんですね！




　期待の目でルードを見つめるフィンニー。

　幼い頃の想い出がほのかに蘇る。




ルード：え？　いや……どうなんだろ？（一同笑）

フィンニー：（素すに戻もどって）えぇ────っ!?　ここはやっぱり、このフィンニーとの出会いがルードさんが騎き士しになろうとした原点だったというのが、お約束じゃないですか？

ルード：お、なるほど！

バニィ：フィンニーさんから演えん技ぎのダメ出しが（一同笑）。

ルード：じゃあ、この葬儀のあとで親父のことを知って、さらに騎士になる気持ちを固めたことにすればいいのか。

フィンニー：ということで、やり直して──あの時の約束、覚えていてくれたんですね！




　期待の目でルードを見つめるフィンニー。

　幼い頃の想い出がほのかに蘇る。




ルード：……も、もちろんだよ！




　棒読みだった。




フィンニー：な、なんでそんな返事の仕方なんですかっ!?（一同笑）

ルード：照れているだけです。ほら、ルードは純じゆん情じようだから（笑）。

フィンニー：ふ[image: ][image: ][image: ]ん。まぁ、そういうことにしておいてあげましょう！

ルード：あ、ありがとうございますっ!!

ジェイス：しかし、人の縁とは不思議なものだな。

バニィ：本当、まったくですわ。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じで和やかに四人で談笑していると──。城の外からざわざわとした声が聞こえてきます。どうやら城門の辺りが騒さわがしくなっているようです。

フィンニー：ざわっ！

バニィ：かちゃっ！




　なぜ銃じゆうを構かまえる。




ジェイス：おやおや、外が騒がしいようだ。

フィンニー：なにかあったのかしら？

ジェイス：まあ、我われ々われには関係ないと思うのだが……。

ルード：とりあえず、外をのぞいてみよう。

ＧＭ：壊こわれた窓からルードが外に顔を出して城門を見やると、馬に跨またがった騎士がちょうど城門をくぐったところです。ヘルムはなく、身体からだを覆おおう鎧よろいもあちこちが取れていることが遠目にも分かります。そして、騎士を乗せた軍馬もよろよろと力なく歩みを進めており、今にも倒たおれそうです。

ジェイス：どこかで戦いがあったようだな。

ＧＭ：そして、しばらくするとジェイスの部屋のドアをノックする音がします。

ジェイス：うむ。ドアならもう壊れてるぞ（笑）。

ＧＭ：え？　……そういえばフィンニーが壊したんだっけ（笑）。

ジェイス：部屋の内装ごとな（笑）。

フィンニー：（ごまかすように）そ、それで、誰だれが来たんですか？

ＧＭ：フィンニーが壊れた扉とびらの方を見ると、そこには部屋の惨さん状じようにちょっと驚おどろいた顔をしたレーナが（一同笑）。

ジェイス：そりゃ、驚くよな。

ルード：……あ、部屋のことは気にしないでくれ（笑）。で、どうしたんだ、レーナ？

ＧＭ：「……王女さまが、みんなを呼よんでる」

ルード：王女さまが？

ジェイス：ふっ、どうやら我々に関係のあることだったようだな。




　肩をすくめるようにつぶやくジェイス。

　だが、その軽い仕草とは異なり、彼の表情からは苦々しい思いが浮かんでいる。

　ルードたちはジェイスの言葉に大きくうなずくと、急いで部屋をあとにした。







◆Middle 08◆風雲、急を告げる！




　グランフェルデン王おう城じようの謁えつ見けんの間に招まねかれたルードたち、スクラメイジ。

　おそらく、あのボロボロになって帰き還かんした騎士からの報ほう告こくに関するものだろう。

　ルードたちは、レティシア王女が姿を見せるのをじっと待っていた。




ＧＭ：というわけで、ここからいよいよ本ほん番ばんです！

フィンニー：本番だぁ～！（一同笑）

ＧＭ：思いの外ほか、時間を使ってしまいました（笑）。

ルード：でも、けっこう楽しかった！

ジェイス：バニィの時はどうなるかと思ったけどな。




　バナナの皮を投げた人が言わないでいただきたい。




バニィ：おほほほほ（笑）。

ＧＭ：さて、場所はグランフェルデン王城の謁見の間で、全員登場となります。しばらくすると、鎧姿のレティシア王女が現あらわれます。「急に呼よび立たててすまんな」

フィンニー：いったい、なにがあったんですか？

ルード：傷きずついた騎士が帰ってきたようですけど……。

ＧＭ：「うむ。先ほど帰還した騎士は、かつて妖よう魔まが拠きよ点てんとしていた地下神しん殿でんを警けい備びしていた者だ」

フィンニー：地下神殿？

ＧＭ：「とある魔ま族ぞくを復活させるために、妖魔たちが築いた場所だ」

ジェイス：それって、もしかしてシナリオ集に登場した場所？

ＧＭ：当たりです。ということで、今回もシナリオ集とからめてみました（笑）。




地下神殿

『エリンディルアドベンチャー』や『エリンディル西方ガイド』に登場。

　くわしくはシナリオのネタバレになってしまうので明かせないが、グランフェルデン王国が妖魔の侵攻を受けている秘密が明らかになる──というシナリオである。ちなみに『エリンディルアドベンチャー』には、ルードたちスクラメイジがＮＰＣとして登場し、シナリオのＰＣたちをいろいろと支し援えんしてくれるのだ。ただし、まだルードたちのキャラクターレベルが低いため、この地下神殿に向かうのはシナリオを遊ぶＰＣとなっている。
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（戻る＊）




ルード：でも、戻ってきた騎士は傷ついていたみたいですけど……。

ＧＭ：「あぁ、妖魔や魔ま獣じゆうを率ひきいた男に襲おそわれたとのことだ」

ルード：妖魔や魔獣？

ジェイス：む、それはもしや……。

ＧＭ：ジェイスの言葉にレティシア王女はうなずきます。「あぁ、キミたちの考えに間違いないだろう。その男は蒼あおく輝かがやく魔剣を持っていたそうだ」
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一同：フォースタスっ!!

ルード：でも、黒影剣エクリプスがないのにどうやって？

ジェイス：なんらかの方法で、瘴しよう気きの影響を受けずにすむ方法を手に入れたんだろう。

ルード：瘴気？

ジェイス：邪神や魔族が発する、人を堕落させる悪い気のことだ。おそらく、オープニングフェイズのあのシーンの演出だろう。

ルード：フォースタスがカプセルの中から出てきた女の子を連れて行ったシーン？

ジェイス：ああ……ちょっと待った！　今、地下神殿に妖魔や魔獣が出現したと言ったな？

ＧＭ：「そのとおりだ。おそらく、フォースタスが蒼月剣ルーナマーレの力を使って召喚したのだろう」

ジェイス：いや、それは分かる。分かるんだが……。一応、訊いておくが、そんな危き険けんな場所へ私たちに行けという話ではないだろうな？

ルード：でも、ジェイスさん。あいつが出たならオレたちが行くしかないですよ！

ジェイス：ん？　そうか、ルード君の紅炎剣プロミネンスなら、蒼月剣ルーナマーレの力を封ふうじられるということか。

バニィ：そういえば、蒼月剣ルーナマーレの能のう力りよくを打ち消すとか言ってましたわね。

ジェイス：（満面の笑えみを浮うかべてルードに向かって）がんばりたまえ。キミに教えることはもう、なにもない（一同笑）。

ルード：えぇ────っ！　さっきはあんなに抱だきしめてくれたのにっ!?（一同笑）




　そこは蒸むし返かえさなくてもいいと思う。




ＧＭ：「キミたちが想像するとおり、地下神殿で妖魔らを召喚しているのは、フォースタスに間ま違ちがいないだろう」

バニィ：まぁ、そうでしょうね。

ルード：あの丸眼鏡めがねめ！（一同笑）

ＧＭ：「現げん在ざい、王立騎き士し団だんは隊を編へん制せい中だ。準じゆん備びが出来次し第だい、地下神殿へ向かうことになった。敵てきがフォースタスだとすると──ルード、君の持っている紅炎剣プロミネンスが役に立つのは間違いない」

ルード：はい！

ＧＭ：「そこで、王立騎士団は冒ぼう険けん者しやギルド〝スクラメイジ〟へ依い頼らいしたい」

ジェイス：それは、王国からの正式な依頼──と、考えてよろしいですか？

ＧＭ：「もちろんだ」

ルード：あっ！　もしかして……。

フィンニー：また、お金ぇ～？（笑）

ジェイス：重要なことだぞ。

ＧＭ：「報ほう酬しゆうは前金で一〇〇〇〇Ｇ」

ルード：一〇〇〇〇Ｇ───っ!?

ジェイス：（揉もみ手でをしながら）その地下神殿とやらは、たいそう危険な場所と聞きき及およんでおりますが──そこで手に入れた財宝は、もちろんすべて我々のものになるのでしょうな？　それがエリンディルのルールであるはず。

ＧＭ：「敵の本ほん拠きよ地ちの真まっ只ただ中なかに飛とび込こむつもりか、君は」（笑）

ジェイス：え？　違ちがうのか？

ＧＭ：「基き本ほん的てきには、君たちは蒼月剣ルーナマーレの力を封ふうじてくれるだけで構かまわない」

ジェイス：な～んだ、それだけなのか。

ＧＭ：「それだけというが、キミたちのレベルでは袋ふくろ叩だたきにあうのがオチだぞ」レティシアが呆あきれたように言います。「安心しろ。フォースタスの近くに行くまで王立騎士が守る」

ルード：おお、なるほど。

ジェイス：それはいい。騎士ということは最低でも10レベルだからな。我々は高みの見物というわけだ（笑）。

ＧＭ：あ、騎士はエキストラですので。

ジェイス：おいっ！　エキストラにどうやって守ってもらうんだよっ!!

バニィ：まったくです。騎士は「うわぁ[image: ][image: ]、もうダメだぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]」と言うのがお仕事ですからね（笑）。

ＧＭ：まあ、それは否ひ定ていしませんが（一同笑）。

ルード：えぇ───っ！

バニィ：きくたけさんのリプレイの騎士団は、いつもそうですからねぇ。

ＧＭ：いやいや、大丈夫ですから。エキストラといっても一撃で騎士たちが吹き飛んで、みなさんが地下神殿で孤立するというわけではありません。ぶっちゃけ、途中の戦闘を省略するための演出だと思ってください（笑）。

ルード：ということは、オレたちはダメージを受けないということ？

ＧＭ：そういうこと。

ジェイス：しかし、ＰＣがエキストラに守られるというのは斬新だな（笑）。私は依頼を引き受けてもいいと思う。ただ──。

一同：ただ？

ジェイス：あと五〇〇〇Ｇほど出ませんか。

一同：おいっ！

ＧＭ：「……分かった。後金で五〇〇〇Ｇ出そう」

ルード：おおっ!?

フィンニー：やったぁ！

ジェイス：あ、あははは。まさか、応じるとは思っていなかったわ。レティシア王女殿下、ありがとうございます（笑）。

バニィ：言ってみるものですわね。

ルード：まあ、オレとしてはフォースタスのことや魔剣のことも含ふくめて、役に立てるのはオレたちのギルドしかないと思っていたから、最初から引き受けるつもりだったけどな。

ジェイス：もちろんだ。だが、お金なんていりませんとか言うなよ？（笑）

ルード：言わないって。装備を調ととのえるのにお金は必要だからな。で、フィンはどうだ？

フィンニー：いいよー。

ルード：軽っ！（笑）

バニィ：わたくしも、異い存ぞんはありませんわ。

ルード：では、意見が一いつ致ちしたので、依頼を受けたいと思います！

ＧＭ：「おお、やってくれるか！　助かる」

フィンニー：それで、王女さまも前線に出られるのですか？

ＧＭ：フィンニーの言葉にレティシアは顔を曇くもらせます。「いや、今回の指し揮きは兄上が執とることになっている」

ジェイス：兄上？　ああ、王子のことか。いけ好かんヤツだが、まあいいだろう。

ＧＭ：「そう言ってくれるな」

ジェイス：しまった、ついつぶやいてしまった（笑）。




　いや、聞こえるように言っているだろ。




フィンニー：王女さまは行かないのですか？

ＧＭ：「あぁ。残念だが私は城に居残りだ」

ルード：そうか。王子が行くから。

フィンニー：（ジト目でルードを睨にらみつつ）なんか残念そうですね、ルードさん。

バニィ：また胸を貸かして欲ほしいとか？（笑）

ルード：それはぜひ！　って、なにを言わせるんですか！（一同笑）

ジェイス：見事なノリツッコミだな。

バニィ：そんなに借りたいのなら、わたくしが……。

ルード：じゃあバニィさんので……ちが───うっ！（一同笑）

ジェイス：ルード君がすっかりスケベになってしまった。

ルード：違う、違う！　乗せられただけです！

ジェイス：草葉の陰かげで父上が泣いているぞ（笑）。

バニィ：でも、わたくしとしては、ルードさんを誘ゆう惑わくするのもひとつの手なのかと思いつつ──これで魔剣がもらえるかもしれませんわね、と（笑）。

ルード：なるほどね。

ジェイス：ならば私の胸を貸そう！

ルード：もういらないよ！（一同笑）

ＧＭ：ともあれ、王女は留守番です。

ルード：なるほど、分かりました。

ジェイス：王女は、まだ王子より役に立ちそうなんだがな。

ＧＭ：逆ぎやくに言うと珍めずらしい状況ですよ。こういう場合、基本的には団だん長ちようではなく副ふく団長が出しゆつ陣じんすることになってますからね。

ジェイス：そうだな。前も一緒に前線に出てたし。

ＧＭ：だからこそ姫ひめ将しよう軍ぐんとかあだ名されていたわけです。

フィンニー：そうですよねぇ。

ルード：オレは純じゆん粋すいに、「王女さまも、やることがいっぱいあるんだろうなあ」って思ってる。

フィンニー：（ぼそっと）筋きん肉にくバカ。

ルード：バカ言うなよ！　せめて純粋って言ってよ！（笑）

ジェイス：じゃあ、筋肉純粋（一同笑）。




　言い換えただけである。




ルード：純粋な筋肉か……。（力こぶを作りながら）見てくださいよこれ！（笑）

ジェイス：……たくましくなったなぁ、ルード君。

ルード：ジェイスさん……！

フィンニー：もう、それはいいですから！（一同笑）




　そんな大騒ぎのあと、ルードたちは地下神殿へと向かう準備を始める。

　その間にも、レイモン王子率いる第一陣が地下神殿へ向かい、王城を出発した。

　これに遅れること数日後。ルードたちも第二陣の騎士団とともに城をあとにした。







◆Middle 09◆切きり離はなせない過か去こ




　王立騎士の護ご衛えいと共に王都を出発し、地下神殿へと向かうスクラメイジ。

　途と中ちゆう日が暮くれ、ルードらは騎士たちと共に夜や営えいをすることになった。




ＧＭ：次のシーンは王都を出発したあとになります。日中行軍して日が暮れて、夜を過すごそうと天てん幕まくを張はって夜営をしているというところ。バニィのシーンとなります。

バニィ：はい。では、わたくしは厳きびしい顔つきで錬金銃を整せい備びしながら、悩なやんでいますわ。まさか、第一三班ぱんから魔剣を奪うばえという指し示じがくるなんて……。あぁ、わたくしはどうしたらよいのですか？

ＧＭ：と、バニィが悩んでいるうちに騎士たちは食事を取り、ひとり、またひとりと天幕へと入っていきます。見み張はり以外が全員就しゆう寝しんし、夜も更ふけてきた頃ころ……。

ジェイス：ぐー。

フィンニー：ぐー。

ルード：ぷひー。

ＧＭ：ちかっ、ちかっ、ちかっ！　いまだに悩んでいるバニィは森の奥おくで光が明めい滅めつしているのを発見します。

バニィ：あ、あれは……第一三班の符ふ号ごう？　では、物音を立てずにそちらへ行きますわ。

ルード：きた、バニィウォーク！

ＧＭ：それは避よける時に使うんじゃなかった？（笑）

バニィ：そうです。バニィウォークだと、しゃなりしゃなりと音が鳴っちゃいます（笑）。

ルード：本当に音が鳴るんだ！

フィンニー：新しいのを考えちゃえばいいんですよ。バニィ忍しのび足あしとか！

ルード：かっこ悪っ！（一同笑）

バニィ：では、忍び足で移い動どうするのはバニィストークということで。

一同：バニィストーク!?

バニィ：バニィストークの特とく徴ちようは、しゃなりしゃなりと音が鳴らないことですわ。




　普ふ通つうは歩いても鳴らない。




ＧＭ：光の方を目指して、森の中を音もなくバニィが歩いていくと、頭上から声が聞こえてきます。「よぉ、ご苦労さん」

バニィ：（上を見る仕草で）上？

ＧＭ：と、バニィが見上げると、そこには横に伸びた枝に腰掛けた冬や眠ま鼠ねの姿が──。
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バニィ：あら、冬眠鼠さんじゃないですか。わざわざこんなところに呼よび出だすなんて、どのようなご用ですか？

ＧＭ：「どうやらさっそくチャンスが巡めぐってきたようじゃないか。今なら剣を奪うばうのは容易たやすいだろう」そう言うと、冬眠鼠は身軽な動作で枝から飛び降ります。

バニィ：えぇ、そうですね。

フィンニー：バニィさんが悪役になってしまった（笑）。

バニィ：そう。わたくしは第一三班というくびきから逃のがれることはできないのです。ですから、つい頭の中でルードさんを狙ねらい撃うつことをシミュレーションするのですが、いつまで経たっても引き金を引くことはできないのです。たとえ肉親であっても、引き金を引くよう訓練を受けてきたはずなのに……。

ルード：よかった、バニィさんに気に入られている（笑）。

バニィ：お茶会のシーンで、フラグを立てましたから。

ジェイス：フラグになってるんだ、あれ（笑）。

バニィ：オープニングで回想したセプテンバーの面おも影かげを、いつの間にかルードさんに重ねてしまっていたのです。

ルード：そうだったんだ……。

ジェイス：一緒に粘ねん土どこねていただけだと思ったが（一同笑）。

ＧＭ：「で、返事はまだもらっていないが、やるんだろう？」いつまで経っても返事をしないバニィに、冬眠鼠が問とい掛かけます。

バニィ：……わたくしは、わたくしのやり方でやりますわ。あなたの指図は受けません。

ＧＭ：「そうかい？　まぁ、オレはどっちでもいいけどな。でも、せっかくのチャンスだ。せいぜいがんばれよ」とだけ言って、冬眠鼠はするするするっと闇やみの中に消えていきます。

バニィ：ここで背せを向けた冬眠鼠を撃うったりとか……。

ＧＭ：あっ、ぱーん！　と（笑）。

ルード：でも、撃ってもまた追われる身になりますよね。

バニィ：そうなのです。冬眠鼠を撃っても、わたくしの過去は変わらない。それがわたくしの運命──いつまで続くのでしょう、この戦いは。

ジェイス：いや、別に戦ってないだろ。

ルード：とりあえず、バニィにうしろから撃たれることはなさそうだ（笑）。

バニィ：あぁ、運命はかくも苛酷で、悲しいものなのですね。わたくしは、どうすればいいのでしょう……。

ＧＭ：とまあ、そんな感じでさらに夜は更けていき、シーンは終了となります。







◆Middle 10◆沸わき返かえる魔の者たち




　とある冒険者が挑いどみ、生死をかけて魔族と戦った地下神殿──。

　その神殿へと続く洞どう窟くつからやや離はなれた高台に王立騎士団は陣じんを張っていた。

　しかし、次から次へと現われる妖魔や魔獣に、騎士たちは苦戦を強いられていた。




ＧＭ：では、次のシーン。王都を出発してから数日後、目的の地下神殿までやってきました。みなさんは騎士に案内されて、本ほん陣じんに通されます。

ジェイス：おお、いい役じゃないか。

ＧＭ：そりゃそうですよ。今回の戦いでは、ルードの持っている魔剣が鍵かぎなんですから。

ルード：そうか、オレが鍵なのか（笑）。

ＧＭ：とゆーわけで、みなさんは一ひと際きわ大きな天幕に案内されます。その中では、レイモン王子をはじめ、数人の騎士隊長たちで軍議が行なわれている最中です。テーブルの上には地図が広げられていて、その上には部隊を表わすコマが置かれています。みなさんが、天幕に入ると一いつ斉せいにその騎士たちの視し線せんが集中します。

ジェイス：（案内役の騎士になって）「スクラメイジの方々をお連れしました」

ルード：お連れされました（笑）。

ＧＭ：「よく来てくれた。クトラ村で会って以来か」すぐに戦場に出られるようにと金きん属ぞく鎧を着き込こみ、腰こしに剣を佩いたレイモン王子が声を掛かけてきます。言葉こそ感かん謝しやの意を表わしていますが、その声は冷たく、感かん情じようがこもっていない感じです。

ジェイス：（卑ひ屈くつな言い方で）あの時は仲間が大変失礼なことを言ってしまいまして、本当に申しわけございませんでした。

ＧＭ：「いや、気にする必要はない」

フィンニー：なんとも思われてなかったみたいですね。

ルード：っていうか、はなから相手にされてなかった？（笑）

ジェイス：しょせん、王族にとって冒険者なんてそんなものだ。

ＧＭ：そんな気持ちを知ってか知らずか、レイモン王子はみなさんの内ない緒しよ話ばなしをスルーして、隣となりにいる魔術士を紹しよう介かいします。あ、名前決めるの忘わすれてた（笑）。

フィンニー：どんな人なんですか？

ＧＭ：そうですね。年齢は三〇歳くらいで中肉中背、誠実そうな男性としましょうか。

ルード：（手近なドリンクのラベルを見ながら）タンガムとか？

ＧＭ：タンガムってなに？

ルード：キサンタンガム──増ぞう粘ねん安あん定てい剤ざいだって。

バニィ：きっと、安あん定てい性せいに定てい評ひようがあるんですわ（笑）。

ジェイス：副官にはぴったりの名前だ。

ＧＭ：じゃあ、副官の名前はタンガムということで。では、そのタンガムが現在の状況について説明してくれます。

ジェイス：聞きましょう。

ＧＭ：「フォースタスは地下神殿に立てこもっています。地下神殿から出てきた妖魔や魔獣をかろうじて撃げき退たいしているという状じよう態たいですが、次から次へと現あらわれるので、騎士たちの負ふ傷しようや疲ひ弊へいが激はげしく、次し第だいに押おされてきています」

ルード：あの魔剣の力で、妖魔たちを召しよう喚かんしてるわけだな。

フィンニー：ということは、ドロップ品が取り放題ですよ！

ルード：倒たおせればね（笑）。

ＧＭ：「しかし、みなさんと共に騎士隊の増ぞう援えんも到とう着ちやくしましたので、これで多少は持ち直すことができるでしょう」

ルード：ふむふむ。

ＧＭ：タンガムがここまで説明したあと、レイモン王子がみなさんを見回し、重々しく口を開きます。「そこで、キミたちの役目だが、地下神殿にいるフォースタスと対たい峙じし、紅炎剣プロミネンスの能力を使用。奴やつがこれ以上、妖魔や魔獣を召喚できなくすることだ。目的の場所までは、我わが王立騎士たちがキミたちを護衛する」

ジェイス：おぉ、それは心強い！　天下に名を馳はせるグランフェルデンの王立騎士が護衛についてくれれば、恐こわいものなしですな（笑）。

ＧＭ：そんな太鼓持ちなジェイスの態度に、レイモン王子は──「たとえ、騎士が護衛につくとはいえ、途中なにがあるか分からん。そのような考えでは困る」

ジェイス：くっ！　ご、ごますりが効かないとは……。やるな王子！（一同笑）

フィンニー：なにしてるんですか、まったく（笑）。

ＧＭ：「さて、説明は以上だ。健闘を期待する」

ルード：はいっ！

ジェイス：任まかせてください。きっと、ルード君ががんばってくれるでしょう。

ルード：え？　オレだけ？　ジェイスさん、一緒に戦いましょう！（笑）

ジェイス：も、もちろんだとも（一同笑）。

フィンニー：……すみません、ひとつ質しつ問もんがあるんですけど？




　レイモンとの会話の間、なにかを考えていた様子のフィンニーがふいに口を開いた。




ＧＭ：「質問を許ゆるそう」

フィンニー：どうして今回は王女さまが来なかったんですか？

ＧＭ：（おっ！）

ジェイス：ん？　ＧＭが動どう揺ようしてる？（笑）

ＧＭ：いや、ここでその質問をされることをレイモン王子が予想していなかったんですよ（笑）。えーっと、ではその問いにレイモン王子はこう答えます。「レティシアにはなにかあった時のために王城に残ってもらった。それだけだ」

フィンニー：なにか？　なにかってなんですか？

ＧＭ：「それは君が気にすることではない」とりつく島もなく、レイモンはきっぱりと言います。

フィンニー：ふ～ん、そうですか……分かりました。

ジェイス：ずいぶん、簡かん単たんに引き下がったな。

フィンニー：うん。なにか意味があれば問とい詰つめても簡単には教えてくれないでしょうし、隠かくし事ごとがありそうなことが分かればそれでいいです（笑）。

ルード：確たしかになんか怪あやしいですね。

ＧＭ：「ほかに質問は？」

一同：ありません！

ＧＭ：「では、すぐに準備に取りかかってくれ。吉きつ報ぽうを待っている」レイモン王子はそう言うと、再ふたたび騎士たちと軍議を始めます。とゆーところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 11◆地下遺跡での攻こう防ぼう




　作戦が開始された。

　騎士たちに周囲を守られ、妖魔の大軍へ突とつ貫かんしていくルードたち。突とつ然ぜんの大だい攻こう勢せいに妖魔たちはなす術すべもない。突入隊はその勢いきおいのまま、地下神殿へ続く洞窟と進入する！




ＧＭ：舞ぶ台たいはがらっと変わって地下神殿へと続く洞窟！

一同：早っ！（笑）

ＧＭ：みなさんは妖魔や魔獣がひしめく中、騎士たちに守られながら前へ前へと進んでいきます。

ジェイス：おお、頼たのむぞ騎士たちよ。

ＧＭ：しかし、いかんせん妖魔の数が多すぎます。ゴブリンの剣が、トロウルの棍棒が、ヴァンパイアの魔術が護衛の騎士たちに雨あられと容赦なく襲いかかる！　留めもない猛襲に耐えきれず、打ち倒される騎士が出始めます。

フィンニー：減へってくの!?

バニィ：（騎士になって）「ぐわぁ[image: ][image: ]！　ルードさん、あとは頼たのみました！」

ジェイス：（やはり騎士になって）「スミス────っ！　お前の仇かたきはオレが討うつ！」

ルード：うわっ！（笑）

ＧＭ：とまぁ、そんな感じで脱だつ落らくしたとしても、控ひかえていた騎士がぱっと出てきて、隊列の穴を埋うめ、みなさんをしっかり守ってくれています。

ルード：すごいな、本当に壁状態だ。

ジェイス：我々は中心部にいるから安全だな。

ルード：アコライトなのに何もしないなんて（笑）。

ジェイス：してる、してる。《プロテクション》！　《プロテクション》！

ルード：うわっ、適てき当とう！（一同笑）

ジェイス：なにを言うのかね、ルード君。ダイスも振ふらないし、ＭＰも減へらないが、私も一いつ所しよ懸けん命めいやってるんだぞ。

ルード：そ、そうなんだ（笑）。

ＧＭ：……とまあ、騎士たちの奮ふん闘とうもあって神殿の奥を目指して進むんですが……ある程てい度ど進んだところで、突然妖魔の群れが、がっと割われます。

ルード：おっ、なんだ？

ＧＭ：そして、ほのかな燐りん光こうとともに出現する蒼あおい剣を持つ丸眼鏡の男……フォースタス！

ジェイス：おやおや、ここでご登場か。

ＧＭ：そして、その隣には黒いローブを深々とかぶった小こ柄がらな女じよ性せいが立っています。

バニィ：オープニングでフォースタスに連れていかれた少女ですわね。

ＧＭ：そうです。まぁ、ＰＣには分かりませんが（笑）。さて、みなさんの前に現あらわれたフォースタスは開口一番、こう告げます。「やはり、あなた方が来ましたか」

ジェイス：そう、我々だ！（一同笑）

ＧＭ：「この魔剣の力を封ふうじることができるのは、あなた方が持つ紅炎剣プロミネンスのみ」フォースタスは手にした蒼月剣ルーナマーレへと視線を移うつしながら言います。

ジェイス：そのとおりだ。だが、我々がここに来たのはそれだけではない。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ]。

フィンニー：ジェイスさんが真ま面じ目めなこと言ってます（笑）。

ＧＭ：では、その答えを聞いたフォースタスが問とい掛かけてあげましょう（笑）。「それだけではない？　では、なにをしに来たのですか？」

ジェイス：……ひとつは王国からの依頼だ。

ルード：依頼かよっ！（一同笑）

バニィ：まぁ、確かにそのとおりですが……。

フィンニー：期待して損そんしたぁ[image: ][image: ]（笑）。

ジェイス：いや、ここは掴つかみだから。（真面目な声で）そして、もうひとつは……。

ＧＭ：「もうひとつは？」

ジェイス：我が恩おん人じんである、騎士セオドリクの仇を討つためだ！　今こそ恩義に報むくい、貴き様さまからセオドリク卿きようの魔剣を取とり戻もどす！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！（パチパチパチ）

ルード：……。

ジェイス：どうした、ルード君？

ルード：その話、聞かされてなかったような（笑）。

ジェイス：え？

フィンニー：そういえば、妹さんの話は出ましたけど、フォースタスが仇であることは言ってなかったですね。

ジェイス：……あ。

ルード：……あ。じゃ、ないですよっ！　なんで、そんな肝かん心じんなこと忘れてたんですかっ！

ジェイス：（わざとらしい声で）忘れていたんじゃない。ルード君のことを思って、秘ひ密みつにしていたんだ（一同笑）。

フィンニー：忘れてたよね？

バニィ：はい。どう見ても、今思い出した感じですわ。

ジェイス：忘れてなかったんだよっ！（一同笑）　というわけで、ルード君。彼は──フォースタスはキミの父上の仇だ。さぁ、やってしまうのだっ！

ルード：ここでこっちに振ふるなよっ！

ジェイス：四の五の言っている場合じゃないだろう、ルード君。さあ、かっこいいセリフとともに、紅炎剣プロミネンスの力で奴の魔剣の力を封ふう印いんするんだ！（一同笑）




　ごまかしてもムダである。




ルード：分かりました。でも、親父おやじの話はあとで教えてくださいよ（笑）。

ジェイス：分かった、分かった。

ルード：じゃあ、紅炎剣プロミネンスを取りだして掲かかげる！　紅炎剣プロミネンスよ、蒼月剣ルーナマーレの力を封じてくれっ!!

ＧＭ：ルードの叫さけびとともに紅炎剣プロミネンスが赤い光を放ち輝かがやきます！　……が。

フィンニー：が？

ＧＭ：なにも起こらない。

一同：なんだって────っ！

ＧＭ：フォースタスは静かに笑えみを浮うかべると、蒼月剣ルーナマーレの力を解かい放ほうしさらに妖魔を呼よび出だします。

ルード：なぬっ？　ちょっと待ってくださいっ！　どういうことですか、これっ!?

ジェイス：分からん。

フィンニー：あっ！　フォースタスの横にいる女の子っ!?

ＧＭ：正せい解かい！　フィンニーの目に、フォースタスの傍かたわらにいるローブの少女が両りよう腕うでを前に伸のばしている光景が映うつります。その掌てのひらは紅炎剣プロミネンスの方へと広げられ、そこからは黒い光としか形けい容ようできないオーラのようなものが放たれています。それが紅炎剣プロミネンスの力を打ち消しているようです。

[image: ]

フィンニー：ジェイスさん！

ジェイス：紅炎剣プロミネンスキャンセラーというわけか……。

ＧＭ：「そのとおりです。分かったら、これ以上私の邪じや魔まはしないでください。もはや、この世界は壊れている。人間たちも魔族や妖魔らとともに神々による浄じよう化か──粛しゆく清せいを受けるべきなのです」

ルード：メル・ニコルの言うとおり、やはり粛清が目的かよっ！

ＧＭ：「その手て筈はずはすでに整っています。あなた方もここで無む駄だに命を散らす必要はありません。ここで退けば、粛清までの間の残りわずかな人生を謳おう歌かすることができるでしょう」フォースタスは、低く響ひびく声で説得してきます。

ジェイス：そんな説得はムダだ。あの少女が魔剣の力を防ふせいでいるのなら、倒たおせばいいこと。バニィ君……やれ！

バニィ：では、銃を構かまえて……。

ＧＭ：撃うちます？

バニィ：撃ちます！　しかし、すぐ脇わきにいた妖魔が少女の盾たてとなるのです。

一同：……え？

バニィ：私はかまわずに妖魔を撃ち抜きます。ぱーん、ぱーん！　バニィフラッシュ！　バニィバニッシュ！　バニィリスキニハーデンセイバーフェノメノン！

ルード：技わざ名、長っ!!（笑）

ＧＭ：バ○ーかいっ！

バニィ：しかし、わたくしがバスンバスン撃っても、妖魔たちが次々と少女とフォースタスを守りに入ってしまうのです。キ、キリがありませんわ（一同笑）。




　みずから負け演出を始めるバニィであった。




ＧＭ：「ここは撤てつ退たいを！　退しりぞきましょう！」騎士たちも撤退をうながします。

ルード：でも、ここでなんとかしないと！　それにフォースタスは親父の仇なんだぞ！　誰だれかが教えてくれなかったけど（一同笑）。

ジェイス：うむ。それは悪かった（笑）。だが、剣の力が通用しない以上、今の我々になす術すべはない。

ＧＭ：「しんがりは我々が務つとめます！　急いで本陣までお戻もどりください！」叫ぶ騎士たち。

ジェイス：彼らの言うとおりだ。今は下がるんだ。キミが死ねば明日がなくなる。

ルード：いや、でも……。




　あくまでも退こうとしないルード。

　だが──。




フィンニー：だから騎士の人は嫌いやなんです！　こうやってすぐ死のうとするから！

ルード：え？

フィンニー：死なないっていう約束、ウソだったんですか？　別に今日、負けたっていいじゃないですか。ジェイスさんの言うとおり、次に勝てばいいんですから。

ルード：……フィン。

フィンニー：それに、ルードさんがこれ以上ここにいたら、もっと騎士の人の犠ぎ牲せいが出ます。それこそ、無む駄だ死じにじゃないですか。そっちの方がかわいそうです！

ルード：くっ！

バニィ：スクラメイジのギルドマスターはルードさんです。ここに残って戦うか、それとも撤退するか。それを決めるのは──ルードさん、あなたですわ。

ジェイス：そのとおりだ。父上の仇はいつでも討うてる。明日のために今日の屈くつ辱じよくに耐たえるんだ。それが男だ！

ルード：そんなどこかで聞いたことのあるセリフで説得しないでくださいっ！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。では、ルード。決けつ断だんをお願いします。ここに残るか、それとも退たい却きやくするか。




　ルードはギルドの仲間たち、そして自分たちを守ってくれている騎士たちを見み渡わたした。彼らはギルドマスターであるルードの決断を待っている。

　自分の言葉ひとつで、彼らの生死が決まるのだ。

　そのことを知ったルードの表ひよう情じようにはもう、迷まよいの様子はなかった。




ルード：分かったよ、フィン。撤退しよう！

フィンニー：はいっ！

ジェイス：よしっ！　バニィ君、目くらましの弾だん幕まくを頼む！

バニィ：了りよう解かいですわ。バニィスモーク！




　バニィが錬金銃を連れん射しやすることで作りだした瓦が礫れきや砂すな煙けむりに紛まぎれて、ルードたちは逃とう走そうした。

　それは、スクラメイジにとって初めての敗北だった。







◆Middle 12◆呪のろわれた剣けん




　切り札と思われていた紅炎剣プロミネンスは蒼月剣ルーナマーレの力を封ふうじることができなかった。

　王立騎士たちに守られ、ルードたちはかろうじて本ほん陣じんまで戻ってきた。




ＧＭ：それでは次のシーンです。多大な犠ぎ牲せいを払はらいつつ、みなさんはかろうじて本陣まで撤てつ退たいをします。そして、すぐにレイモン王子のいる天てん幕まくに呼よばれます。

ルード：戻ってまいりました！

ＧＭ：「いったいなにがあったのだ？」怪け訝げんな様子でレイモン王子は訊きいてきます。

ジェイス：なにも起こらなかったのだ。

ルード：まさにそのとおり（笑）。

ＧＭ：「それでは分からん。もう少しくわしく話を聞かせてくれ」




　四人は地下神しん殿でんであったこと──紅炎剣プロミネンスが効こう果かを発はつ揮きしなかったこと。フォースタスの隣となりにいた少女が妨ぼう害がいしていたらしいことなど、すべてを包つつみ隠かくさずレイモン王子に話した。




ＧＭ：「黒影剣エクリプスの能力を再現したということか……」レイモン王子はぼそりとつぶやきます。

ルード：能力を再現？

ＧＭ：「しかし、紅炎剣プロミネンスは神具。その能力を完全に打ち消すことは難しいかと。あくまでも代用品を作ったに過ぎないでしょう」レイモン王子の言葉にタンガムが応えます。

ジェイス：なんの話だ？

フィンニー：なにか知ってるんですか？

ジェイス：困りますな。作戦の前に、すべての情じよう報ほうは明かして欲しいですな。

フィンニー：そうですよ。

ＧＭ：「いや……これは、こちらも想定外の事じ態たいだ」

フィンニー：くわしく話を聞かせてください！

ＧＭ：「その前に、その剣を見せてはもらえないか？」

ルード：えーっ、どうしようかなー（笑）。

フィンニー：そんな怪あやしい人たちには見せられませんっ！（笑）

ジェイス：まあまあ、この場では剣を持もち逃にげすることもあるまい。見せてあげたまえ。

フィンニー：まあ、そういうことなら。

ジェイス：その代わり、すべての情報をちゃんと聞かせてもらおうじゃないか。

ＧＭ：「いいだろう」

ルード：分かりました。王子に紅炎剣プロミネンスを差し出します。

ＧＭ：では、それをタンガムが受け取ると、慎重に右手を刀身にかざし、撫でるように動かすと──「……どうやら、呪のろいのようなものがかけられているようですね」

ルード：呪い？

ＧＭ：「ええ。紅炎剣プロミネンスの能力が十分に発揮できないようになっているようです。なにか心当たりは？」

フィンニー：心当たり？

一同：う[image: ][image: ][image: ]ん。

ルード：まず、錬れん金きん術じゆつ協会の依い頼らいで研究所にいったろ。そこでこの剣を見つけたんだよな。そのあとは……あっ！

ジェイス：どうした？

ルード：この剣、メル・ニコルに預あずけてた（ぼそり）。

一同：あぁ────────────っ！

バニィ：そういえば、そんなことがありましたわね。

フィンニー：剣を調べてもらったんですたっけ？

ルード：うん、そう。

ジェイス：なるほど。あの時にすでに仕掛けがされていたということか。なんて用意周到なやつなんだ。

ＧＭ：では、もうメル・ニコルは亡なくなっているので問題にはなりませんので、ここで種明かしをしましょう（笑）。実は──。




　フォースタスの裏うら切ぎりを予見していたメル・ニコルこと、魔族ボーティス。

　ルードから紅炎剣プロミネンスを預かったボーティスは、その能力を打ち消そうとする。しかし、神々より与えられた剣の力をなくすことはできなかった。そこで、彼は邪神の力を借りて紅炎剣プロミネンスにちょっとした呪いを掛かけていたのだ。

　その呪いとは、蒼月剣ルーナマーレの力を封じるのではなく、蒼月剣ルーナマーレの使用者にＨＰロスを与あたえるように紅炎剣プロミネンスの能力を歪ゆがめるものだ。

　これによってルードたちがフォースタスを倒たおせばよし。倒せなくても、のちに自分たちが蒼月剣ルーナマーレを手に入れた時、紅炎剣プロミネンスに蒼月剣ルーナマーレの力が封じられなければよいと考えたのだ。




フィンニー：でも、それだと自分たちが使う時にＨＰロスを受けちゃいません？

ＧＭ：その時は部下の魔族や妖魔に、蒼月剣ルーナマーレの力を使わせれば問題なし！（笑）

ジェイス：さすがは魔族だ。えげつない（笑）。

ＧＭ：まぁ、それよりはフォースタスを倒すことを優ゆう先せんさせたんでしょう。もっとも、メル・ニコルが先に倒されてしまいましたが。

ジェイス：なるほどな。だいたい理り屈くつは分かった。では、呪いを解といてもらおうか。

ＧＭ：するとタンガムは不思議そうな顔をして──「なにを言ってるんですか。私わたしにはムリです」。

一同：ムリなのかよっ！

ＧＭ：「魔族が掛けた呪いですよ。私に解かい呪じゆできるわけがないじゃないですか」

ジェイス：そんなところで威い張ばられても困こまるんだが……。

フィンニー：じゃあ、どうすればいいんですかっ！

ＧＭ：「いや、ひとつだけ心当たりがある」タンガムの話を聞いていたレイモン王子が口を挟はさんできます。

バニィ：さすがは王子さまですわ。

ルード：どうすればいいんです？

ＧＭ：「紅炎剣プロミネンスを神々から授さずかったという神殿が〝エッツェンの森〟にあると聞く。そこでならば、呪いを解くことができるかもしれん」

ルード：〝エッツェンの森〟ってどこにあるんですか？

ジェイス：（『エリンディルアドベンチャー』の地図を広げて）王都の北西だな。そんなに遠くはない（＊の地図参照）。

ＧＭ：「紅炎剣プロミネンスに認められたキミならば、解呪してもらえる可能性はかなり高いだろう」

ジェイス：（持って回った言い方で）魔剣の呪いを解いてもらうために〝エッツェンの森〟へ行く──ということは、それは新しい任にん務むですな。

ＧＭ：「なにが言いたいのだ？」

ジェイス：（手もみしながら）別の任務ということであれば、別べつ途と報ほう酬しゆうをいただきたいものですなぁ、くっくくく……。

ルード：ちょ、ちょっと！　ジェイスさんっ!!

ジェイス：まぁ、任まかせておきたまえ。（声こわ色いろを変えて）いかがですか？　レイモン殿でん下か。

フィンニー：それじゃまるで悪役じゃないですか。

バニィ：いつものことですけどね（笑）。

ＧＭ：「ふん、冒ぼう険けん者しやならば当然であろうな。分かった。今回の報酬にさらに五〇〇〇Ｇ上乗せしよう」

ルード：ということは、トータルで二〇〇〇〇Ｇになるのか（ちょっとうれしそう）。

ＧＭ：まあ、これは成功報酬になりますけどね。

ジェイス：それは構かまわん。あとは、レイモン王子が持っている情報の方だな。

ＧＭ：「そうだな。これまで魔剣に関わってきたキミたちならば、知っておいた方がいいだろう」

ルード：ぜひ、聞かせてください！

ＧＭ：「もともと、蒼月剣ルーナマーレは魔族カスピエルが持っていた剣だ」

フィンニー：それは前に調べましたね。

ジェイス：封印と召喚の剣だな。

ＧＭ：「そして、その魔剣の力を防ふせぐために神々から授さずかったのが紅炎剣プロミネンスだ。ここまではいいな？」

ルード：はい。

ＧＭ：「多くの騎士や戦士、魔術師の活躍、そしてこの紅炎剣プロミネンスの力をもって我われ々われ人間は、バラムの乱らんに勝利した。だが、その勝利はとてもきわどいものだったのだ」

フィンニー：どういうことです？

ＧＭ：「人間が神々から紅炎剣プロミネンスを授かったことを知った魔族は、それに対たい抗こうするための手しゆ段だんをすぐさま講こうじたからだ。そして、紅炎剣プロミネンスの力をキャンセルするための力を手に入れた。それが────黒影剣エクリプスだ」

一同：黒影剣エクリプス！

ジェイス：……ちょっと待て。今、紅炎剣プロミネンスの力をキャンセルするためって言ったか？　じゃあ、メル・ニコルの言っていたことはウソか？

ＧＭ：はい、ウソです（きっぱり）。

一同：なんだってっ!!

ジェイス：まぁ、魔族の言うことだからと思っていたが、本当にウソだったとはな。

フィンニー：でも、それならもう黒影剣エクリプスはいらないんじゃない？

ＧＭ：いえいえ、ＨＰロスを受けないためには必要になります。その部分を我慢すれば、使えないことはないですが（笑）。まぁ、どこにあるか分からない黒影剣エクリプスを探すよりも、お手軽な方法を選んだということですね。

バニィ：それで、その黒影剣エクリプスはどうなったのですか？

ＧＭ：「蒼月剣ルーナマーレを人間に奪われたことを知った魔族が隠匿してしまったのだ。だが、我々は古い記録からその在処を知り、警けい護ご騎き士しにその奪だつ取しゆを命じた。それが一五年ほど前の話だ」

ルード：オレの親父おやじとフィンの親父さんが受けた命令だな。

ＧＭ：「そうだ。だが任務は失敗し、さらにその警護騎士が持っていた蒼月剣ルーナマーレまでもが奪うばわれた。黒影剣エクリプスと蒼月剣ルーナマーレが魔族の手に渡わたらなかったのは不幸中の幸いだったがな」

バニィ：それでも、この状じよう況きようではあまり変わりませんわね。

フィンニー：あれ？　そういえば、紅炎剣プロミネンスをキャンセルする力って、フォースタスと一いつ緒しよにいた少女が使っていた力じゃないですか？

一同：あぁ─────っ!!

ジェイス：ということは、あの少女も黒影剣エクリプスを持ってるってことか？

ＧＭ：「いや、記録によれば黒影剣エクリプスも神具。他の魔剣と同じように一振りしかないはずだ」

ジェイス：なるほど。それで能力を再現か……。

ルード：オレたちがこっちに来ている間に、レーナがさらわれたってことはないよな？

ＧＭ：今のところ、そういう話は聞いてないです。

ルード：かといって、ここで王城に戻るわけにはいかないしな……。

ＧＭ：あと、あの少女の体格からすると黒影剣エクリプスと同じような剣を持っている様子はありませんでした。これは間違いないです。

フィンニー：じゃあ、あの少女が黒影剣エクリプスと同じような力を埋うめ込こまれている、っていうことも考えられますよね。

ルード：だよね。あるいは、錬金術の培ばい養よう液えきの中でなにかされてるかもしれないな。

ジェイス：オープニングのマスターシーンからすると、その可能性はあるな。いや、プレイヤー視し点てんでの推すい理りだが（笑）。

ルード：でも、今はそれを考えるよりも、紅炎剣プロミネンスの呪いを解いてもらうのが先だ！

ＧＭ：「そのとおりです。もし、その少女の力が黒影剣エクリプスを模したものであるとすれば、その能力は黒影剣エクリプスには及ばないはず。真の力を取り戻した紅炎剣プロミネンスであれば、無効化されることもないでしょう」そう言って、タンガムは紅炎剣プロミネンスをルードに返してくれます。

ジェイス：ということは、やはり〝エッツェンの森〟に行くしかないというわけだな。

フィンニー：そういうことですね。

ルード：よし！　そうと決まったらすぐに出発するぞ！

ＧＭ：「では、そちらは任せる」そう言うと、レイモンは再び軍議へと戻っていきます。というところで、このシーンは終了しましょう。

ルード：……。

ジェイス：どうしたルード君？

ルード：いや、ひとつ気になったことがあって……。

フィン：なんですか？

ルード：いや、オレの親父とフィンのお父さんが黒影剣エクリプスを奪取してきたわけじゃないですか。じゃあ──。




「──なんでレーナがその剣を持っているんだ？」




　だが、ルードの問いに答えることができる者は誰もいなかった。







◆Middle 13◆暗くて深い〝エッツェンの森〟




　　ルードたちは国境沿いを東へと進み、〝エッツェンの森〟へ向かった。

　つい先頃も、グランフェルデンを襲った妖魔たちがこの森に拠点を作ったことからも分かるとおり、あまり人の立ち入らない森だ。木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる〝エッツェンの森〟は、まさに樹じゆ海かいと呼よぶにふさわしい場所だった。




ＧＭ：次のシーンは〝エッツェンの森〟からとなります。まだ昼間だというのに森の中は暗く、まるで迷めい宮きゆうのようです。

ルード：この先に行くのかぁ……。

ジェイス：それで、この森の中、どうやって神殿まで行くのかね？

ＧＭ：では、先にルールだけ説明しましょう！　神殿に行くためには、この〝エッツェンの森〟を突とつ破ぱしなければいけません。そこで、この森を突破するためのイベントを記したチャートを用意しました！

ルード：チャート？

ＧＭ：はい。ダイスを振って、その出目によってイベントを決定するための表ですね。

ジェイス：ランダムエンカウンター表？

ＧＭ：みたいなものです。ダイスを１Ｄ振ふってもらって、そのダイス目によってさまざまなイベント──アイテムが手に入ったり、戦せん闘とうが発生したりします。

ルード：ふんふん。

ＧＭ：で、そのイベントとは別に、目的地へと到とう着ちやくするためのポイント──突破ポイントが貯たまっていきます。

バニィ：そのポイントが一定以上貯まると、森から出ることができるわけですね。

ＧＭ：はい。合計20ポイント貯めると神殿にたどり着つきます。ちなみに基き本ほん的てきにダイス目が大きい方が、おいしいイベントになっています。では、行動値ち順にひとりずつ振ってもらいましょう。
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ジェイス：なら、最初はフィンニーだな。

フィンニー：分かりましたー。１Ｄですよね。

ＧＭ：はい、１Ｄです。

フィンニー：これって、フェイトを使ってもいいんですか？

ＧＭ：（早っ！　さすが小暮さん、もう気がついた）ええ。ダイスロールなのでフェイトを使用すれば振るダイスの数を増ふやせます。

ルード：振り直しは？

ＧＭ：判はん定ていではないのでできません。

ルード：残念！（笑）

フィンニー：とりあえず最初は普ふ通つうに振りましょうか（ダイスを振る）……１！（一同笑）

ジェイス：これはこれでおいしいかな！（笑）

ＧＭ：まあ、最初だからこその１（笑）。では、１のイベントです。




「見み渡わたす限かぎり木、木、木。生い茂る葉で太陽も見えない。だめだ！　完全に道に迷まよってしまった」




一同：ええーっ!!（笑）

ＧＭ：発生するイベントは、突破ポイントがリセットされて０になる。

フィンニー：よかったぁ！　まだ０だった！（爆ばく笑しよう）

ルード：こ、恐えぇぇぇぇっ!?

ジェイス：つまり、１は出しちゃ駄だ目めってことだろ！

ルード：そういうことだよ、戻っちゃうもん！

フィンニー：でも、フェイトを使ったら絶ぜつ対たい１にはならない！　よかったですね、ポイントを貯める前に分かって！（笑）

ルード：確たしかに。これはフェイトを使った方がよさそうだ。

ＧＭ：では、次はバニィとジェイス。どちらが先でもいいです。

ジェイス：では、私が手本を見せてやろう。

バニィ：じっくり見させていただきますわ。

ジェイス：フェイトを１点使って二個こ振ろう。（ダイスを振る）よし、10！

一同：おおっ！

ジェイス：見たまえ。フィンニーの10倍だ！（一同笑）

フィンニー：ふーんだ。

ＧＭ：では、森を迷ったあとのイベントは──。




「狩人かりゆうどが使っている道だろうか？　比ひ較かく的てき広い山道にぶつかった！　ラッキーだ！」




ジェイス：ラッキーじゃないだろ、実力だろ（笑）。

ＧＭ：ということで、突破ポイントが１Ｄ＋３点上じよう昇しようします。

ジェイス：ここにもフェイトを使っていいかな？

ＧＭ：いいですよ。ただし、フェイトを使えるのはイベントを決定した人だけです。

ルード：つまり、ジェイスさんだけか。

ジェイス：ふむ。またフェイトを使っておくとダイス目によっては一気にいけそうだな。

ルード：確かに行けちゃうけど……フェイト使っちゃうの？

ジェイス：使わないでおこう。フェイトが足りなくなるのは困る。（ダイスを手にとって）……今、みんな１出ろって思ってるだろ！（一同笑）

ＧＭ：ごめん、ちょっと思ってた（笑）。

ジェイス：そんなことにはならん！　（ダイスを振る）ダイス目は４、これで７点上昇。

ルード：７点上昇なら十分！　これで突破ポイントが７点。

ＧＭ：あと13点ですね。では、ジェイスさんが終わって、次がバニィさん。

バニィ：はい。みなさん、まだ７点ならば、ポイントを失ってもまだ惜おしくはないですわね。

一同：えぇ──────っ！

ルード：お願いですから、フェイト使ってくださいよっ！

バニィ：……仕方ないですね。セプテンバーによく似にたルードさんのお願いですから、フェイトを使用しますわ。

ジェイス：あぁ、そんな設せつ定ていがあったな（一同笑）。

バニィ：（ダイスを振る）７ですわ。




「慎しん重ちように森を進んでいく。ふっとなにげなく──」




ＧＭ：難なん易い度ど10の【幸運】判定をどうぞ。

バニィ：【幸運】で難易度10ですか……。まぁ、７を出せばいいだけの話ですわ。（ダイスを振る）あ、ファンブル（一同爆笑）。

ルード：わぁーお!!（笑）

ＧＭ：──なにも起こらなかった（一同笑）。突破ポイントは普通に１Ｄです。

バニィ：（ダイスを振る）……あら？　１ですわ。

一同：おいっ！

ルード：ちょっとバニィさぁん！　さっきから低いですよ!?

バニィ：わたくしもびっくりです（笑）。

フィンニー：＋１ポイント。てことは、合計で８ポイントですね。

ルード：次はオレだな。フェイトを１点使って……よっ！　（ダイスを振る）８！　まあまあだね。




「順調、順調。なんのトラブルも起こらない」




フィンニー：おっ！

ＧＭ：突破ポイントは１Ｄ＋２点です。

ルード：じゃあ振りますよ……（ダイスを振る）おおっ！　６だから８！

フィンニー：行ったぁ──っ！

ＧＭ：これで合計が16点です。

フィンニー：はーい。フェイトを１点使って、２Ｄでいきます。（ダイスを振る）６です。

ジェイス：普通だ（笑）。




「慎重に森を進んでいく。ふっとなにかの気配に──」




フィンニー：はっ!?

ＧＭ：【感知】判定、難易度10です（笑）。

フィンニー：【感知】は５ですよ。

バニィ：それならなんとかなりそうです。

フィンニー：えいっ！　（ダイスを振る）５！　10ぴったりです！

ＧＭ：そうしますと、茂しげみに隠かくれているウサギを発見します。

ルード：ウサギ!?

フィンニー：バニィさんだー!!（一同笑）

バニィ：はっ……！　なぜわたくしがそこに隠れていると……！

ＧＭ：違ちがうわっ！（笑）

ジェイス：ていうか、いつ、なんのために隠れたんだ（笑）。

ＧＭ：というわけで、アイテムの「にく」を１Ｄ個入手できます。

ルード：マジで!?（笑）

バニィ：や、やめてー（笑）。




　もちろん、バニィのものではない。




フィンニー：（ダイスを振る）６！　「にく」を六個手に入れましたー（笑）。

ＧＭ：そして、突破ポイントは１Ｄです。

フィンニー：はい、いきます！　（ダイスを振る）……４、ということは20！

ジェイス：お、ぴったり。

ルード：やったー、突破した！

フィンニー：「にく」も大たい猟りようでしたし（笑）。

ＧＭ：これはまだまだ前ぜん哨しよう戦せん！　森の向こうに神殿が見えてきたところで、シーンが変わります！







◆Middle 14◆さぁ、狩かりの時間だ




　思ったよりも苦労せずに神殿の近くまでやってきたルードたち。

　だが、物事はそんな簡かん単たんにすむはずがなく──。




ＧＭ：では、みなさんがあと少しで森を突破しようとしたところで──。

フィンニー：ウサギがやってきます（一同笑）。

ルード：またっ!?

ＧＭ：そう、ウサギが……じゃなくて、遠とお吠ぼえのような鳴き声が聞こえてきます。

ルード：犬か？　狼おおかみか？

ＧＭ：いいえ違ちがいます。一番近いのは猿さる？

一同：……猿？

ジェイス：遠吠えする猿ってなんだよ!?（笑）

バニィ：いえいえ。世の中にホエザルというのがいまして……。

ルード：なーんだホエザルか（笑）。

ＧＭ：すると、遠吠えが聞こえてきた反対側からも、さっきよりはちょっと小さい鳴き声が聞こえてきます。そのあと、どすん、どすんという足音がだんだんと近づいてきます。

ジェイス：どすん、どすん？

ＧＭ：ええ。その足音は次し第だいに大きくなっていき、（大声で）ガサ────ッ！　と、みなさんの前の巨きよ木ぼくが薙なぎ倒たおされます！

ルード：な、なんだぁっ!?

ＧＭ：倒れた木々の向こうにいるのは、まっ白な剛ごう毛もうに覆おおわれた巨きよ大だいな猿！　その身長は約五メートル！

ルード：でかっ！

バニィ：お猿さんですか？

ＧＭ：ええ。某狩りをするゲームに出てくるでかい猿を、もうちょっと小さくしたイメージですね。

ジェイス：ババコ○ガかよっ！

ＧＭ：さらに超ちようでかい猿が出しゆつ現げんすると同時に、それよりも小型の数すう匹ひきの猿が「ウキーッ！」と飛び出してきます。とゆーことで戦闘です！




●第１ラウンド

▼行動値

　ボスポイズンエイプ　　　９

　フィンニー　　　　　　　８

　ポイズンエイプＡ、Ｂ　　８

　バニィ　　　　　　　　　７

　ジェイス　　　　　　　　７

　ルード　　　　　　　　　５
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ＧＭ：とゆーわけでセットアッププロセスから！　ボス猿はなにもしません。

フィンニー：あたしはありません。

ＧＭ：そしてモブ猿もなにもしない。

ジェイス：こっちも《ファイトソング》しかない。なので、今回は使わない。

バニィ：わたくしもありませんわ。

ルード：オレもなし。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス！　まずはボス猿──ボスポイズンエイプから！
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ジェイス：ポイズンエイプ？

ＧＭ：はい。で、ボスポイズンエイプは腹はらが膨ふくれるぐらいに大きく息を吸すうと、みなさんの方へと乗り出すようにして、ぶわぁ[image: ][image: ][image: ]と毒の息を吐はいてきます。

一同：やっぱり毒かっ！

ＧＭ：メジャーアクションで全員に《ウィルブレス：毒》を使用！　ダメージを１点でも受けると［毒（２）］のバッドステータスを受けます。命中判定は３Ｄ＋５！　（ダイスを振る）ダイス目は13なので命中は18！

ルード：高いっ！

フィンニー：あたしはクリティカルのみ……（ダイスを振る）……駄目ぇー。

ジェイス：（ダイスを振る）ぼふっ、食らった。

ルード：こっちも回かい避ひ失敗です！

バニィ：わたくしも失敗ですわ。

ルード：じゃあ、フィンを《カバーリング》だ！　危あぶないっ！

ＧＭ：では、ダメージいきます！　２Ｄ＋15の貫かん通つうダメージ！

フィンニー：いやーんっ！

ＧＭ：さあ、喰くらえ！　（ダイスを振る）げっ！　ダイス目が３!?（一同笑）

フィンニー：やったぁ！

ルード：助かったぁ。

ＧＭ：しかし、それでも18点の貫通ダメージ。ちなみに［毒］の効果強度は２レベル。ですのでクリンナッププロセスに10点ずつＨＰロスを受けます！

ジェイス：［毒］はもう仕方がない。とりあえず、ルード君に《プロテクション》だ。（ダイスを振る）……17点軽けい減げん。

ルード：ありがとうございます！　ＨＰの残りは64点！

フィンニー：次はあたしですね。先に小こ猿ざるから片かたづけちゃいます。ムーブアクションで５メートル下がって、マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《アースバレット》！　てーい！（ダイスを振る）クリティカル！　ダイス目は、６、６、５！

ＧＭ：（ダイスを振る）……くっ、モブ猿はどれも回避失敗！　ボスの攻こう撃げきが当たっていい気になっているモブ猿たちに、フィンニーが魔ま法ほうで作りだした石飛礫つぶてが次々と命中します！
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ジェイス：よし！　では《ディスコード》を使おう。ダメージにさらに＋２Ｄする。

フィンニー：せーの……！（ダイスを振る）あら？　ちょっと低い？　50点の魔法ダメージです！

ジェイス：（ダイスを振る）それに６点プラス。

フィンニー：足して56点です！

ＧＭ：うっ……。フィンニーの一いち撃げきでモブ猿は一いつ掃そうされてしまった。モブ猿たちはクルクルと回りながら、そのままバタンと倒たおれた。

一同：よしっ！（笑）

バニィ：では、先にわたくしから攻撃させていただきますわ。まずはムーブアクションで華か麗れいに後方三回転ジャンプして７メートル後方へ。そして、スキルは使わずに攻撃です。バニィ素す撃うち！

一同：バニィ素撃ち!?（笑）

バニィ：スキルを使用しない攻撃ですので……（ダイスを振る）……19で命中ですわ。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗！

バニィ：ここで《ピアシングストライク》を使います。ダメージロールに＋３Ｄで……（ダイスを振る）……33点の物理ダメージ。バニィ素撃ちと思わせておいて、実はバニィヘッドショットですわ！

ＧＭ：無意味なフェイントをしやがって（笑）。

バニィ：おほほほほほ♪（笑）

ＧＭ：ならば、その弾だん丸がんをお返ししてあげよう（笑）。ポイズンエイプがあまりの痛いたみに咆ほう哮こうを上げると、その勢いきおいで額ひたいにめり込こんだ弾丸が飛び出し、そのままバニィに直ちよく撃げきします！　《ソウルバスター》を使用！

バニィ：な、何点来ますか？　わたくし、ダメージによっては倒れる感じなのですが。

一同：えぇ─────っ！

バニィ：あぁ、セプテンバーとの想おもい出が走馬灯のように……（一同笑）。

ＧＭ：物理防ぼう御ぎよ力りよくが10なので、23点のＨＰロス！

バニィ：あ、それなら耐たえられます。ＨＰの残りは９点ですわ。

フィンニー：でも、このラウンドの最後に［毒］で……。

バニィ：え？　あっ、本当ですわ────!?（一同笑）

ジェイス：ともあれ、次は私だな。《ジョイフルジョイフル》をフィンニーに。

フィンニー：じゃあいきます。《アースバレット》のみで。ていっ！（ダイスを振る）んー、ちょっと駄目だったな……11だから21！

ＧＭ：しかし、クリティカルじゃないと避さけられない。（ダイスを振る）やっぱり回避失敗。

フィンニー：（ダイスを振る）39点の魔法ダメージ。

ＧＭ：身体中に突つき刺ささる石飛礫による痛みに再ふたたび咆哮を上げるポイズンエイプ。小猿たちを一撃で倒したフィンニーの魔法がボス猿にも襲おそいかかりますが、モブ猿とは違ちがって一撃では落ちない。しかし、バッドステータスの［スリップ］を受けて、その場にドスンと尻もちをついてしまう！

フィンニー：今です！　ルードさん、やっちゃってください！

ルード：任まかせろっ！　ムーブでボス猿のエンゲージまで移い動どう。マイナーが《スマッシュ》で、メジャーが《バッシュ》。いくぜっ！

ＧＭ：ちょっと待ったっ！　ルードが大きく剣を振ふりかぶったところで、ポイズンエイプが三度咆哮を上げます！　《威い嚇かくの吠ほえ声ごえ》というエネミースキルを使用！　判定のダイスを一個減へらしてください。

ルード：な、なにぃ!?　（ダイスを振る）おっ！　でも、ダイス目はいいぞ。命中は15！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメ！　回避失敗！　ダイスを減らした意味がないっ！

ルード：よしっ！　ダメージいきます！　せーの……（ダイスを振る）……うわーっ、１が多い！

フィンニー：いや、でも平へい均きんじゃないですか？（笑）

ルード：あっ、本当だ（笑）。ダイス目が22だから、物理ダメージで44点です！

ジェイス：本当に平均だ（笑）。

ＧＭ：そのダメージではまだ倒れません。

ジェイス：……ということは、クリンナッププロセスか？

フィンニー：まさかそんな、バニィさんが死んじゃうなんてこと（笑）。

バニィ：では、その一撃を見て「よくやりました……ルードさん」とふっと微笑ほほえんで倒れます（一同笑）。

ジェイス：あっ、いや。ちょっと待ってもらおう。最後にイニシアチブがもう一回来る。そこで《クイックヒール》だ。

バニィ：あ！　た、助かりましたわ（笑）。

ＧＭ：おっと、魔ま術じゆつ判定はしてください。ファンブルしたら発動しないですよ？（笑）

ジェイス：（ダイスを振る）判定は成功。ファンブルなんてするはずないじゃないか。

ＧＭ：ちっ（一同笑）。

ジェイス：（ダイスを振る）というわけで、バニィの【ＨＰ】を23点回かい復ふく。

ＧＭ：では、［毒］を受けている人は10点減らしておいてください。

ジェイス：まずい、これはまずいっ！




●第２ラウンド

▼行動値

　ボスポイズンエイプ　　　９

　フィンニー　　　　　　　８

　バニィ　　　　　　　　　７

　ジェイス　　　　　　　　７

　ルード　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、次のラウンドです！　セットアップでボス猿が《召喚：ポイズンエイプ》を使って、小猿──ポイズンエイプを召喚！　ボス猿が「ウホウホウホ」と奇き妙みような声を上げると、ガサガサと茂みを掻かき分わける音がします。

一同：また出たぁ[image: ][image: ][image: ]っ！

ＧＭ：というわけで……（ダイスを振る）モブ猿が三グループ出現。これは召喚したエネミーと同じエンゲージに配置されます。ルードの目の前にバババッと。

ルード：三体も来るの!?　か、囲まれたぁ────！

ＧＭ：ほかにセットアップのある方は？

一同：ないでーす。

ＧＭ：では、行動値９でボス猿の行動。ルードを殴なぐる！　マイナーで［スリップ］を解除して、メジャーで殴ります！　ボスパンチ！

ジェイス：分かりやすい技名だ（笑）。

ＧＭ：身体からだを大きくひねって、拳こぶしをフックぎみに振ふり下おろします………（ダイスを振る）うわっ、低ぅっ!?　ダイス目５だから13!?

フィンニー：これならかわせるかも！

ルード：よーし、こっちは２Ｄ＋４！　よっ！（ダイスを振る）うわっ！　ダイス目が５!?

ＧＭ：ダメージは22＋４Ｄで……（ダイスを振る）……34点！

ルード：【物理防御力】なら16あるぜ！

ジェイス：《プロテクション》もある！　（ダイスを振る）なかなかいい。20点軽減だ。

ルード：それならノーダメージですよ！（笑）

ＧＭ：げっ！　ルードに直撃したかと思われたボス猿の拳が、ジェイスの作りだした魔法の障しよう壁へきによって弾はじかれる！　ちっ！　これでダメージを与えたら、［毒］の効果強度が３に上がったのに……。

ルード：あ、危ねぇ～。

ジェイス：さあ！　こっちの番だ！　フィンニー君、やってくれ。

フィンニー：《マジックブラスト》＋《アースバレット》！

ＧＭ：あ、そこで吠ほえます。《威嚇の吠え声》を使用！　ダイスを一個減らしてください。

フィンニー：２Ｄ＋10になっちゃった（笑）。

ジェイス：それでも十分だろう（笑）。

フィンニー：とにかく、いきまーす。（ダイスを振る）命中は17です。

ＧＭ：それでもクリティカルのみか……（ダイスを振る）……げぇ──っ、ファンブル!?

フィンニー：やったー！（笑）




　フィンニーの魔法を受けたポイズンエイプのボス猿は、威嚇の咆哮を上げた姿し勢せいのまま、その場にどうと倒れた。

　なお、ラウンドの最初に召喚された小猿たちもフィンニーの魔法を回避できず、一掃されてしまったことを書かき添そえておこう。

　合がつ掌しよう。







◆Middle 15◆試練への挑ちよう戦せん




　ポイズンエイプから受けた傷きずを治したルードたちがさらに森の奥おくへと進むと、円形に開かれた広場のような場所へとたどり着いた。

　その広場の中心には石いし造づくりの建物。

　木々の間から見みえ隠かくれしていた神殿が、ようやくその姿すがたを現わした。




ＧＭ：それでは次のシーン。みなさんは、ようやく〝エッツェンの森〟の奥おく深ふかくにひっそりと建てられている神殿へと到着します。神殿を組み上げている石の様子からすると、かなり古い時代に建てられたもののようです。そして、みなさんの前にはやはり石でできている扉とびらがあり、それがぴっちりと閉とざされています。

ルード：ここが神殿か……。

フィンニー：どうやれば開くんです？

ルード：分からない。ちょっと調べてみよう。

ジェイス：不用意に近づくんじゃない！　まずは──。

ＧＭ：と、ジェイスがルードを止めようとした時、ルードの持つ紅炎剣プロミネンスの刀身が赤く輝かがやき、それとともに扉がごごご──とゆっくり開いていきます。

ルード：おお、すげえ！

ＧＭ：扉の向こうには長い通路が続いていて、まるでみなさんを誘さそうように、ぱっ、ぱっ、ぱっ……と手前から奥の方へと明かりが灯ともっていきます。

ルード：かっこいい！

バニィ：なかなかの仕掛けですわ。

フィンニー：とりあえず、中に入りましょう！

ジェイス：そうだな。それはそれとして、先頭を歩くのはバニィの役目だ！（笑）

バニィ：シーフですからね（笑）。

ルード：じゃあ、バニィさんに続いてその通路を歩いていきます！




　バニィを先頭に、石造りの通路を警けい戒かいしながら進んでいくルードたち。

　途と中ちゆうに扉や分ぶん岐き路などはなく、やがて四人は大きな部屋の前へとたどり着いた。




ＧＭ：その部屋をのぞき込こむと、そこは正五角形になっています。その一辺の真ん中に通路は続いていました。残りの四つの辺の真ん中にはすべて扉があり、それぞれの扉には古い文字でなにか書かれているようです。

[image: ]

ジェイス：五角形の部屋とはまた珍めずらしいな。部屋の中には、ほかになにもないのか？

ＧＭ：部屋の中央に大きな台だい座ざがあります。

バニィ：とりあえず、台座のところまで行ってみましょう。

ルード：そうですね。

ＧＭ：では、みなさんが部屋に入った瞬しゆん間かん、身体にずしりとしたプレッシャーのようなものを感じます。

ルード：おっ、なんだこの感覚！

ＧＭ：そして、どこからともなく声が響ひびきます。「この神殿にいかなる用か？」

ルード：この紅炎剣プロミネンスに掛けられた呪いを解ときに来ました！

ＧＭ：「では、まずは台座の前まで進むがよい」

ジェイス：さあ、行きたまえ、ルード君。キミの出番だ（笑）。

ルード：分かりました！

ジェイス：私たちはここから見守るとしよう（一同笑）。

ルード：えぇ────っ！　一緒に行きましょうよ。

ジェイス：ここはルード君の魔剣にまつわるものだからな。それに、四人で行ってトラップに引っかかったら大おお損ぞんだろう？　だから、ひとりずつ行くんだ。

フィンニー：みんなで一いつ斉せいにずさっとうしろに下がります。

ルード：あれ!?　なんでオレ、いつの間に一歩前に出てるの!?（一同笑）

フィンニー：（拍はく手しゆをしながら）さすがです、ルードさん！

ジェイス：（拍手をしながら）すばらしい勇気だ！

ルード：……み、みんなの拍手に応こたえるために、オレがんばるよ！（笑）




　乗せられやすいルードであった。




ルード：じゃあ、台座まで行きます！

ＧＭ：大丈夫。何事もなく台座まで行くことができますから（笑）。

ルード：よかった、ほっ……（一同笑）。

ＧＭ：するとまたどこからか声が聞こえてきます。「剣の呪いを解きたくば、汝なんじらは試練を受けるがよい」

ジェイス：試練、来たぁ──────っ！（一同笑）

ＧＭ：よく見ると、台座の四方には四つの丸いくぼみがあります。

ルード：……くぼみ？

ジェイス：くぼみが四つ、部屋が四つ。おそらくすべての部屋を回って、ここにはめ込こむためのアイテムを集めろということだな。

ルード：ジェイスさん、さっすがー！

ジェイス：うむ。だからまず、キミがあの扉を開けるんだ。

ルード：ええーっ！　そうなのー!?　いやオレは……って、またみんながうしろに下がってるー!?（一同笑）




　みずからピンチを演出する男──ルード・ヴェルフェ。




バニィ：じりっ、じりっ（笑）。

ルード：オレが一番前って、何かおかしくない!?（笑）

ＧＭ：「汝ら、各部屋の試練を受け、すべての石をここにはめたまえ」またまた声が聞こえてきます。

ジェイス：定番すぎて親近感さえ湧わくな（笑）。

ルード：親近感？

ジェイス：うん。実はこういうダンジョン、大好き（笑）。

フィンニー：じゃあ、ジェイスさん。さっそく試練に挑戦ですっ！

ジェイス：いやいや。私は自分でこういうダンジョンを作るのは好きなんだが、やられるのは嫌なんだよ。だから、行くのだ！　バニィ君!!

バニィ：いやいや、みんなで行きましょうよ（笑）。




　まったくだ。




ジェイス：では仕方ないな。扉を見てみるか。

ＧＭ：それぞれの扉を見ると、〝忍にん耐たいの間〟、〝俊しゆん敏びんの間〟、〝戦闘の間〟、〝英知の間〟と書いてあります。

ルード：〝英知の間〟？　なんか、嫌いやな予感がするぞ。

ＧＭ：そして、先ほどの重じゆう圧あつのようなものをルール的に説明しますね。

フィンニー：演出じゃなかったんだ！

ＧＭ：演出じゃないですよ（笑）。とゆーことで、現げん在ざい、この部屋に入ったみなさんは五つのペナルティを受けています。

フィンニー：ペナルティ？

ＧＭ：はい。そして、台座に石を一個ずつはめるたびに、任にん意いのペナルティをひとつずつ消すことができます。

ジェイス：石が四つでペナルティ五個ってどういうことだ！

ＧＭ：どれかひとつだけは消せないということ。つまり、クライマックスでは最低でもひとつのペナルティを受けた状じよう態たいで戦うってことです（笑）。

一同：なんだって────っ!?

ＧＭ：ちなみに、試練に失敗してもシナリオ的には問題ありませんが、ペナルティが消せない状態で先に進むことになります。

ジェイス：ということは……。

ＧＭ：試練に失敗すればするほど、クライマックスの戦闘が大変になるということです（笑）。

一同：うわぁ─────っ！

ルード：みんな！　がんばって、試練を乗り越えよう！（笑）

バニィ：ところで、そのペナルティってどんなものなんですか？

ＧＭ：では説明します。まずひとつ目！




①ＰＣが対象に与える物理ダメージと魔法ダメージが常つねに０




ジェイス：ふざけんな！（笑）

ルード：攻撃が効きかないってことだよね？

ジェイス：これは消さないと話にならんな。

ＧＭ：ふたつ目はこれ！




②フェイトの使用不ふ可か




バニィ：なければないで、なんとかなりそうですけど……。

ジェイス：ちょっと厳きびしいかな？

ＧＭ：で、三つ目！




③あらゆるリアクションの判定にマイナス１Ｄ




ルード：これだったらまだマシかな？　《バーサーク》を使うと、攻撃を避よけることができなくなるし（笑）。

フィンニー：それはルードさんだけです！

バニィ：わたくしも《バタフライダンス》があるので、回避だけはなんとかなりそうですわ。

ＧＭ：そして、四つ目！




④シーンの終しゆう了りよう時、もしくはクリンナッププロセスに10点のＨＰロスを受ける




ジェイス：おい、［毒］じゃねーか（笑）。

ＧＭ：効果は一緒ですけど、バッドステータスではないので、スキルなどでは打ち消すことができませんけどね（笑）。最後は──。




⑤シーンの終了時、もしくはクリンナッププロセスに10点のＭＰロスを受ける




ＧＭ：四つ目のＭＰ版です。

フィンニー：これが一番きついかも……。

バニィ：ですね。まずはＭＰロスをなんとかしませんと。

ＧＭ：ちなみに、どの部屋から挑戦してもＯＫですし、試練をクリアした時にどのペナルティを消してもＯＫです。ただし、全員が部屋に入らないと試練は始まらないのでよろしく！

ジェイス：つまり、受けているペナルティと挑戦する試練のことを考えて攻こう略りやくの順を考える必要があるというわけだな。

ルード：まずは判定だけで、なんとかなりそうなのを選びましょう！

ジェイス：〝戦闘の間〟は論ろん外がいとすると、〝俊敏の間〟か〝英知の間〟かな。〝忍耐の間〟はダメージを受けそうな気がする（笑）。

フィンニー：じゃあ〝俊敏の間〟にしましょう！

ＧＭ：では、〝俊敏の間〟へみなさんをご案内[image: ][image: ]。







◆Middle 16◆蝶ちようを捕つかまえろ！




　四つの試練のひとつ〝俊しゆん敏びんの間〟。

　ルードたちがその部屋の前に立つと、扉が音を立ててゆっくりと開いていく。

　その部屋の中には──。




ＧＭ：では、〝俊敏の間〟の部屋を恐おそる恐るのぞき込こむと、そこにはたくさんの蝶がパタパタと羽ばたいているのが見えます。「この部屋の中で飛んでいる蝶を捕とらえてみせよ」どこからかまた声が聞こえてきます。

ジェイス：あれを捕まえろってことか？

ＧＭ：はい。蝶をうしろから追いかけて捕まえるか、回まわり込んで捕まえるかのどちらかを選せん択たくすることができます。

ジェイス：全員やるの？

ＧＭ：全員です。フェイトが使えないことはお忘わすれなく。なお、うしろから追いかける場合は【敏びん捷しよう】、先回りして捕まえる場合は【知力】となります。難なん易い度どは９です。

一同：【知力】!?

ルード：それだったら、フィンの得意分野じゃないか。

フィンニー：やったぁ。

ジェイス：ははは、両方とも３だ……。

ルード：しかも、今はフェイト使えないよな。

ＧＭ：このどちらかの判はん定ていに全員が成功すると、試練は終しゆう了りようとなります。

一同：全員っ!?

ジェイス：判定に失敗した場合はどうなるんだ？

ＧＭ：そこであきらめたら試練は失敗になりますが、何度でもやり直すことができます。ただし、やり直した人はやり直すたびにＨＰロスとＭＰロスを受けることになりますが。

ルード：うわー、厳きびしいー！

フィンニー：あたしは【知力】にすれば２Ｄ＋７でいける。

ルード：ジェイスさんやばくない!?（笑）

ジェイス：あぁ、どちらの能のう力りよく値ちを使っても６以上だ。

フィンニー：ジェイスさんは最後で！　きくたけさんは最後！（笑）

ルード：じゃあ、誰だれからいく？

フィンニー：あたしからいきます！　【知力】が７ですから……（ダイスを振ふる）……10！　達成値は17で成功です！

ルード：さすが！

フィンニー：えいっ。蝶の動きを読んで先回りしました。（両手で蝶を捕まえる真似をしながら）ぱしっ！

バニィ：では、次はわたくしが……。【敏捷】で判定します。えいっ！（ダイスを振る）……ダイス目６で達成値11ですから成功しましたわ。しゃっ！　バニィバタフライキャッチ！（一同笑）




　そのままの技わざ名である。




ＧＭ：ではルード！

ルード：はい！　せーのっ……！（ダイスを振る）おっ、いった。ダイス目７だから12！

ＧＭ：はい、ルードは成功ですね。

フィンニー：ダイス目は平均ですけどね（笑）。

ルード：ほっといてください（一同笑）。

バニィ：では、最後は問題のジェイスさんですわね。

ＧＭ：能力値はどちらを使います？

ジェイス：【知力】で先回りしよう。蝶には蝶ちよう道どうというものがあって、常つねに同じ場所を飛び続けているのだよ。ゆえに蝶の動きを観察し続けることで──。

フィンニー：いいから早く振ってくださいっ！（一同笑）

ジェイス：いいじゃん。ちょっとくらい語らせてくれても（笑）。

ＧＭ：いいから振れ（笑）。

ジェイス：むぅ！　蝶道は……ここだ！（ダイスを振る）……おっ！　出た!!　６!!

一同：おおおおおおおお～！（拍はく手しゆ）

ルード：すごい、一発だよ、一発！

ジェイス：……死ぬかと思った。人生で最大のピンチだった。




　しょうもない最大のピンチである。




ＧＭ：では、みなさんが捕まえた蝶は緑色の光へと変わり、ルードのところへと集まっていきます。そして、集まった光が一ひと際きわ輝かがやくと、緑色の石へと変わります。

ルード：おっ、石になった！

バニィ：変へん態たいというやつですわ。

ルード：オ、オレは変態じゃないよ？

フィンニー：ルードさんのことじゃありません（笑）。




　あくまでも、幼よう虫ちゆうがサナギになったりするという意味での変態である。

　いや、蝶の成虫は石に変態しないが……。




ルード：じゃあ、さっそく台だい座ざにはめてみます。

ＧＭ：おっと、その前に全員、10点のＨＰロスとＭＰロスを受けてください。

ジェイス：ペナルティを消すまで、これを毎回受け続けるのか。けっこう痛いな。

ＧＭ：でも、試練をクリアした時にクリアボーナスをもらえます。〝俊敏の間〟のクリアボーナスによって、全員のフェイトが１点ずつ回かい復ふくします。

ジェイス：おお、それはうれしい。

ＧＭ：さて、ではどのペナルティを消しますか？

フィンニー：どれを消します？

バニィ：ここはＭＰロスを消しておいた方がいいかと。

ルード：そうですね。じゃあ、ＭＰロスを解かい除じよします！

ＧＭ：そうすると、身体からだに感じていたプレッシャーのようなものが、ふっと少しだけ軽くなったような気がします。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ルード：とりあえずひとつ目の試練をクリアしたぞ。残り三つ！







◆Middle 17◆耐たえろ！　耐えるんだっ！




　かろうじて〝俊敏の間〟の試練を乗のり越こえたルードたち。

　続いて彼かれらが選んだ部屋は──。




バニィ：さて、次はどこにしましょう？

ジェイス：簡かん単たんそうな〝忍にん耐たいの間〟にしようじゃないか。

ルード：じゃあ忍耐で！

バニィ：今度は、どんな試練でしょうか？

ルード：ごくり……。

ＧＭ：それでは〝忍耐の間〟の扉が開きます。と、部屋の奥おくに砲ほう台だいが設せつ置ちされているのが見えます。

バニィ：こ、これは……攻こう撃げきを受けて耐えろってこと？

ジェイス：それは忍耐じゃないだろう！（笑）

ＧＭ：そして、またしても声が聞こえてきます。「砲台に攻撃を当て、はめ込こまれている赤き石を手に入れてみせよ」

ルード：攻撃？

バニィ：でも、我われ々われは現げん在ざいダメージを出せないのでは？

ＧＭ：いえ、攻撃を命中させればオッケーです。

バニィ：なるほど。命中させれば……あ、射しや撃げき攻撃でもよいのですか？

ＧＭ：ＯＫです。ただし、砲台は自身が熱を発しているせいか陽炎かげろうに包まれていてモヤモヤとぶれて見えているため、砲台にエンゲージしていない状じよう態たいで攻撃した場合、命中判定の達成値がマイナス５されてしまいます。

ジェイス：……マイナス５か。ちょっと大変だな。

ルード：砲台からは攻撃してくるんですか？

ＧＭ：もちろんします（笑）。ただし、この砲台はエネミーではなくトラップですので、適てき当とうなタイミングで作動します。

ルード：適当なタイミングって？

ＧＭ：それは秘ひ密みつです（笑）。

ジェイス：砲台までの距きよ離りは？

ＧＭ：20メートルですね。

ジェイス：結けつ構こう遠いな。

ＧＭ：なお、砲台に攻撃を当てるためには、難易度13の命中判定に成功する必要があります。そして、この部屋はラウンド進行で行ないます。

ジェイス：回かい避ひはしないんだ。

ＧＭ：しません。命中判定の達成値が13以上で命中となります。




●第１ラウンド

▼行動値

　フィンニー　　　８

　バニィ　　　　　７

　ジェイス　　　　７

　ルード　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：とゆーことで、セットアッププロセス！

一同：……。

ＧＭ：──で、行動する人はいないようなので、フィンニーから！

フィンニー：はーい、まずは《アースバレット》で攻撃してみます。命中は３Ｄ＋10！

ジェイス：マイナス５しても、十分命中しそうだな。

フィンニー：てい！（ダイスを振る）あっ、クリティカル（一同笑）。６、６、５でした。

ジェイス：どーん！（笑）




　フィンニーが放った《アースバレット》は、見事に砲台に命中！

　ペナルティのためにダメージを与あたえることはできないが、その衝しよう撃げきで砲台にはめ込まれている赤い石がコロンと床ゆかに落ちる。それと同時に砲台の機き能のうがすべて停止した。




ジェイス：あの石を取りに行かないといけないのか？　どう見ても罠わながありそうだが。

バニィ：ど、どうぞどうぞ。

ジェイス：こういう時はシーフが行くべきだろう（笑）。

ルード：いつもバニィさんが解除するもんね（笑）。

ジェイス：走れー、バニィー（笑）。

バニィ：でもわたくし、全力で走っても12メートルしか進めないのですが……。

フィンニー：ということは、赤い石を取りに行くのに20点のＨＰロス。戻もどってくるのに20点のＨＰロス？

バニィ：ＨＰが40点減へると、戦闘不ふ能のうになってしまいますわ（笑）。

一同：駄目じゃんっ！

フィンニー：なにか方法は……あっ！　《フライト》って移い動どう力が上がりますよね？

ＧＭ：上がりますよ。移動力が５メートル増ふえます。

一同：それだっ！

ジェイス：一番移動力が高いのは誰だ？

ルード：オレが一番じゃないかな。11なんで。

バニィ：なら、ルードさんに《フライト》を掛かければ、２ラウンドで往おう復ふくできますわ。

ルード：うんうん。いける、いける！

ジェイス：ルード君、キミの出番だ。やはり、神はキミを選んだ。

フィンニー：でもあたし、もう行動終わっちゃってますよ。

ジェイス：ふっ、そこは私に任まかせたまえ。《ジョイフルジョイフル》がある。

ルード：おおぉ！

ジェイス：ということで、フィンニー君に《ジョイフルジョイフル》！（ダイスを振る）判定は成功。

フィンニー：じゃあ、ルードさんに《フライト》！（ダイスを振る）あたしも成功です！

バニィ：そしてルードさんがダッシュ！

ルード：おうっ!!

フィンニー：ルードさん！　いっけぇ─────!!




　砲台へ向かって、宙を翔かけていくルード！

　だが、試練はそれほど甘あまくなかった。




ＧＭ：ルードが砲台にエンゲージした瞬しゆん間かん！

ルード：な、なんだっ!?

ＧＭ：とゆーことで、難易度14の【感知】判定を振ってください（笑）。

ルード：【感知】!?

ジェイス：ふっ、やはりトラップがあったか（笑）。

ルード：笑いごとじゃないですよっ!!




　まったくである。




ルード：（ダイスを振る）ダイス目は７だから……駄目だ。判定は失敗！

ＧＭ：では、砲台の前に設置されているイリュージョンで隠かくされていたエネルギーバリアに衝しよう突とつします！

ルード：ぐわぁ──────っ！

フィンニー：ルードさんっ！

ＧＭ：魔力で編まれた障壁が、ルードの身体を焼いていきます！　２Ｄ＋15点の〈火〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージ!!

フィンニー：ルードさんが死んじゃうっ！

ジェイス：大だい丈じよう夫ぶ！　それくらいのダメージなら死にはしないぜ！

ＧＭ：（ダイスを振る）あ、10が出た。ダメージは25点ね（笑）。

ルード：高いって！

ジェイス：安心したまえ。《プロテクション》！（ダイスを振る）……おや？　５Ｄ振って１が三つってどういうことだ？

ルード：今度は低っ!!（一同笑）

ジェイス：すまん。８点しか軽けい減げんできない。

ルード：大丈夫っす！　まだＨＰは45点残っていますんで。

ＧＭ：では、ここで戦闘不能にはならなかったので、メジャーアクションで石を拾うことができますよ。

ルード：よしっ！　赤い石、ゲット！

ＧＭ：そしてクリンナッププロセスですので、全員10点のＨＰロスを受けてください。あ、ルードはエネルギーバリアに接触しているので、クリンナッププロセスにさらにダメージを差し上げます（笑）。

ルード：な、なんだって！

ＧＭ：（ダイスを振る）11点の〈火〉ダメージです。

ルード：魔法防御力を引くと──残りＨＰは30点！　ま、まだなんとか大丈夫っす！




　確かく実じつにＨＰが減へっていくルードたち。

　だが、《フライト》が掛かかっているルードならば、１ラウンドで戻ってくることができる。

　もっとも、次のラウンドのクリンナッププロセスに、またしても10点のＨＰロスを受けるのだが──。




一同：うわぁ、死ぬぅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！




　瀕ひん死しの状態でなんとか台座へとたどり着ついた一行は、手に入れた赤い石をはめ込こみ、〝忍耐の間〟も無事にクリアすることができた。

　ちなみに今回消したペナルティは10点のＨＰロスである。




ジェイス：しかし、戦闘よりも厳しい試練だった……。

ルード：まったくです。

ＧＭ：はっはははは（笑）。それでは、次の試練へと参りましょう！







◆Middle 18◆すばらしい英知です！




　次にルードたちが選んだのは〝英知の間〟。

　ジェイスの《ヒール》や〝忍耐の間〟の報ほう酬しゆうとして手に入れたハイＭＰポーションなどを使用してＨＰやＭＰを回復した一行は、〝英知の間〟へと入っていく。

　この時、ジェイスのみが漠ばく然ぜんとした不安を感じていた。




ＧＭ：というわけで、次のシーン。選んだのは〝英知の間〟ですね。

ルード：英知は【知力】での判定？

ジェイス：いやあ、【知力】なんて関係ないと思うぞ（きっぱり）。

ルード：ホントに？

ジェイス：おそらくな。

ルード：よーし、じゃあ行ってみましょう。




　恐る恐るルードが部屋の中をのぞくと、そこにいたのは羽の生えた妖よう精せいが一匹ぴき。




ルード：妖精？

ＧＭ：（甲かん高だかい声で）「ようこそ、いらっしゃいましたぁ──っ！」

ルード：テンション高っ！（一同笑）

ジェイス：ですよねー。そう来ると思ったよ……。

ルード：知ってるんですか？

ジェイス：あぁ、〝英知の妖精〟という妖精でな。




英知の妖精

　かつて『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に登場したクイズの顕けん現げんたる妖精である。

　ダンジョンの中に住み、ＰＣたちの英知を試ためすためにさまざまなクイズを出すことを生きがいとしている。〝リドルの妖精〟とも呼ばれている。
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ジェイス：よりにもよってこいつかよ……。

ＧＭ：きくたけさんが出したキャラじゃないですか。

ジェイス：私は自分で問題を出すのは大好きなんだけど、自分で問題に解答するのは大っ嫌きらいなんだよ！（笑）

バニィ：なんという理り不ふ尽じん！

ＧＭ：（無視して）「〝英知の間〟へようこそー！」

フィンニー：あなた、アルディオン大陸に行ったんじゃなかったんですか？（笑）




　英知の妖精は、エンターブレインから発売されている『アリアンロッド・サガ　ファンブック Fellowship of Stone』のＣＤドラマにも登場している。フィンニー役の小こ暮ぐれさんは、このドラマに出しゆつ演えんしていたため、英知の妖精について知っていたのだ。




ＧＭ：「いやー、アルディオン大陸から帰ってくるの大変でしたよぉ」

ジェイス：帰ってこなくていいよ、お前は！　向こうにいろよ、迷めい惑わくなんだよ！（笑）

ルード：あっ！　あのクイズを出してきた妖精さんか！

ＧＭ：「よくぞお分かりで！　すばらしい、すばらしい英知です！」

ジェイス：（投げやりに）うん、ありがとう。知ってる知ってる（一同笑）。

ＧＭ：「ということで、これからクイズをお出しします。なお、解かい答とうできるのはひとり一回のみです。誰がどのクイズに答えてもいいし、みなさんで相談していただいてもかまいません。また、クイズを聞いたあとに、誰が答えるかを決めていただいても結構です！」

フィンニー：相談してもいいんだ。

ＧＭ：「ただし！　一度解答した方は正せい解かい、不ふ正せい解かいに限かぎらず、以後相談に参加することはできませんのであしからず」

ルード：えー、そうなのー!?

ＧＭ：「でなければ、クイズの得意な人が全部答えてしまうじゃないですか」

バニィ：まぁ、そうですわね（笑）。

ＧＭ：「クイズは全部で四問。このうちの三問正解で、試練クリアとさせていただきます」

フィンニー：一問は間ま違ちがってもいいわけですね。

ジェイス：お前、ずいぶんと優やさしくなったな（笑）。

ＧＭ：「わたくしも大変だったのでございますよ（笑）。では、最初の問題です！」

ルード：じゃじゃん♪（効こう果か音おんらしい）

ＧＭ：「まずは小手調べということで、普通のクイズです。そこは地の底の国。戦いくさも飢うえも病やまいもなく、誰もが安らかに眠ねむることができる場所。そはいずこ？」

ジェイス：（右手を挙げて）はい！

ルード：え？　もう分かったの!?

ジェイス：このクイズには私が答えよう。答えは簡かん単たん──墓ぼ地ちだ。

ＧＭ：「正解！　すばらしい！　すぅばらしい英知です！」

ルード：ぴんぽんぴんぽーん♪

ジェイス：ふーっ！　あとはみなさんの解答を見守るだけだな（笑）。

ルード：高みの見物かよ！

ジェイス：だって、相談できないルールだから、そうするしかないんだよ？

ルード：くそー。

フィンニー：（手を挙げて）はい！　問題を文章で見せてください。問題の内容をきちんと整理して解答したいです！（笑）

ＧＭ：「申しわけございませんが、文章をお見せすることはできません！　なにしろ、すぐ近くに答えが書いてありますもので」（一同笑）

フィンニー：うー……。

ルード：大丈夫、うちのフィンは頭がいいんだ！　【知力】がこんなにある！

ジェイス：問題はな──ＰＣの能力値の【知力】は関係がないんだ（一同笑）。

ＧＭ：「では、第二問をお出しいたします」

ルード：じゃじゃん♪

ＧＭ：「これも単たん純じゆんなクイズです。〝お〟をつけると水になる酒はなんでしょう？」

フィンニー：……水に？

一同：うーん……。

ＧＭ：「ちなみに、お魚の鮭さけではありません、アルコールドリンクのことです」

フィンニー：水に〝お〟をつけたら汚お水すいになっちゃう（笑）。

ルード：そんな水やだよ！　そもそも酒じゃないし！

ジェイス：……あ！

ルード：分かった!?

ＧＭ：「残念！　ジェイスさんはもう解答していますので、答えることができません」

ジェイス：ちっ！

ＧＭ：「相談するのもなしですので、あしからず」

ジェイス：みんな、がんばるんだっ！　これはそんなに難むずかしい問題じゃないぞ！

一同：えぇ───っ！

バニィ：答えが分かった人はみんなそう言いますけど、こういうのは分からない人にはまったく分かんないんですよ。




　当たり前です！




ルード：お酒、おウイスキー、おワイン……。どれも違ちがうよなぁ。

バニィ：おビール、おウォッカ、お焼しよう酎ちゆう……。




　いろいろな酒の名前に〝お〟をつけていくが、なかなか答えが出てこない。

　そして、クイズを出してから一〇分ほど経たった頃ころ。




ＧＭ：「そろそろ時間切れといたしますが、よろしいでしょうか？」

一同：えぇ────っ！

ＧＭ：「それでは、カウントダウン！　一〇、九、八、七」

フィンニー：あっ！　あっ、待って！　お酒でしょ？　……〝冷や〟じゃないですか？

一同：ああ───っ!!

フィンニー：〝冷や〟って燗かんをしていないお酒で、〝お冷や〟は水のことですよね！

ＧＭ：「ブラボォ────!!　すばらしい英知です!!」

フィンニー：これでよかったんだ！　よかったぁ。

ルード：……バニィさん、残るはオレたちだけですよ？

バニィ：なんてことでしょう！　おバカ決定戦になってしまいましたわ！

ルード：てことは、最後まで答えられなかった方がこのギルドで一番おバカ!?（一同笑）

ＧＭ：「そのとおり！　さすがはギルドマスター、すばらしい英知です！」

ジェイス：バカにしてるだろ、お前（笑）。

ＧＭ：「そのようなことはございません。さて、ここまではサービス問題。ここから先は、問題がどんどん難むずかしくなってまいります！」

ルード：マジで!?　答えられないじゃん！（笑）

フィンニー：でも、あと一問正解でクリアです！

ＧＭ：「そのとおり。すばらしい、すばらしい英知です！　あと一問正解で試練はクリアです。それでは、問題です！」

ルード：よし、こいっ！

ＧＭ：「あなたは相乗り馬車の御ぎよ者しやです。あなたの馬車に最初の停てい留りゆう所じよで、三人が乗ってきました───」

ジェイス：ぶっ！（笑）

ルード：あ、このパターンの問題は知ってるぞ！

ＧＭ：「次の停留所でふたりが降おり、ひとりが乗ってきます。次の停留所では、ふたり降り、ひとりが乗ってきました」

バニィ：あわわわわ……（慌あわててメモする）。

ルード：バニィさんは馬車の人数を数えてください。オレは停留所の数を数えます！

バニィ：わ、分かりましたわ。

ＧＭ：「次の停留所では誰も降りず、三人が乗ってきました。次の停留所では、ひとり降り、ふたり乗ってきました───」

ルード＆バニィ：……（計算している）。

ＧＭ：「さて、相乗り馬車の御者の髪かみの色は何色でしょう？」

ルード＆バニィ：えぇぇぇぇぇ──────!?




　見事に硬こう直ちよくするふたりであった。




ルード：だ、駄目だ。まったく分からない。髪の色なんて言ってたっけ？

バニィ：わたくしも覚えていませんわ。

ＧＭ：「残念！　それではこの問題は不正解ということに……」

フィンニー：もう、なんでもいいから言っちゃいましょう！　運がよければ当たるかもしれません！（笑）

バニィ：じゃあ、堕だ天てん使しブルー？




　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。

　そして────。




ジェイス：そんなわけねーだろっ!!（一同爆ばく笑しよう）

ルード：だ、だ、堕天使ブルー？（一同笑）

ＧＭ：「すばらしい英知には……ほど遠とおい答えですね」

バニィ：で、では黒です！

ＧＭ：「その理由は？」

ジェイス：理由いるの？

ＧＭ：「もちろんですよ！」

バニィ：わ、分かりませんわ……。

ＧＭ：「残念っ！　正解は金、あるいはブロンドです！」

バニィ：な、なぜ？

ＧＭ：「あなたは相乗り馬車の御者です。分かりますか？　あなたです！　つまり、バニィさんが答えた場合は、バニィさんの髪の色が正解となります！」

ルード：……ああっ！（ぽんと手を打つ）

バニィ：ならば……わたくしの髪の色が堕天使ブルーであれば正解ですわ！（一同笑）




　どんな色だ。




バニィ：ちなみに、『堕天使BLUE』というのは某ぼうアニメの主題歌ですわ。




　説明、ありがとうございます。




ＧＭ：「ということはバニィさんは不正解。残るはぁ、ルードさんのみとなりました！」

ルード：お、おうっ！

ＧＭ：「次のクイズにルードさんが正解すれば試練はクリア！　しかし、不正解の場合は〝英知の間〟の試練は失敗、ということになります！」

ジェイス：責せき任にん重大だな。

フィンニー：ルードさん、がんばって！

ルード：がんばりますっ！

ＧＭ：「それでは問題です。この問題は一分以内にお答えください！」

ルード：時間制限つきっ！

ＧＭ：「あなたは狼おおかみと羊を連れ、キャベツを運んでいます」

バニィ：こ、これは……!?

ＧＭ：「目の前には河かわ、岸辺にはボートが一艘そう───」

ジェイス：やっぱりその問題か（笑）。

ＧＭ：「ボートにはあなた以外に狼か、羊か、キャベツしか乗せることができません。しかし、あなたがいなくなると羊はキャベツを食べ、狼は羊を食べてしまいます。さて、あなたが河を渡わたるためには、最低で何回ボートで行き来する必要があるでしょう？」

ルード：えぇ───────っ！　さすがに答えまで覚えてないよ。一分以内に答えるなんてムリだって！

ＧＭ：……（時計を見ている）。

ルード：えーっと、まず羊を連れて行ってから戻ってきて……。

ＧＭ：「……あと三〇秒です！」

ルード：次に狼だっけ？

ＧＭ：「……あと一〇秒ですっ！」

ルード：ムリ、やっぱりムリだって！　こんな短い時間で答えられるはず……あっ！　分かったかもしれない。

ＧＭ：「……はい！　時間切れです！　ルードさん、答えをどうぞっ!!」

ルード：確かく認にんだけど、狼か羊かキャベツをひとつしか持っていけないんですよね？

ＧＭ：「はい、そのとおりです！」

ルード：で、ひとりで渡っちゃった場合は？

ＧＭ：「あなたがいなくなると、狼は羊を食べ、羊はキャベツを食べてしまいます！」

ルード：で、オレが河を渡る回数ですよね？

ＧＭ：「そのとおりです！」

ルード：なら、一回だ！

ＧＭ：「それはなぜですか？」

ルード：オレが渡るだけだから。

ＧＭ：「……」

ルード：……。

ＧＭ：「…………すぅばらしいっ！　すばらしい英知ですっ!!」

ルード：よっしゃあ──────っ!!

フィンニー：ルードさん、すごいっ！

ジェイス：どういうことだ？

ルード：簡かん単たんなひっかけ問題です。オレが渡っちゃえばいいだけなんだから、狼も羊もキャベツも関係ないんですよ（笑）。

ＧＭ：「そのとおり！　問題は〝あなたが河を渡るためには……〟でしたから、ルードさんの答えが正解です！」

ジェイス：なるほど、そういうことか。

ＧＭ：「では、三問正解ということで、〝英知の間〟クリアとなりました！　おめでとうございます。実にすばらしい英知です！」そう言うと、英知の妖精は青い石を渡わたしてくれます。

ルード：これでダメージ０を消すことができるから、戦闘ができるようになりますね！




　さらに試練のクリアボーナスとして、英知の妖精からＨＰポーションを３本、ＭＰポーションを１本受け取った一行は、最後の試練へと向かう！







◆Middle 19◆敵てきはゴーレム




　困こん難なんを乗のり越こえ、三つの試練をクリアしたルードたち。

　ついに四つ目の試練──〝戦闘の間〟に挑戦する。

　一行の前に立たち塞ふさがったのは、岩石でできたゴーレムだった。




ＧＭ：さて、それでは〝戦闘の間〟の試練です。扉の向こうにいたのは一体のゴーレム。身体からだすべてが岩石でできたゴーレムです！

ジェイス：どうやら普ふ通つうの戦闘のようだな。

ＧＭ：ちっちっち！　そんなわけありません。またどこからか声が聞こえてきます。「ひとりでも生き残ることができれば、試練を乗り越えたとみなそう」

ルード：ひとりでも？

ＧＭ：はい。全員が戦闘不能になったら試練は失敗ということです。

フィンニー：それならなんとかなりそうですね。

ＧＭ：この戦闘は、それほど甘くないですよ（笑）。では、戦闘開始！　ちなみに、岩石のゴーレム──ロックゴーレムの行動値は10。距離は10メートルとなります！




●第１ラウンド

▼行動値

　ロックゴーレム　10

　フィンニー　　　８

　ジェイス　　　　７

　バニィ　　　　　７

　ルード　　　　　４

[image: ]




ＧＭ：それではセットアップで、ロックゴーレムが《カウントダウン》というオリジナルのエネミースキルを使用！　自分の頭の上にあるスイッチをゴンと殴ると、ぴっ、ぴっ、ぴっ……と、カウントダウンが始まります。

[image: ]

（戻る＊）

ルード：な、なんだ？

ＧＭ：どんなスキルかといいますと、《ファイナルバースト》というスキルが使用できるようになるものです。

ルード：ど、どうなるの？

ＧＭ：《ファイナルバースト》について知りたい、という場合は──。

ジェイス：エネミー識しき別べつしないといけない？

ＧＭ：もちろん！　他の方のセットアップは？

一同：ありませーん。

ＧＭ：それならば、最初はゴーレムの行動から。ムーブアクションでみなさんのエンゲージに移動。どしゃっ、どしゃっ、どしゃっ！

ルード：おっ、来た！

ＧＭ：そして、マイナーで《スマッシュ》。メジャーで《連続攻撃》！

ルード：なんだかすごい威い力りよくになってそうだ！

ＧＭ：誰を攻撃するかは、ランダムで決定します。（ダイスを振る）ルードですね。

ルード：いいさ、耐たえてやるぜ！

ＧＭ：というわけで攻撃いきます。ロックゴーレムは両りよう拳こぶしを組むと、ルードに向かって思いっきり振ふり下おろす！　どーんっ！（ダイスを振る）おっ、高い。命中19！

ルード：リアクションのダイス１Ｄ減ってるからもうムリだ！

ＧＭ：ですね。そしてここで《スラッシュブロウ》も使用！　ダメージは30＋11Ｄダメージいきます。

ルード：うわーっ！　きついなこれ！

ＧＭ：いきますよー。ざらざらーっと。（ダイスを振る）……よしっ！　けっこう出目がいいぞ！

ルード：４以上がいっぱいあるっ!!

ＧＭ：出目が43だから……73点の物理ダメージです。

ルード：73!?　【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が16だから……57点のＨＰダメージか。次は耐えられない！

ジェイス：《プロテクション》だ！　（ダイスを振る）……お、まあまあ。19点軽減。

ＧＭ：ということは、38点のＨＰダメージ！　巨きよ大だいなハンマーのごとき攻撃がルードに直ちよく撃げき！　さらに《連続攻撃》なので、今度は振ふり下おろした両拳を真上へと跳はね上あげる！（ダイスを振る）命中は14。

ルード：ダイス一個こじゃ、回避できないって！

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ、二回目は低い！　ダイス目が12。５Ｄ振ってるのに[image: ][image: ]！　それでも42点ダメージ。

ルード：ということは……残り【ＨＰ】２点！　な、何とか生きてるぜ。

フィンニー：攻撃するよりも、エネミー識別した方がよさそうですね。

バニィ：そうですわね。さっき使ったスキルの効こう果かも分かりますから。

フィンニー：それじゃあ、離り脱だつして５メートル下がって、エネミー識別！（ダイスを振る）達成値は17！

ＧＭ：おっ、では識別は成功しました。

フィンニー：やった！

ＧＭ：まずは《ファイナルバースト》の説明を───。




　＊に掲載されているデータを参照してくださいませ。




ジェイス：やっぱり自じ爆ばくかよっ！（笑）

ルード：でも、そしたらオレたちの勝ち？

ジェイス：いや、戦闘不能にならないことが勝利の条じよう件けんだ。自爆に巻まき込こまれたら負けだ。

ルード：そ、そうか！

バニィ：……となると、やはり【ＨＰ】を削けずるしかないですわね。

ＧＭ：ちなみにレベルは10、属性はなしで、ゴーレムのご多分に洩れず【物理防御力】の方が高いです。《ファイナルバースト》以外に取得しているスキルは、《スマッシュ》《スラッシュブロウ》《豪ごう腕わん》《抵てい抗こう性せい：スリップ》《変へん幻げん攻撃》《無む限げんの力》《連続攻撃》となっております。

ジェイス：《スラッシュブロウ》はもう使ったから、あとは《スマッシュ》《連続攻撃》で殴なぐってくるだけか。なら、やることはひとつだ。移動はせずに、その場でフィンニーに《ジョイフルジョイフル》。全力で攻撃して削りきるしかない。というわけで、《ジョイフルジョイフル》！（ダイスを振る）判定は成功！

フィンニー：じゃあ、《エキスパート》からの《アースバレット》で……（ダイスを振る）クリティカル!!

一同：出たぁ───────っ！

ルード：さすが、英え麻まさま！

フィンニー：これくらい普通ですよ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は14で失敗。小暮さんは本当にクリティカルで決めてくるな……（笑）。

ジェイス：では、そのダメージに《ディスコード》だ！

フィンニー：行きますね！　（ダイスを振る）ダイス目で28、合計46点！

ジェイス：（ダイスを振る）ダメージを12点上乗せだ。




　ロックゴーレムの攻撃の一いち撃げき一撃は重く、その破は壊かい力りよくこそ大きいものの、動作はそれほど速くない。フィンニーは〈地〉の精せい霊れいの力によって生み出された石飛礫つぶてを、ロックゴーレムの頭部めがけて放つ！　思おもいがけない攻撃によろめくロックゴーレム！




ＧＭ：しかしロックゴーレムは《抵抗性：スリップ》を持っているので、バッドステータスのスリップの効果は受けません。もっとも、ダメージは素す通しだけど（笑）。

ルード：やっぱり魔法は強いなあ。

ジェイス：大抵のゴーレムの【魔法防御力】は０だからな。ゴーレム相手ならば、強くて当然だ。

フィンニー：あたしのクリティカルが強いんですよ。本気を出せばこんなもんです（笑）。

バニィ：次はわたくしですわね。《ハイジャンプ》で離脱します。バニィムーンサルトジャンプ！　くるりと後方宙ちゆう返がえり！

ルード：おおっ、バニィさんが飛んだ！（笑）

バニィ：マイナーで《フェイント》、メジャーは……使うスキルがありませんので普通に撃うちます。バニィノーマルシュート！




　もはや技名でもなんでもない。




バニィ：（ダイスを振る）命中は19。《フェイント》が入っているので、回避はマイナス１Ｄですわ。

ＧＭ：うおっ、じゃあ絶ぜつ対たい避よけられない。

バニィ：ここで《ピアシングストライク》を宣せん言げんし、ダメージを増ふやします。バニィフィナーレ！（一同笑）

フィンニー：ここでもうフィナーレなの!?

ルード：まだクライマックスの一歩前なのに！（笑）

バニィ：とあっ！（ダイスを振る）33点のダメージ！

ＧＭ：しかし、銃じゆう弾だんはロックゴーレムの身体を構こう成せいしている岩石の一部を散らすのみ。ロックゴーレムはまだ健けん在ざいです。

ジェイス：フィナーレとはならなかったか（笑）。

バニィ：ふっ、今のはバニィフィナーレと見せかけたバニィディスティニーですわ！

ジェイス：知らねーよ！（一同笑）

バニィ：バニィフィナーレはダメージが高かった時の攻撃ですので。

ルード：ダメージによって変わるんだ（笑）。

バニィ：変わるのですよ（笑）。




　変わるんじゃ仕方ない。




ＧＭ：では次はルード！

ルード：このまま《スマッシュ》《バッシュ》で叩たたき斬きる！　ええーい！（ダイスを振る）命中が19です！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。

ルード：ダメージ、いきます！（ダイスを振る）うがっ！　また平へい均きんかよ！　47点！

フィンニー：さすがルードさんです（一同笑）。

ＧＭ：それでもかなりのダメージですが（笑）。しかし……そのダメージではロックゴーレムは倒たおれません！　これで全員、行動済になりましたね？

フィンニー：……なりました。

バニィ：きますわよ！

ＧＭ：ここで《ファイナルバースト》作動！

ジェイス：［２Ｄ＋現在の【ＨＰ】］か……。

バニィ：[image: ]点ぐらいあったら、わたくしたち死にますわ（笑）。

ルード：ど、どうだろう？

ジェイス：残り【ＨＰ】がいくつぐらいか分かんないからなあ。ここで戦闘を終わりにするのは簡単なんだが……。

ルード：え？　どうするんですか？

ジェイス：ルード君が私を《カバーリング》すればいい。そうすれば、ダメージがどれほど大きくとも、私だけは戦闘不能にならないからな。

バニィ：《ファイナルバースト》を使用したロックゴーレムは戦闘不能になりますからね。

ルード：あ、なるほどぉ[image: ][image: ]。それでさっき移動しなかったんですね？

ジェイス：そういうわけだ。

フィンニー：でも、そのあと回復するの、大変じゃないですか？

ジェイス：そうなんだよな。そこが問題なんだよ（笑）。

バニィ：じゃあ、《インタラプト》で打ち消してしまいましょう！

ジェイス：ここで《インタラプト》を使うのか……。まぁ、《ファイトソング》でもう一度使えるようにすればいいか。

バニィ：では、《インタラプト》で打ち消します。バニィ華か麗れいに打ち消し！（笑）

ジェイス：適当な技名だな（笑）。

ＧＭ：というわけで、《ファイナルバースト》は打ち消されました（笑）。




　ぷつんとゴーレムのカウントダウンが停止する。

　そして第２ラウンド。

[image: ]

　ロックゴーレムは《カウントダウン》を再さい使し用ようするも、フィンニーの放った《アースバレット》によって撃げき沈ちん！

　こうして〝戦闘の間〟の試練もクリアし、黄色の石を手に入れることに成功した。しかも、この部屋のクリア報酬は〝１シナリオに１回使用可能〟と効果に書かれている、ＰＣ全員のスキルの使用回数が一回増ふえるというものだ。

　この報酬に喜ぶ一行。

　ただし───。




ルード：ジェイスさん！　早く、早く回復してくださぁ[image: ][image: ][image: ]い！（笑）




　再びロックゴーレムの《連続攻撃》を受けたルードは、その攻撃を回避できるはずもなく、戦闘不能となっていた。




ＧＭ：では、四つの試練を突とつ破ぱしましたので、打ち消すペナルティを決めてください。

ジェイス：フェイトだ、フェイト！　それ以外ありえん！

ＧＭ：では、フェイト使用不ふ可かを打ち消すということでいいですか？

一同：はーい（笑）。

ＧＭ：これで四つの試練はクリア！　最後に残したペナルティは〝すべてのリアクションの判定にマイナス１Ｄ〟でＯＫですね。では、次はいよいよクライマックスとなります。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆光の霊れい獣じゆう




　神々から与あたえられた四つの試練──そのすべてをクリアしたルードたち。

《ヒール》やポーションなどで傷きずを癒いやしたのち、ロックゴーレムとの戦いで手に入れた最後の石を台だい座ざにはめ込こむ。

　その瞬しゆん間かん、台座にはめられたすべての石が光ひかり輝かがやいた。




ＧＭ：それでは、クライマックスフェイズに入ります。

一同：はい！

ＧＭ：ルードが黄色の石を台座に収おさめると、ガコンとなにかのスイッチが入ったような音が聞こえ、台座はゴゴゴ……と床ゆかに沈しずんでいきます。

ルード：な、なんだ？

ジェイス：ふっ、どうやら試練は四つで終わりではなかったようだな。

ＧＭ：そのジェイスの言葉に反応したかのように、どこからともなく「すべての試練を乗のり越こえた者たちよ、最後の試練をここに現あらわそう」という声が響ひびきます。

ルード：最後の試練？

ＧＭ：すると、ルードの声に応こたえるかのように、光の粒りゆう子しが出しゆつ現げんし、それが集まり一ひと塊かたまりになります。「我われはこの神しん殿でんを守しゆ護ごする霊獣カラドリウス。神々の助力を乞こう者よ！　汝なんじの願いを示しめしたまえ」今まで聞こえてきたものと同じ声が、光の塊から聞こえてきます。

バニィ：どうやら、この霊獣さんが最後の試練のようですわね。

ジェイス：さっ、ルード君。なにか言ってあげたまえ。

ルード：よ、よーし、じゃあ──。

フィンニー：（ルードのセリフの途中で）呪のろいを解といていただこう！（笑）

ジェイス：お前が言うのかよ！（一同笑）

ルード：そ、そうだよ！　なんでフィンが言うんだよ！

フィンニー：（ずずっと身を乗り出して）この魔ま剣けんの呪いを解いていただこう！

ルード：そ、そのとおりだ！（一同笑）

バニィ：か、かわいそうな、ルードさん（ほろり）。

ルード：って──そう言いながら、バニィさんも笑っているじゃないかよっ！

ジェイス：哀あわれとしか言いようがないな。

ルード：ちくしょう！　こうなったら、この怒いかりをお前にぶつけさせてもらうぜ、カラドリウス！（一同笑）

ＧＭ：「怒りもまた、限げん界かいを超こえた力を引き出すことのできる感かん情じようのひとつ。あえてそれを導みちびき出だすとは……。さすがは紅炎剣プロミネンスに認みとめられた者」

ルード：お前までオレをバカにするなっ！（一同笑）

フィンニー：かわいそうな、ルードさん（笑）。

ルード：お前が言うなっ！（一同笑）

ＧＭ：（笑）。とゆーことで、クライマックスの戦せん闘とうを始めましょう！　「ゆくぞ、紅炎剣プロミネンスの使い手よ。我わが試練を見事乗り越えてみせよ！」




●第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：こちらの敵てきは、このカラドリウス一体のみ。距きよ離りは10メートルで、【行動値ち】は10となります。

[image: ]

ジェイス：やはり先手は取られるか……。

ＧＭ：それではセットアッププロセス開始前に、カラドリウスの持っている《霊獣変化》というパッシブのスキルが効こう果かを発はつ揮きします。

一同：《霊獣変化》？

ＧＭ：はい。光の塊は少しずつ形を変え、光り輝く狼おおかみとなります。そして《神々の狼》というスキルを使用！　これで【行動値】が15に上じよう昇しようし、神しん狼ろうの牙きばという攻こう撃げきが可か能のうとなります。

ジェイス：姿すがたが変わった？

ルード：どういう能のう力りよくを持ってるんだ？

ＧＭ：知りたければエネミー識しき別べつをしてください。そして、セットアッププロセス。ここでカラドリウスは《神狼の威い光こう》を使用！　シーン内の場面（選せん択たく）の対象に［放心］を与あたえます。ちなみに［放心］の効果は、メジャーアクションにマイナス１Ｄ。

フィンニー：回かい避ひできないんですか？

ＧＭ：できません。問答無用で［放心］を与えます。

一同：えぇ───────っ！

ジェイス：［放心］はクリンナップまで解かい除じよされないぞ。これはまずい！




　神狼の姿へと変化したカラドリウスの身体からだから光の粒子が溢れ出し、ひとまわりもふたまわりも膨ふくれあがっていく。気高き光ひかり輝かがやく巨きよ大だいな獣の姿に、ルードたちは圧あつ倒とうされ、気がつかぬうちに身体が震ふるえ出す。

　だが────。




バニィ：ならば《インタラプト》ですわ！　みなさん、しっかり！




　バニィの叫さけび声ごえとともに銃じゆう声せいが部屋に響ひびき渡わたる。

　そして、意い識しきを取とり戻もどすルードたち。先ほどの巨きよ大だい化かした姿は幻げん覚かくだったのか、目の前にいるのはなんら変わることのないカラドリウスの姿。




ルード：あ、ありがとうございます！　バニィさん！

バニィ：いえいえ、どういたしまして（笑）。あっ！　笑え顔がおで答えながらも、わたくしの心中は葛かつ藤とうでいっぱいです。セプテンバーを助けるためにルードさんから魔剣を奪うばわなければならない自分の使命に……。

ジェイス：「あっ！」ってなんだよ。今さら思い出したように演えん出しゆつするな（笑）。

バニィ：おほほほほ♪

ジェイス：まぁ、いい。次は私わたしだ。《ファイトソング》でバニィの《インタラプト》復ふつ活かつ。悩なやんでいる暇ひまはないぞ、バニィ君。戦いはまだ始まったばかりだ！

バニィ：はっ！　そのとおりですわ。ジェイスさんの言うとおり、今は戦いに集中しないと（一同笑）。

ＧＭ：では、これでセットアッププロセスは終しゆう了りよう！




▼行動値

　カラドリウス　　15

　フィンニー　　　８

　ジェイス　　　　７

　バニィ　　　　　７

　ルード　　　　　５




ＧＭ：では、カラドリウスの行動から！　カラドリウスは身体を左右にステップさせながら、みなさんの方へと向かってきます。まずはムーブアクションでエンゲージ。マイナーアクションで《アルティメットボディ》を使用。これで白兵攻撃のダメージに＋15。そして、メジャーアクションで《連続攻撃》！　鋭するどい牙の並ならぶ口を大きく開けると、カラドリウスはルードに噛かみつく！

ルード：来たかっ！

ＧＭ：（ダイスを振ふる）……クリティカルはしない。《バトルコンプリート》で振ふり直す！

ジェイス：ウォーロードのスキルまで持っているのかっ！（ルードに）武器攻撃の命中判定を振り直すスキルだ。

ルード：なんだってっ！　（祈いのるように）下がれ、下がれ───っ！

ＧＭ：（ダイスを振る……）げっ！　ダイス目が下がった───!?（一同笑）

ルード：やった──────っ！

ジェイス：まぁ、振り直すとこんなもんだよな（笑）。

ＧＭ：ちっ（笑）。15で命中です。

ルード：これならフェイトを使えば──。

ＧＭ：でも、ペナルティでリアクションにマイナス１Ｄ入ってますよ？

ルード：うわ、そうだった！　避よけられないじゃんっ！（一同笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダイス目は26、59点の物理ダメージです。ルードの腕うでにカラドリウスの牙が食くい込こんでいく！

フィンニー：うわっ、痛いたい痛い！

ルード：43点のＨＰダメージ！　ＨＰの残りは22点になるっ！

ジェイス：《プロテクション》だ！　（ダイスを振る）おお、ダイス目がいい。ルード君、23点のダメージ軽けい減げんだ。

バニィ：ルードさんへの愛が（笑）。

ジェイス：抱だきしめあった仲だからな（笑）。

一同：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：次、二発目の攻撃。

ルード：よし、こいっ！

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ、またダイス目が悪い。《バトルコンプリート》！

ルード：また来たぞ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……駄だ目めか、クリティカルは出ない！　命中は23。

ルード：どっちみち避けられないっ！

ＧＭ：ではダメージ。（ダイスを振る）57点！　食い込んだ牙を引ひき抜ぬき、同じ場所にもう一度噛かみつきます！

ルード：くっ！　ＨＰダメージは41点……大だい丈じよう夫ぶ！　残りＨＰは４点！

ＧＭ：倒せなかったか……。

ジェイス：すばらしい！

バニィ：やはり、先ほどの《プロテクション》が効きいてますね。

ジェイス：ふっ、私のおかげだな（笑）。

ルード：ありがとうございますっ！

ジェイス：なに、感かん謝しやされるほどのことではない。未来ある若わか者ものをここで失うのは惜おしいからな。そして、なによりもキミの父上から受けた恩おん義ぎに私は報むくいなくてはならないのだ！　このイニシアチブプロセスで、ルード君に《クイックヒール》！（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判はん定ていは成功。ＨＰを23点回かい復ふくしたまえ。

ルード：助かります！

フィンニー：次はあたしですね。エンゲージから離り脱だつして、メジャーで《アースバレット》です。さらに《リゼントメント》を乗せて……（ダイスを振る）……低ーい。命中17です。

ＧＭ：（ダイスを振る）しかし、カラドリウスは回避失敗！

ジェイス：ならば《ディスコード》も使用しよう。

フィンニー：ダメージが７Ｄ＋58だから……（ダイスを振る）ダイス目は25、83点！

ジェイス：（ダイスを振る）７点上乗せしてくれ。

ＧＭ：ぴったり90点か。【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を引いて……カラドリウスは75点のＨＰダメージ、そして［スリップ］も受ける。

ジェイス：どうやら、スリップへの耐たい性せいはないようだな。

バニィ：では、わたくしもエンゲージから離はなれさせていただきますわ。《ハイジャンプ》で離脱して、マイナーで《フェイント》を使用！　そして……メジャーアクションで普ふ通つうに撃うちます……（ダイスを振る）……９なので17で命中です！

ＧＭ：（ダイスを振る）……これも回避失敗！

バニィ：《ピアシングストライク》を使い、さらにフェイトを３点使います！

ルード：見せ場ですね！

バニィ：叩たたき込こみますわ。えい！（ダイスを振る）

フィンニー：おっ！　ダイス目もいい！（笑）

バニィ：合計で53点の物理ダメージ！　バニィスーパーウルトラワンダフルディスティニー！（一同笑）

ジェイス：だから技わざ名長いって！（笑）




　しかし、ただの攻撃である。




ジェイス：それでは、私も離脱させてもらおう。そして、《ジョイフルジョイフル》をフィンニーに。さぁ、相手が転てん倒とうしている今がチャンスだ！（ダイスを振る）お、おや？　２が出ましたよ（笑）。

一同：ファンブルかよっ！

フィンニー：ちょ、ちょっとジェイスさん！（一同笑）

ジェイス：ま、まあ、このくらいのことがないと戦闘は面おも白しろくないだろう？　ともかくフェイトを１点消費して振り直しだ！（ダイスを振る）よし、今度は成功だ。

フィンニー：もう一度《リゼントメント》を使って《エキスパート》＋《アースバレット》！（ダイスを振る）命中は22です！




　ジェイスの呪歌がフィンニーを鼓こ舞ぶし、彼かの女じよは常じよう人じんを超えた動きで再ふたたび詠えい唱しように入る。

　試練を乗り越えたことで得た奇き跡せきの力が、フィンニーの魔ま力りよくを増ぞう幅ふく、魔ま術じゆつの威い力りよくを強化。カラドリウスに石飛礫つぶての嵐あらしが襲おそいかかる。




ＧＭ：【魔法防御力】を引いても78点のＨＰダメージか……。フィンニーだけで[image: ]点近いダメージを叩たたき出だされた（笑）。

ルード：よし、オレも本気を出していくぜ！　マイナーで《バーサーク》、メジャーで《バッシュ》！　さらに《ボルテクスアタック》も使用！　おらぁ─────っ！（ダイスを振る）うわ────っ！　また平へい均きん値ちだよ……（一同笑）。

フィンニー：振り直し、振り直し！（笑）

ＧＭ：それだと、９以上で回避しますよ。

ルード：わ、分かった！（ダイスを振る）おっ、ちょっと上がった（笑）。命中は16！

ＧＭ：それなら避よけられる可か能のう性せいが……（ダイスを振る）……ダイス目は４！　ダメだ。回避失敗。

ルード：《バーサーク》で＋６、《ボルテクスアタック》で＋40、《バッシュ》で＋５Ｄ！　……よし！　ここでさらに《スラッシュブロウ》も使っちゃおう！

ＧＭ：ということは……ダメージロールが11Ｄ＋61？

バニィ：……（なにやら計算している）。

ルード：バニィさん、なにしてるの？

バニィ：……ダイス目で33点以上が出れば、平均を超こえますわ（笑）。

ルード：なんで平均を計算してるんだよっ！（一同笑）

フィンニー：ほら、いいから振ふって、振って！（笑）

ルード：い、いきます！　せーの！（ダイスを振る）……おおぉ───っ!?

バニィ：こ、これはかなり高いですわ。

ルード：10、20……ダイスだけで46っ！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ルード：61点を足すから……ダメージが[image: ]点！

フィンニー：すごーい！（拍はく手しゆ）

ルード：（胸むねを張はりながら）どうだ、平均値じゃねーぞっ！（笑）




　雄お叫たけびとともに振ふり下おろされた大たい剣けんがカラドリウスを斬きり裂さき、その傷きず口ぐちから光の粒子が噴ふん出しゆつし、輝かがやきながら舞まい踊おどる。

　だが、身体からだが粒子で構こう成せいされているためなのか、カラドリウスは痛いたみを感じてる様子はまるでない。ただ、値ね踏ぶみするかのように攻撃したルードをじっと見つめるだけだ。




ルード：くっ！　まだ倒たおれないか……。

ジェイス：さすがは神殿の守しゆ護ご者しや──といったところか。だが、攻撃は効いている！　このまま押おし通とおせば勝てるぞ！

ルード：はいっ！




●第２ラウンド

▼行動値

　カラドリウス　　15

　フィンニー　　　８

　ジェイス　　　　７

　バニィ　　　　　７

　ルード　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、２ラウンド目のセットアッププロセス──の直前に《霊獣変化》の効果によって、カラドリウスの姿が今度は光の竜りゆう──聖せい竜りゆうへと変わります。

ジェイス：また変形したっ!?

バニィ：狼の次は竜ですか……また、節せつ操そうがない方ですねぇ（笑）。

ＧＭ：いろいろな攻撃に耐たえられるかというのも試練のひとつなんですよ。とゆーことで、セットアッププロセス！　形けい態たいが聖竜に変わったので【行動値】10に戻もどりますが、それでも先に聖竜が行動します。聖竜は翼つばさを大きく広げるとそこから光の粒子が放たれ、部屋中に散らばっていきます。《聖竜の領りよう域いき》を使用！

ジェイス：どういう効果だ？

ＧＭ：シーン全体にトラップの［封魔の魔法陣じん］を設せつ置ちします。ここから先、スキルのコストがすべて二倍になります。

フィンニー：あたしたちのスキルが、ってことですか？

ジェイス：それはまずいぞっ！

バニィ：それは困こまるので消してしまいましょう。《インタラプト》しますわ。翼を広げようとしたタイミングに合わせて、威い嚇かく射しや撃げきです！　ずきゅ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]んっ！

ＧＭ：また打ち消された！　うーん、１シナリオ一回のスキルが複ふく数すう回かい使えるのは、やっぱりやり過すぎだったかしらん（笑）。

バニィ：おほほほほ♪

ジェイス：では、次に私が《ファイトソング》使用。フィンニーの《リゼントメント》を復活させておこう。

フィンニー：ルードさんの《ボルテクスアタック》の方がよくないですか？

ジェイス：いや、私にちょっと考えがある。ここは《リゼントメント》だ。

ＧＭ：では、これでセットアップは終了。聖竜が先に動きます。まずはムーブで［スリップ］を解除。そして、マイナーで飛行状じよう態たいになり、メジャーで《ブレス：光》で攻撃！　対象はルードです。

ルード：オレだけ？

ＧＭ：《カバーリング》のために誰だれかと同じエンゲージが続くかと思ったら、みんなバラバラになっちゃうんだもん。せっかくの範はん囲い攻撃なのに（笑）。

ジェイス：よしよし！　計画どおりだな（笑）。




　ウソつけ。




ＧＭ：聖竜は大きく息を吸すい込こみ、ルードに向かって光のブレスを放つ！（ダイスを振る）19で命中！

ルード：ダイスが一個こしか振ふれないので、回避はムリ！

ＧＭ：（ダイスを振る）46点の〈光〉属ぞく性せい魔法ダメージ！　光の奔ほん流りゆうが襲いかかる！

ジェイス：危あぶない！　《プロテクション》！

ＧＭ：《カウンタースペル》！

ジェイス：なにっ！　打ち消しただとっ!?




　光のブレスを《プロテクション》で阻はばんだとジェイスが思った時、カラドリウスが咆哮を上げる！　と、魔術で編まれた障しよう壁へきは光の粒子となって飛散してしまう。

　驚きの声を上げるルードとジェイス！

　そして螺ら旋せんを描えがく光の束に、ルードの全身が包つつみ込こまれる！




ルード：残り27点しかないから、これは助からないっ！

バニィ：《蘇そ生せい》！　《蘇生》を使うんです、ルードさん！

ルード：そっか。《蘇生》、《蘇生》！　《蘇生》を使います！




　目も眩くらむような光の渦うずが消しよう滅めつする。

　本来であれば、そこには光のブレスに全身を焼かれたルードが倒たおれていたであろう。

　だが、彼かれは耐たえ抜ぬいた。それは、奇跡の力。

　ブレスが直ちよく撃げきする直前、神々の力によって今まで受けていた傷が瞬しゆん時じに癒いやされたため、助かったのだ。




ルード：残りＨＰは26点！　なんとか耐えきったぜ！

フィンニー：ルードさんの仇かたきはあたしが討うちます！

ルード：いや、だから、耐えきったって……（一同笑）。

フィンニー：ルードさんの仇はあたしが討ちますっ!!　大事なことなので、二回言いました。

ルード：言わなくていいよっ！（一同笑）

ジェイス：まぁ、待ちたまえフィンニー君。ここは待機してくれないか？

ルード：オレのセリフは無む視しかよっ！

ジェイス：私が先に《スレノディ》で聖竜の属性を〈風〉に変える。そうすれば、キミの魔法はすべて素す通どおしとなるぞ。




　フィンニーの《アースバレット》は〈地〉属性の魔法攻撃である。

　対象に任にん意いの属性を与あたえる《スレノディ》によってカラドリウスの属性を〈風〉属性にすれば、対たい抗こう属性となって【魔法防御力】は０となるのだ。

　ちなみにルードの属性も〈風〉となってしまうのはご愛敬である。




フィンニー：なるほど。これで、ルードさんの仇が討てますね！

ルード：だから、勝手に殺すなって（笑）。

ジェイス：ほんの冗じよう談だんだ（笑）。よし、聖竜に《スレノディ》を使用。お前の属性を書かき換かえてやろう。フェイトを３点消費して３Ｄ追加！　あ、《スレノディ》は対象が範囲なので、ルード君も回避してくれ（笑）。

ルード：またですかっ！

ジェイス：（ダイスを振る）うわっ！　ひっく!!　５Ｄ振って12!?　……フェイトを１点使って振り直す。これでフェイトは０！　（ダイスを振る）……よしっ！　今度は22だから、達成値は30だ。

ＧＭ：それはクリティカルでも出ないと……（ダイスを振る）抵てい抗こう失敗。属性が〈風〉に書き換えられました。

ルード：もちろん、オレも失敗です（笑）。

ＧＭ：では、次はバニィさん。

バニィ：はい。わたくしはバニィ撃ち殺しで！（一同笑）

一同：バニィ撃ち殺し!?

ジェイス：名前のバリエーションが尽つきてるじゃねえか！

ルード：っていうか、撃ち殺しってどんな技なんですか？




　あまりにも適てき当とうすぎる技名である。




バニィ：と、ともかく、《フェイント》からの射撃攻撃です。

ＧＭ：でも、やることは一いつ緒しよなんだよね（笑）。

バニィ：気持ちの問題です！　どしゅっと！　（ダイスを振る）16で命中！

ＧＭ：まあ、こちらはダイスが減へってるから……（ダイスを振る）あ、ファンブル（笑）。

バニィ：《フェイント》万ばん歳ざい！　ここで《ピアシングストライク》を使用して、さらに残りのフェイト２点を使います。

ルード：今日のバニィさんはいつもと違ちがうぜ！（笑）

バニィ：（ダイスを振る）ふふふ。ダメージが49点ですわ。次、ルードさんどうぞ！

ルード：今度は《スマッシュ》から《バッシュ》で行くぜ。《ボルテクスアタック》もあと一回残ってるから使います！　さらに、命中にフェイト１点入れて……（ダイスを振る）命中は22！

ＧＭ：それはクリティカルのみ……（ダイスを振る）……回避失敗！

ルード：ダメージにフェイトを１点乗せて、合計８Ｄで行きます。よっ！　（ダイスを振る）……うわっ！

フィンニー：平均ー！（一同笑）

ルード：ダイス目は26点だから、94点ダメージ！

ＧＭ：もはや平均でも結けつ構こうなダメージがいくなぁ。82点のＨＰダメージ受けます。

ジェイス：そこに、ダメージが素す抜ぬけするフィンニーの攻撃がいくぞ。

フィンニー：はい、《エキスパート》からの《アースバレット》！　さっき《ファイトソング》で回復した《リゼントメント》も使います。……てい！　（ダイスを振る）ああっ、惜しい。命中は23！　６は出るんですけどねー。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は失敗！

ジェイス：そこに《ディスコード》も乗せる。

ＧＭ：りょ、了りよう解かい……！

フィンニー：じゃあ、ダメージロールは７Ｄ＋58！　（ダイスを振る）今日はダメージがいいです。ダイスの合計が34だから……92点です！

ジェイス：（ダイスを振る）さらに７点足してくれ。

ＧＭ：合計99点ダメージか。このレベル帯で[image: ]点近いダメージが連発するのはすごい！

ルード：だけど、こいつもなかなか死なないし（笑）。




　バニィ、ルード、フィンニーからの攻撃を立て続けに受けるカラドリウス。

　銃じゆう弾だんが、剣が、魔法が命中するたびに、聖竜の身体から光の粒子は飛び散る。だが、それでもまだ倒れない。

　そして、三人の連続攻撃が止やんだ隙すきをついて──。




ＧＭ：これで全員行動済？　ならば《二回行動》を宣せん言げん！　ルードに《ブレス：光》で攻撃するっ!!

ルード：なんだってっ!?　そんなスキルも持っているのか。

バニィ：そんな、ここで攻撃してくるなんて！

ジェイス：《クイックヒール》はシーン一回だから、もう使えんぞ！

ＧＭ：ふっふふふ。そういうこと！　では命中判定……（ダイスを振る）……18！

ルード：リアクションのダイスが減っているので、避けられません！

ＧＭ：では、光り輝く竜の姿をしたカラドリウスがグワッ！　と口を開くと、ルードめがけて光のブレスを吐きます！（ダイスを振る）……ダメージは44点!!




　再びルードが光に包まれる。

　ルードの【魔法防御力】は６。したがって、彼が受けるＨＰダメージは38点。しかし、ルードの残りＨＰは26点！　このままでは助からない。そして──。




ジェイス：つまり、《プロテクション》で13点削ればいいのか……。ちなみに、私のフェイトはすでに０だ（笑）。

ルード：大丈夫。平均以上出せばいいんですよ！

フィンニー：そうそう（笑）。

ジェイス：気楽に言うなよ。ダメだ。なんか、13以上出せる気がしなくなった。《アフェクション》を使用！　これでルードの受けるダメージは０になる。ルード君、キミはこんなところで倒れる男ではない。

ルード：はい！　ありがとうございます、ジェイスさんっ!!




●第３ラウンド

▼行動値

　カラドリウス　　10

　フィンニー　　　８

　ジェイス　　　　７

　バニィ　　　　　７

　ルード　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：では、３ラウンド目のセットアップ。開始時に《霊獣変化》！　今度は竜から鳥の姿に変わっていきます。

[image: ]

バニィ：鳥に変身しましたわ。

ＧＭ：そしてセットアップの行動。《霊れい鳥ちようの聖域》を使用します。このエネミーは待機となります。

ルード：……お？

ジェイス：待機？

ＧＭ：はい、待機します。ただし、このラウンドの間、カラドリウスに攻撃を宣言した対象は10点のＨＰロスを受けることになります。

フィンニー：攻撃したら、ダメージを受ける？

ＧＭ：はい。そして待機している間、カラドリウスの光がどんどん増ましていきます。

バニィ：あのゴーレムみたいに、自じ爆ばくでもするつもりでしょうか？

ＧＭ：いや、大きく開けたクチバシの前にエネルギーが集束している感じ？

ジェイス：波動砲ほうとか？

ＧＭ：そうそう（笑）。

ジェイス：となると、攻こう撃げき力りよくを溜ためているのかもしれん。

ＧＭ：ですね。その様子からすると《ブレス：光》をはるかに超こえるダメージを与あたえそうな感じです（笑）。

ルード：つまり、こいつが攻撃する前に倒たおさないと駄目ってこと？

ジェイス：そういうことだな。

ルード：くっ！

フィンニー：迷まよっていても仕方がないです！　《エキスパート》《アースバレット》で攻撃します！

ＧＭ：《アースバレット》を《インタラプト》！




　霊鳥へと姿を変えたカラドリウスが力を溜め始めるや否いなや、フィンニーが《アースバレット》の詠唱を開始する。

　が、カラドリウスが大きく羽ばたくと竜たつ巻まきのごとき風が巻まき起おこり、フィンニーは思わず詠唱を中ちゆう断だんしてしまう。




ジェイス：攻撃を消されたか！　しかし、これはしょうがないな。

フィンニー：あたしの見せ場を取るなんてぇ～（笑）。




　続いてバニィがカラドリウスを攻撃。さらにジェイスが《ジョイフルジョイフル》使用、フィンニーが《アースバレット》で攻撃する。

　しかし、それでも倒れない。すでにカラドリウスが溜めている光はクチバシから溢あふれんばかりにまでなっている。




ＧＭ：さて、次の行動はルードです。このルードの攻撃が終わった時点で、待機しているカラドリウスの行動になります。

ルード：つまり、ここで倒さなければいけないというわけか……。

ジェイス：大丈夫だ、ルード君。キミならばやれる！

バニィ：ルードさん、わたくしは信じていますわ。

ルード：ジェイスさん、バニィさん……。

フィンニー：ルードさんは騎き士しになるんでしょ！　だったら、こんなところで倒れている場合じゃない！

ルード：（苦笑いを浮うかべて）おい、フィン。もうちょっと優やさしい──ジェイスさんやバニィさんみたいな言葉を掛かけられないのかよ（笑）。

フィンニー：う、うるさいわねっ！　それに……。

ルード：それに？

フィンニー：（照れた感じで）あの時の約束を破やぶったら、許ゆるさないんだから……。

ルード：そうだよな。約束したもんな。よしっ！　見てろよ、フィン！　この一いち撃げきで、決めてやるぜっ!!　《スマッシュ》からの《バッシュ》！　さらにフェイト１点使用！（ダイスを振る）……命中は24！

ＧＭ：それはクリティカルしないと避けられない。（ダイスを振る）……回避失敗！

ルード：よーし！　フェイトも使用してダメージは９Ｄ＋28だ！




〝護まもりの剣つるぎ〟を右みぎ脇わきに構かまえ、ルードは渾こん身しんの力を込こめて振ふるう。

　霊鳥の姿をしたカラドリウスの放つ光を帯び、剣身が光の軌き跡せきを真一文字に描く。

　この一撃が命中する手て応ごたえはある。あとは振り抜ぬくのみ！




ルード：これで終わりだっ！（ダイスを振る）ダイス目は──。

ジェイス：おっ！　わりといい感じだぞ！

フィンニー：大丈夫、平均よりは高いです！

ルード：だから、平均言うなっ！（一同笑）　ダイス目は40！　合計で68点！

ＧＭ：カラドリウスの物理防御力を引くと……ＨＰダメージは56点。

ルード：どうだっ！　やったかっ!?




　背せ中なかを向けんばかりに剣を振ふり切きったルードが、肩かた越ごしにカラドリウスを見る。

　一秒、二秒……時の流れがとても遅おそく感じられる。

　だが、ルードには待つことしかできない。ただひたすらに待つ。

　と──。




ＧＭ：みなさんがじっと見守る中、カラドリウスのクチバシに集まっていた粒子がふっと消える。

ルード：！

ＧＭ：今の攻撃での累るい計けいダメージが[image: ]点。カラドリウスのＨＰは[image: ]点！

フィンニー：ということは……。

ＧＭ：おめでとうございます！　みなさんの勝ちです！　ルードの一撃を受けて、光の霊鳥は光の粒子となって消えていきます。

ルード：た、倒たおした────────っ！

フィンニー：や、やったぁ───っ！　ルードさん、やりましたよっ！

ジェイス：よくやった！　ルード君、よくやったっ!!

バニィ：本当ですわね（笑）。

ＧＭ：……あ、そうだ。

ルード：ん？

ＧＭ：最後の一撃を与あたえたルードは、10点のＨＰロスを受けてください。忘わすれるところでした。あはははは（笑）。

ルード：そうだった！　えーっと、ということは……残りＨＰ６点？（笑）

一同：うわぁ──っ！

フィンニー：ル、ルードさんっ！　大丈夫ですかっ!?

ルード：いや、あまり大丈夫じゃない（笑）。

フィンニー：（ちょっと怒った感じで）ほら、やっぱり騎士なんて死んじゃうんですよ！

ルード：えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]。敵を倒して、戦闘不能にならなかったのに、なんでそんなこと言われなきゃいけないんだよ！

フィンニー：ルードさんが、しっかりしないからですっ！

バニィ：そんなことよりも、ルードさんを早く回復してあげた方がいいかと思うんですけど……。

ジェイス：いや、もうこれでクライマックス終わりだから、回復させなくてもいいんじゃないか？（笑）




　ふらふらとその場にへたり込こんだルードを囲んで、大おお騒さわぎする一行。

　傷の痛みに耐えながら、ルードはそんな様子のフィンニー、ジェイス、バニィを眺ながめ、笑みを浮かべていた。

　彼らと一緒なら、どんな困こん難なんでも乗のり越こえることができそうな気がした。

　そして、彼はこう思う。

　これが仲間なんだ、と────。

[image: ]







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆試練を終えて




　四つの試練を乗のり越こえ、試練の霊れい獣じゆうにも認みとめられたルードたち。

　喜ぶ一行の前に再ふたたび光の粒りゆう子しが集まり、それはやがて神しん狼ろうの姿すがたを取った。




ＧＭ：では、ここからエンディングフェイズとなります。とゆーわけで、ルードに倒たおされたカラドリウスは再び狼の姿へと戻もどって、ルードの前に頭こうべを垂たれます。

ルード：おお、認みとめてもらえたんだ。

ＧＭ：その瞬しゆん間かん、ルードの持っていた紅炎剣プロミネンスが光を放ち、まばゆく輝かがやき始めます。

ジェイス：そう、この光だ！　ふはははは。

フィンニー：なんでいつもそう悪役っぽいんです？　せっかく恵めぐまれない子どもたちを支し援えんしていたとか、いい話があったのに台なしじゃないですか。




　いつものことである。




ジェイス：いや、呪のろいが解とけてうれしいんだよ（笑）。

ルード：そんなことよりも、これで呪いは解けたんですか？

ＧＭ：すると、また声が聞こえてきます。「安心したまえ。すでに紅炎剣プロミネンスの呪いは解けている」紅炎剣プロミネンスの光はさらに明るくなり、まるで太陽のように赤く、まばゆく輝いてます。

ジェイス：さて、これで紅炎剣プロミネンスの呪いは解けたわけだな。

フィンニー：ですね。あとは急いで地下神殿へ戻るだけです！

ルード：で、フォースタスの蒼月剣ルーナマーレの力を封じればいいわけか。

ＧＭ：「ルードよ」再び、神狼がルードに問い掛けます。

ルード：は、はい！

ＧＭ：「その剣の由来はすでに知っているな」

ルード：はい。蒼月剣ルーナマーレの力を封じるために神々からもたらされた物、ですよね。

ＧＭ：「そのとおりだ。そして、一度起こりかけた粛清を回避すべく、人間たちの祈りに応えた神が鍛えた物でもある」

一同：粛清っ!?

ジェイス：それは、どういうことだ？

ＧＭ：「実は〝バラムの乱〟の時、〝神々の王〟アーケンラーヴは一度、〝火の粛清〟を起こす決断をされていたのだ」

ジェイス：なんだってっ！　それは初耳だ。

ＧＭ：ええ、私も今言いましたから（笑）。

ジェイス：おい（笑）。まぁ、それはおいといて──では、なぜ〝火の粛清〟は起こらなかったのだ？

ＧＭ：「人間を愛し、粛清を起こすことをよしとしない神が、主神アーケンラーヴに懇こん願がんしたのだ。そして、その神は人間の祈りに応え、紅炎剣プロミネンスを授けた。分かるな、ルードよ。その剣は神々の希望でもあるのだ」

ルード：希望？

ＧＭ：「そうだ。人間の手によって粛清は回避できる──そういう希望だ」

ルード：フォースタスの起こそうとしている粛清も、オレたちで止めることができる？

フィンニー：ルードさん、違いますよ。止めることができる、じゃなくて止めるんです！

ジェイス：そのとおりだ。そのために、私たちはここに来たのだからな。

バニィ：うっ、素直にそうですね。と言えないところが辛いですわ。

ルード：そっか。ＰＣは知らないけど、バニィさんはオレやフォースタスの持っている魔剣を奪ってこいって言われているんだもんな。

バニィ：そうなんです。さて、どうしたものか……。




　ひとり、仲間の輪から外れたように思案顔を浮かべているバニィ。

　だが、それに気づく者はひとりもいない。




ＧＭ：「ルードよ。最後に汝なんじにひとつ聞こう」

ルード：はい、なんでしょうか。

ＧＭ：「汝の思う〝騎き士し〟とはいったいなんだ？」

ルード：……それは難むずかしい質しつ問もんです。




　思いもかけぬ問いにルードは悩なやむ。

　幼おさなき頃ころ、フィンニーと約束をした。

　伯父おじが死んだあと、今は亡なき父を追うために冒ぼう険けん者しやとなった。

　フィンニーと再会し、父の知り合いだったジェイスや錬金術士のバニィと出会い、仲間となってギルドを組んだ。

　王女でありながら騎士であるレティシアと出会った。

　しかし──。




ルード：オレにはまだ騎士とはどのようなものか分かりません。それに、今のオレなんかじゃ、まだ答える資し格かくはないような気がします。

ＧＭ：「ならばなお精しよう進じんし、騎士とはなにか、自分の答えを見つけるがよい」そう言うと、神狼は再び粒子となり、消えていきます。

ルード：なぁ、フィン。騎士ってなんだと思う？

フィンニー：騎士とは、すぐ死ぬものです（一同笑）。

ルード：そうじゃないだろっ！　なんでいつもそう──。




　フィンニーの茶化すような言葉に、いつものように思わず突つっ込こもうとするルード。

　だが、そのセリフを遮さえぎるように、フィンニーは続きの言葉を紡つむぎ出す。




フィンニー：まぁ、ルードさんひとりなら、すぐ死んじゃったかもしれませんけど…………あたしたちがいますからねっ！

ルード：（笑）。そうだね。みんながいたから、オレは戦うことができたんだな。みんながいたからか……。




　誰だれかがいるから戦うことができる。

　誰だれかのことを守り、誰かに守られ、そうやって戦うことができるのが仲間。

　ルードは〝騎士〟とはなにか、少し分かってきたような気がした。




ルード：ジェイスさん！

ジェイス：なんだ？

ルード：バニィさん！

バニィ：……はい？

ルード：フィン！

フィンニー：ん？

ルード：ありがとうございましたっ！




　ルードはそう言うと、三人に深々と頭を下げた。







◆Ending 02◆忍しのび寄よる影かげ




　ルードたちが〝エッツェンの森〟で神々の試練を受けている頃。

　グランフェルデンの王おう城じようではひとつの陰いん謀ぼうが進行していた。

　誰にも気がつかれぬまま──。




ＧＭ：では、最後にマスターシーンを演えん出しゆつして、今回のシナリオを終わりにしましょう。場所はグランフェルデンの王城。

フィンニー：王城？

ＧＭ：時間は深夜。留る守すを預あずかるレティシア王女が、フォースタス戦の戦せん況きよう報ほう告こくに目を通したり、増ぞう援えん計画を立てたりと、執しつ務むに励はげんでいるところです。と、執しつ務む室しつの扉とびらがゆっくりと開きます。

ジェイス：（なにかに気づいた）そうか、そういうことかっ!!

フィンニー：（やはり気づいた）あっ！

ルード：まさか、レーナがさらわれたっ!?

ジェイス：いや、違うっ！　さらわれるのは──。

ＧＭ：（にやり）そして、その気配に気づいた王女がうしろを振ふり返かえると……。

ルード：振り返ると？

ＧＭ：「……なんだ、お前か」という顔をして、また机つくえの仕事に戻もどり、うしろを向いたまま「なにか用か？」とだけ訊たずねます。

バニィ：顔見知りの人がきたんですね。

ＧＭ：そのようですね。「申しわけないが今は忙いそがしい。話があるならば、またあとにしてもらえないか？」と、穏おだやかな口調で言っています。しかし、その気配が王女に近づき、肩かたにポンと小さな掌てのひらが乗せられた瞬間──。




　激はげしい衝しよう撃げきがレティシアを襲おそう。なす術もなく気を失うレティシア。

　その衝撃で切れたのだろう。王女の胸むな元もとから金色に光るペンダントがこぼれ落ちる。

　王女を襲おそった人ひと影かげはいとも簡かん単たんに、自分よりもはるかに背せの高い王女を肩に担かつぐ。その時、顔を隠かくしていたローブがはらりと背に落ちる。部屋の明かりに照らされ、明らかになったその顔は紛まごうことなき──レーナ！　だが、その顔にはまったく表ひよう情じようが浮うかんでいない。

　レーナは躊ちゆう躇ちよすることなく、部屋の窓まどから飛とび降おり、そのまま闇やみの中へと消えていく。

　あとに残されたものは、王女が落としたペンダントのみ。

　明かりを反はん射しやして輝かがやくそのペンダントには、ルードが持っていたメダルと同じ物がつけられていた──。







ＡＦＴＥＲ　ＰＬＡＹ







◆AfterPlay 01◆大おお騒さわぎの冒険者たち




荻おぎ原はら：ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　今のシーンはなんですか？

ＧＭ：はい！　とゆーことで、今回のセッションは終わり！　クライマックスのドロップ品から決めましょうか（笑）。

一同：はーい！

荻原：──じゃない！　レーナが王女さまをさらうって、どういうことですか？　それに王女さまがなんでメダルのペンダントを持っているんですかっ！

きくたけ：……荻さん。

荻原：なんですか？

きくたけ：こういうのはよくあることなんだよ（笑）。

かわたな：でも、レーナが王女さまをさらうってのはちょっと意外でしたね。

きくたけ：まぁ、王女がルードの妹だってのは、途中で気がついたけどな。

荻原：そうなの？

きくたけ：ミドルフェイズの頭の方で、ソーンダイクから妹の話を聞いた時。妹に対して敬けい語ごを使ったのって、わざと？

ＧＭ：わざとです（笑）。

小こ暮ぐれ：きくたけさん、よく気がつきましたね。

きくたけ：気づいたわけじゃないけどな。偉い人に預けているのかなぁ～と思っていただけ。王女かもと思ったのは、エンディングの演出が始まってからだから。

小暮：それじゃ、意味ないじゃないですかぁ。

きくたけ：ほっといてください（一同笑）。

木暮：でも、それで王女さまは留守番だったのですね。

ＧＭ：はい。実はＴＲＰＧではＮＰＣをさらうのはすごく難しいんですよ。物語ではそういうシチュエーションってよくあるじゃないですか。でも、ＴＲＰＧでやろうとすると、いろいろと障しよう害がいがあるんです。

かわたな：分かります、分かります（笑）。

ＧＭ：ちなみに今回は、さらわれると思っていたＮＰＣが、実はさらう側だったというオチです。その部分に注意してお読みいただければと思います。

きくたけ：誰に向かって言ってるんだか。

ＧＭ：読者の方（笑）。

一同：おいっ！（一同笑）

ＧＭ：では、クライマックスのドロップ品やアフタープレイの処しよ理りに入りましょうか。

一同：はーい。

ＧＭ：あ、『セカンドウィンド』シリーズは次じ巻かんが最さい終しゆう巻かんとなりますので、ＰＣの成長はじーっくりと考えてくださってもＯＫです。

荻原：最終巻っ!?　次回で終わりなのかっ！

小暮：じゃあ、次の収しゆう録ろくまで待ってもらってもいいですか？

ＧＭ：了りよう解かいです！　では──




　ついに明らかになったルードの妹。そして、レーナはどうなってしまったのか！

　これらについては、すべて次巻で明らかになります。

　とゆーことで、最終巻『夢と未来と冒険者（仮）』を乞こうご期待！




『アリアンロッド・リプレイ・セカンドウィンド』

第四話「樹海と秘密と冒険者」

───ＦＩＮ───







[image: ]







[image: ]







[image: ]




■この記事の目的

『セカンドウィンド』第四巻かんを手に取ってくださった、みなさま。本書をお読みくださり、ありがとうございます。今回は『ルールブック②』に掲けい載さいされているルール──クエスト形式を本ほん格かく的てきに導どう入にゆうしたシナリオとなっています。

　本文でも書いていますが、ダンジョン形式のシナリオと違ちがい、クエスト形式のシナリオはＰＣにさまざまな設せつ定ていを付加するなどして、物もの語がたり性せいの高いセッションを実じつ現げんするためのルールです。そのため、ダンジョン形式以上にプレイヤーが予想もしない行動を取ることがあり、ＧＭはアドリブで対たい応おうしなければならないことがセッション中にしばしば起こります。実じつ際さい、本書に掲載されているリプレイでもミドルフェイズの三分の一ほどが、アドリブのシーンとなっています。

　ＧＭが大変だと思われている理由のひとつは、このアドリブではないでしょうか。

　そこで今回は、このアドリブについていろいろと考えてみたいと思います。




■アドリブの分類

　実はＴＲＰＧはセッションの最初から最後まで、さまざまなことに対してアドリブで対応しなければならないゲームです。

　ＧＭであろうが、プレイヤーであろうが、それは変わりません。

　そもそもアドリブとは、映えい画がや演えん劇げきなどで俳はい優ゆうが台本に書かれていないセリフを即そつ興きようでしゃべったり、楽がく譜ふに書かれていないメロディを演えん奏そうしたりすることを言います。

　考えてみてください。ＴＲＰＧにおけるＰＣとＮＰＣとの会話は、映画や演劇のように台本があるわけではありません。そして、ＰＣが行なうことが決まっているわけでもありません。セッション中に行なわれることすべてがアドリブと言っても過か言ごんではないでしょう。

　では、なぜアドリブ（もしくはアドリブという言葉）を嫌きらう人がいるのでしょうか？　そして、それを理由にＧＭを嫌う人がいるのでしょうか？

　それを考えるためには、まずアドリブを分類する必要があります。そして、それぞれのアドリブで行なうべきこと、注意すべきこと、そしてその対たい応おう法ほうについて考えてみましょう。




●ロールプレイのアドリブ

　ＧＭ、プレイヤーともに行なうことになるのが、ＰＣやＮＰＣのロールプレイによって発生するアドリブです。

　シーンのシチュエーションに合わせて、ＰＣとＮＰＣ、あるいはＰＣ同士の会話を考え、即興で表ひよう現げんすることは、どのようなシナリオであろうとも起こります。したがって、これをアドリブと考えない方も多いかもしれません。しかし、先に書いたように、これは立りつ派ぱなアドリブと言えます。

　これこそＴＲＰＧの醍だい醐ご味みといえるでしょう。自分が物語の主人公となって、自分の思うとおりに行動したり、セリフを言ったりできるのですから。その意味では、このアドリブに対して忌き避ひ感を抱いだいている人は少ないので、これが問題になることは基き本ほん的てきにないはずです。

　しかし、ＴＲＰＧを楽しんでいる方のなかには、このロールプレイのアドリブがあまり得意でない人もいます。そういう方は第三者的にセリフを伝えるようにするとよいでしょう。

　ロールプレイが得意でない人の大半は、羞しゆう恥ち心しんのためにセリフを紡つむぎ出せないことが多いようです。したがって──

「ルードは『お前たちのことは許ゆるせない！』と言うよ」

　などのように、キャラクターとしてのセリフではなく、第三者的な視し点てんに立ってセリフを伝えるようにするとよいでしょう。この方法であれば、自分と異ことなる性せい別べつのキャラクターなども、あまり恥はずかしさを感じることなく、プレイすることができるかと思います。




●設定のアドリブ

　キャラクター作成時、あるいはシナリオ作成時にキャラクターすべてのデータを決めるわけではありません。そのため、急に設定が必要になったりすることがあるでしょう。これはＧＭの扱あつかうＮＰＣの時に顕けん著ちよです。

　たとえば、オープニングフェイズだけに登場する酒場の親父の名前や設定などを、くわしく決める人は少ないでしょう。しかし、なにかの拍ひよう子しにＰＣに尋たずねられたりして、急きゆう遽きよ名前などが必要となることがあります。このような時に発生するのが設定のアドリブです。

　基本的にＧＭがこのアドリブで決めなければならないことは、あまり重要ではありません。たとえば名前であれば、読んだことのある小説やコミックから引用したり、その場にあるドリンクや菓子の名前や成分を捩もじってもよいでしょう。

　問題となるのは、プレイヤーが自分のＰＣについて、セッション中にその場の思いつきで言い出した設定などです。シナリオ作成前にＧＭに告げていた設定ならばともかく、急に設定を言われてもそのすべてに対応できるわけではありません。したがって、ＧＭはこれらの設定を使えそうであれば拾えばいいし、使うのが無理ならば拾わなくてもかまいません。

　セッションが──特にキャンペーンプレイが頓とん挫ざしてしまう理由のひとつに、このＰＣの設定を無理に拾ってしまう、というものがあります。ＧＭのマスタリングの範はん疇ちゆうを超こえてしまい、シナリオでの修しゆう復ふくが不ふ可か能のうに陥おちいってしまった結果です。そういう意味では、設定を拾わない勇気を持つことの方が必要といえるかもしれません。

　また、プレイヤーは自分の考えた設定が使われなくても、ＧＭに文もん句くを言ったり、それを理由にサボタージュしたりしないようにしましょう。

　ＴＲＰＧはゲームに参加しているＧＭ、プレイヤー全員で楽しむ遊びです。プレイヤーのひとりがエゴイスティックな行動に出るだけで、他の人がゲームを楽しむことができなくなる可か能のう性せいがあります。プレイヤーはそのことを肝きもに銘めいじるようにしましょう。
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●シナリオのアドリブ

　基本的にここまでで説明したことは、ＧＭ、あるいはプレイヤーの誰だれもが行なうことであり、それほど難むずかしいことではありません。基本的には知ち識しき量りようの問題ですから、小説、コミック、コンピュータゲーム、ＴＶドラマ、映画などさまざまな物語を楽しむことで、さらにいろいろと思いつくことができるようになるはずです。これらの知ち識しきは、ＴＲＰＧを遊ぶ上で邪じや魔まになることはありませんので、積極的に触ふれる機会を増ふやすことはよいことです。

　しかし、ＧＭを敬けい遠えんする人が嫌うのはこれらのアドリブではありません。ＰＣの行動、あるいはマスタリングのミスなどによって、シナリオで想定されていない事じ態たいが発生し、それに対応するためにシナリオを変へん更こうするアドリブです。

　しかし、これもそのアドリブを分類することで対応することができます。




▼プロットに干かん渉しようしないアドリブ

　プロットとは小説や脚きやく本ほんなどの筋すじ書がきのことです。ＴＲＰＧでは、シナリオの大まかな流れと思えばよいでしょう。基本的にＴＲＰＧのシナリオは、このプロットから外れない限かぎりは、問題なく最後までプレイすることが可か能のうです。したがって、このプロットに関係しないシーンを発生させても、大きな問題にならないことがほとんどです。

　たとえば、シナリオに登場したヒロインと仲よくなるシーンが欲ほしいとプレイヤーが希望したとします。大たい概がいにおいて、このようなシーンはプロットに干渉しません。本書のシナリオであれば、オープニングフェイズやミドルフェイズでフィンニー役の小こ暮ぐれさんが希望したシーンなどがそうです。

　用意したシナリオでもルードとフィンニーのシーンは設もうけてありましたし、小暮さんの希望を採さい用ようしてもシナリオのプロットにはなんら影えい響きようはないと考えたので、今回のセッションではアドリブでシーンを増ふやしています。

　このようなプロットに干渉しないシーンの追加、変更は、可能であればなるべく行なうようにしましょう。その方がプレイヤーのモチベーションが上がり、ゲームを楽しく進行できる可能性が高くなるからです。ただし、あくまでも〝可能であれば〟の範はん囲いに留とどめることを忘わすれないようにしてください。無理は禁物です。




▼プロットに干渉するアドリブ

　気をつけなければいけないのは、プロットに影響を及およぼすアドリブです。

　たとえば『アリアンロッド・サガ・リプレイ③　殺意のエトワール』では、ＧＭがプレイヤーの予想もしないアイデアを採用することで、それ以い降こうのシナリオのほとんどが使用できず、アドリブで対応しています。

　もちろんこれはこれで面おも白しろく、楽しくゲームを遊ぶことができます。ただし、これは最後までセッションを行なうことができれば──という前ぜん提ていの上です。もし、あなたにその自信がなければその旨むね──シナリオで想定されていない行動であることをプレイヤーに告げましょう。もし、プレイヤーがその意見や行動を取り下げてくれれば、そのあとはシナリオどおりに進行することができるはずです。

　それでも、プレイヤーが自分の希望を採用するよう申し入れたのであれば、そのプレイヤーの協力を仰あおぎ、その後の展てん開かいをどうするか相談する方法もあります。先にも書きましたが、ＴＲＰＧはＧＭとプレイヤーの協力によって成り立っているのです。思わぬハプニングによって起こった展開を、ゲームの参加者全員で考えるのも面白いものです。

　もちろん自信があれば、そこから先のシナリオをすべてアドリブで対応してもかまいません。それはそれで、いつもとは違う楽しいセッションになることでしょう。
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■最後に

　ざっと駆かけ足あしとなりましたが、今回の解かい説せつはこれで終しゆう了りようです。

　まず、勘違いしないでいただきたいのは、ＧＭがアドリブによって大きくシナリオを変更すること、また、そのような提案をプレイヤーが行なうことは〝悪〟ではないということです。プレイヤーの希望を聞き入れ、アドリブで対応することは、プレイヤーのモチベーションを上じよう昇しようさせるということでも、意味のある行動です。ただし、セッションを運用できなくなる可能性もある両もろ刃はの剣つるぎでもあります。

　どの程てい度どまでアドリブを行なっても大だい丈じよう夫ぶかは、ゲームの特とく性せいやシナリオの内ない容よう、ＧＭの経けい験けんや知識、さらにはＧＭの性せい格かくなど、さまざまな要よう因いんによって異ことなります。

　まずは少しずつ、アドリブに挑ちよう戦せんしていってみましょう。手始めにルールブックに付ふ属ぞくしているシナリオや市し販はんのシナリオ集で試ためしていくことをお勧すすめします。同じシナリオを別のプレイヤーを相手に何度もプレイすることも効こう果か的てきです。とにかくＧＭをすること。それが修得の早道です。




　あなたとあなたの仲間が、さらに楽しくＴＲＰＧを遊ぶことができるようになるのを願って、今回の記事を終了したいと思います。

　ここまでおつき合いいただき、ありがとうございました。







あとがき




　ＴＲＰＧの面白さのひとつに、思いがけない展てん開かいというのがあります。

　プレイヤーであれば自分の予想を超こえた状じよう況きようが発生した（予想外の敵てきがラスボスだった、壮そう大だいな伏ふく線せんが張はられていた、シナリオのギミックがすごかったなどなど）時でしょうし、ＧＭであればＰＣが予想もしなかった行動を取った時などがそれです。

　とはいえ、これら〝思いがけない展開〟がそうそう起こるわけではなく、だからこそ強く印象に残り、いつまでもよき思い出として心の中に留とどまり続けるわけですが。

　しかし、リプレイ用のセッションの中で、ＰＣが予想もしなかった行動を取ってくれるとは限かぎりません。それをいかに起こすか──それが、この第四巻かんのテーマでした。

　そして、いろいろと考えた結果、フィンニー演えんじる小暮英麻こぐれ・えまさんにちょっとだけ手伝ってもらうことにしました。

　小暮さんがフィンニーとルードの関係を深めていきたいと思っていたのは、前回までのセッションの中にも感じていましたし、第四巻ではそういう話を盛もり込こんでいきたいと思っていました。そこで、せっかくそういう話にするのであれば──ということで、今回のようなオープニングフェイズ～ミドルフェイズとなったわけです。

　シーン内でのＰＣの登場頻ひん度どにばらつきがあったりと、いろいろと問題はありましたが、アイデアを出してくださった小暮英麻さんはもちろんのこと、小暮さんの提てい案あんを快かい諾だくし、協力してくださったルード役の荻原秀樹おぎはら・ひできさん、そして菊きく池ちたけし、田中信二両名に感かん謝しやしたいと思います。ありがとうございました！

　とゆーところで、いつものシナリオのネタバレとなります。まだ、本ほん編ぺんをお読みになっていない方はすみやかにページを戻もどしてくださいませ。




●第四話「樹じゆ海かいと秘ひ密みつと冒ぼう険けん者しや」

　荻原さんがＴＲＰＧにだいぶん慣なれてきた──ということで、今回のシナリオではクエスト形式を本ほん格かく的てきに導どう入にゆうしています。シナリオハンドアウトは、基き本ほん的てきにはそのシナリオに関係ある内ない容ようばかりですが、バニィのシナリオハンドアウトだけちょっと特とく殊しゆで、命題だけ与あたえて今回のシナリオでは解かい決けつしないものになっています。本編では描えがかれていませんが、バニィ演じる田中信二には、あらかじめそのことは言いい含ふくめてあります。バニィファンの方（いるのかしら？）は、第五巻での彼かの女じよの活かつ躍やくまでお待ちください。

　そしてプリプレイのあとは、オープニングフェイズから始まり、ミドルフェイズの中ちゆう盤ばんまで続く怒ど濤とうのアドリブとなります。ここについてはあとがきの最初に書いたとおりです。また、恒こう例れいの解かい説せつコーナーでも補ほ足そくしましたので、興きよう味みのある方はそちらもご覧らんください。

　なお、ここのアドリブイベントにレティシア王女を登場させたのは、このあとの展開を踏ふまえてのことです。レティシア王女がルードの妹であるという設せつ定ていは、わりと初期の頃ころから考えていました（第二巻で王女がピックアップされているのもそのためです）。本当はもう少し早めにネタを出すつもりだったのですが、シナリオに入れるタイミングを掴つかみ損そこねていたというのが事実です。背はい景けい設定も詰つめ込こみ過すぎたかなと反省しており、この辺りは今後の課題といったところでしょうか。

　さて、それでは今回のシナリオギミック２連発について解説していきましょう！

　最初は〝エッツェンの森〟でのランダムイベントチャートです。

　今回のシナリオでは、前半をアドリブで進行させるつもりだったため、プレイ時間が長くなることが予想できたので、フェイトを使用することで一気に突とつ破ぱできるようにしていますが、イベントの種類を増ふやし、フェイトを使用できないようにすれば、ミドルフェイズの大半をこの方法でカバーすることができます。なお、イベントを増やす場合は２Ｄではなく、Ｄ36をお勧すすめいたします（２Ｄの場合は６～８にダイス目が偏かたよってしまうため）。

　イベントの内容を変えることで、森はもちろん、街中、遺い跡せき、洞どう窟くつなどどんな状況でも可か能のうです。ダンジョンを作るのが大変という方は参考にしてください。

　次のギミックは試練の神しん殿でんです。

〝俊しゆん敏びんの間〟〝忍にん耐たいの間〟〝戦せん闘とうの間〟はよくあるパターンではありますので、ここでは〝英知の間〟について解説したいと思います。

〝英知の間〟は、ＴＲＰＧではリドルなどとも呼よばれる謎なぞ解ときのイベントです。

　ここで問題となるのは、「プレイヤーの知ち識しき＝ＰＣの知識」であるかどうかです。ＰＣには【知力】（他のＴＲＰＧでは別の名前のこともあります）が設定してあり、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』ではＰＣの知ち性せいの高さ、見けん識しきの広さ、記き憶おく力りよくなどを表わしています。

　では、ＮＰＣから出されたクイズを答えるのはＰＣなのでしょうか？　それともプレイヤーなのでしょうか？

　ＮＰＣが出した問題を解といているのはあくまでもＰＣです。したがって、そこにプレイヤーの知識が介かい在ざいしてしまうとＰＣの能のう力りよく値ちに意味がなくなってしまいます。しかし、能力値だけで判はん断だんするのであれば、クイズの意味がありません。なぜならクイズの内容を決めず、そのクイズの難なん易い度どだけを設定すればよいからです。

　実は、この問題を完全に解決する方法はありません。

　それはＴＲＰＧという遊びがプレイヤーとＰＣというメタ構こう造ぞう（入れ子構造）を持っているためです。プレイヤーはＰＣを通して舞ぶ台たいとなっている仮か想そう空間での物語を体感し、ＰＣはプレイヤーを通して意思決定を行なっています。このため、ＰＣとプレイヤーの間に明めい確かくな線を引くことは難むずかしいといえます。

　ですから、ゲームを楽しむ（ここではクイズを楽しむ）という観点から考えれば、プレイヤーの知識であっても、それをＰＣの知識であるとしてしまうのがよいでしょう。どうしてもＰＣの【知力】を反はん映えいしたいのであれば、まず【知力】判はん定ていを行なわせ、その判定に成功したらクイズに答えることができるという方法もあります。この辺りはケースバイケースですのでＧＭが判断してください。

　メタ構造については『上級ルールブック』の一八五ページにくわしく載のっていますので、そちらも参考にしてください。

　また、この神殿のイベントではＰＣにペナルティを与あたえるという要よう素そを加えています。

　ここでもちょっとしたテクニックを使っていますので、その方法をご紹しよう介かいしましょう。

　ペナルティを与えたままでの戦闘などは、プレイヤーが望むことができなくなるため、プレイヤーに過か度どなストレスを与えてしまうことがあります。ところがこのペナルティの与え方を変えるだけで、そのストレスを減へらすことができます。

　たとえば「フェイトが使用できない」と「フェイトが使用できない。ＭＰのコストが２倍になる。このどちらを選ぶ？」では同じペナルティを与えるにしても、プレイヤーに与える印象が違ちがいます。そう、選せん択たくの機会を与えることで、「ペナルティである」ということを意い識しきをプレイヤーからそらしているのです。

　さらに本編ではペナルティをどんどん減らすことを可能としていますので、ペナルティを受けているにもかかわらず、達成感を味わうことができるようになっています。

　普ふ通つうの戦闘では飽あきてきた、ＰＣが強すぎてエネミーのデータを考えるのが大変、というＧＭの方は一度お試しくださいませ。




　さて、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』の発売とともに始まった『セカンドウィンド』シリーズですが、ゲームの解説や設定などもほぼ紹介し終わったとゆーことで、次の第五巻で最さい終しゆう巻かんとなります────が！　第五巻のあと、『セカンドウィンド』シリーズの新展開という形で、リプレイがスタートすることが決定しましたっ！　しかも二シリーズ!!

　それぞれのシリーズのＧＭ＆執しつ筆ぴつは菊池たけしと久保田悠羅くぼた・ゆうらが担たん当とうし、『セカンドウィンド』に登場しているＰＣの何人かは、そのまま継けい続ぞくしてＰＣとして登場することまでは決定しています。タイトル名、発売時期、参加するプレイヤーなどについては発表できるようになり次第、順次お知らせいたします！　とりあえずこの企き画かくのプロジェクト名のみ公開ＯＫということですので、ここで発表いたします。

　その名は〝プロジェクト・チェッカーボード〟！

　刮かつ目もくして待てっ！　とゆーことで、こちらもよろしくお願いいたしま～す！（笑）




二〇一二年三月　久保田悠羅
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